
異
例
制
裁
、
日
本
企
業
影
響
も

の
あ
る
報
告
が
首
脳
会
談
ま

で
に
準
備
で
き
る
と
期
待
し

て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　

一
方
、
領
土
問
題
自
体
の

進
展
は
図
れ
な
か
っ
た
。
河

野
氏
は
記
者
発
表
で
「
乗
り

越
え
る
べ
き
課
題
の
輪
郭
は

だ
い
ぶ
明
確
に
な
っ
て
き
て

い
る
」
と
表
明
。
北
方
領
土

の
主
権
を
巡
る
ロ
シ
ア
と
の

対
立
で
は
「
明
確
に
日
本
の

立
場
を
伝
え
た
」と
述
べ
た
。

ラ
ブ
ロ
フ
氏
は
少
な
く
な
い

問
題
が
残
っ
て
い
る
と
の
認

識
を
示
し
た
。

　

両
政
府
が
実
現
を
目
指
す

共
同
経
済
活
動
は
海
産
物
養

殖
な
ど
の
５
項
目
。
こ
の
う

ち
法
的
課
題
が
比
較
的
少
な

い
観
光
ツ
ア
ー
開
発
と
、
ご

み
減
ら
し
対
策
が
優
先
項
目

と
な
っ
て
い
る
。

　

ロ
シ
ア
側
は
、
４
島
を
事

実
上
管
轄
す
る
サ
ハ
リ
ン
州

と
北
海
道
の
交
流
を
促
進
す

る
た
め
、
両
地
域
間
で
短
期

滞
在
の
た
め
の
査
証（
ビ
ザ
）

を
相
互
免
除
す
る
案
も
主

張
。ラ
ブ
ロ
フ
氏
は
会
談
で
、

最
終
的
に
は
日
ロ
間
の
ビ
ザ

を
完
全
に
免
除
す
る
よ
う
提

案
し
た
。
両
外
相
は
航
空
機

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
＝
新
井
琢
也
】
ト
ラ
ン
プ
米
政
権
は
３
０
日
、
メ
キ
シ
コ
国

境
か
ら
流
入
す
る
不
法
移
民
を
抑
制
す
る
対
策
を
メ
キ
シ
コ
に
促
す
た
め
、
同
国

か
ら
の
全
て
の
輸
入
品
に
６
月
１
０
日
か
ら
５
％
の
関
税
を
課
す
と
表
明
し
た
。

メ
キ
シ
コ
が
有
効
な
対
策
を
取
ら
な
け
れ
ば
１
０
月
ま
で
に
最
大
２
５
％
ま
で
引

き
上
げ
る
と
し
て
い
る
。

対
メ
キ
シ
コ
、
最
大
２
５
％

１
１
日
作
業
部
会
、
外
相
合
意

米、不法移民対策で関税共
同
活
動
前
進
へ
詰
め
の
調
整

日
ロ
、
６
月
２
９
日
に
首
脳
会
談

中
国
、
対
米
関
税
引
き
上
げ

６
兆
円
分
、
貿
易
摩
擦
泥
沼
化

初
夏
の
ク
ロ
マ

グ
ロ
初
水
揚
げ

脂
、
甘
み
十
分
、
鳥
取
・
境
港

り
組
み
を
中
心
に
、
合
意
を

図
る
案
件
に
つ
い
て
詰
め
の

調
整
を
進
め
る
。

　

共
同
経
済
活
動
に
つ
い

て
、
両
外
相
は
双
方
の
法
的

立
場
を
害
さ
な
い
形
で
作
業

を
進
め
る
こ
と
を
確
認
。
河

野
氏
は
、
共
同
記
者
発
表
後

に
個
別
に
記
者
会
見
し
「
双

方
の
立
場
を
害
さ
な
い
仕
組

み
を
考
え
、
進
め
ら
れ
る
よ

う
努
力
す
る
」
と
述
べ
た
。

　

ラ
ブ
ロ
フ
氏
も
個
別
の
会

見
で
、
日
ロ
間
の
自
由
往
来

が
鍵
に
な
る
と
の
考
え
を
強

調
し
た
。
共
同
経
済
活
動
の

具
体
化
に
関
し
て
「
良
い
テ

ン
ポ
で
進
ん
で
い
る
。
内
容

　
【
共
同
】
河
野
太
郎
外
相

は
３
１
日
、
北
方
領
土
問
題

を
含
む
平
和
条
約
締
結
交
渉

を
巡
り
、
ロ
シ
ア
の
ラ
ブ
ロ

フ
外
相
と
東
京
都
内
で
会
談

し
、
北
方
領
土
で
の
共
同
経

済
活
動
の
早
期
具
体
化
に
向

け
、
６
月
１
１
日
に
局
長
級

の
作
業
部
会
を
東
京
で
実
施

す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
ラ

ブ
ロ
フ
氏
は
共
同
記
者
発
表

で
、
安
倍
晋
三
首
相
と
プ
ー

チ
ン
大
統
領
の
会
談
を
２
０

カ
国
・
地
域
（
Ｇ
２
０
）
首

脳
会
合
に
合
わ
せ
、
６
月

２
９
日
に
大
阪
で
行
う
と
明

ら
か
に
し
た
。
双
方
は
共
同

経
済
活
動
を
前
進
さ
せ
る
取

日
本
の
１
０
〜
２
０
代
は
内
向
き

留
学
や
海
外
生
活
望
ま
ず

１
日
、
米
国
か
ら
の
輸

入
品
６
０
０
億
ド
ル
（
約

６
兆
５
千
億
円
）
分
の
追

加
関
税
率
を
従
来
の
最
大

１
０
％
か
ら
最
大
２
５
％
に

引
き
上
げ
る
。
米
国
が
中
国

か
ら
の
輸
入
品
２
千
億
ド
ル

分
に
対
す
る
追
加
関
税
率
を

引
き
上
げ
た
こ
と
に
対
す
る

報
復
措
置
で
、
米
中
の
貿
易

摩
擦
は
泥
沼
の
様
相
を
呈
し

て
き
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
米
政
権
は
中
国

の
ハ
イ
テ
ク
産
業
を
支
え
る

通
信
機
器
大
手
、
華
為
技
術

（
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
）
の
排
除

も
進
め
、
貿
易
協
議
で
中
国

側
の
大
幅
な
譲
歩
を
引
き
出

す
構
え
だ
。
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
は
３
０
日
、
制
裁
関
税
に

は「
壊
滅
的
な
効
果
が
あ
る
」

と
主
張
。
中
国
が
合
意
し
た

が
っ
て
い
る
と
の
認
識
を
示

し
、
対
中
圧
力
を
緩
め
な
い

考
え
だ
。

　

こ
れ
に
対
し
中
国
は
反
発

し
て
お
り
、
対
抗
手
段
を
関

税
以
外
に
拡
大
さ
せ
る
可
能

性
も
あ
る
。
既
に
レ
ア
ア
ー

ス
（
希
土
類
）
の
輸
出
規
制

比
が
福
島
水
産
物
の
禁
輸
解
除

首
相
「
各
国
に
撤
廃
求
め
る
」

　
【
共
同
】
日
本
の
１
０
〜

２
０
代
は
他
国
と
比
べ
て
内

向
き
―
。
内
閣
府
が
日
本
、

米
国
、
韓
国
な
ど
７
カ
国
の

若
者
に
対
し
、
留
学
や
外
国

で
の
生
活
に
関
す
る
意
識
を

尋
ね
た
調
査
で
こ
ん
な
実
態

が
浮
か
ん
だ
。

　

日
本
は
、
短
期
を
含
む
留

学
希
望
は
３
２
・
３
％
、
外

国
に
住
み
た
い
人
は
１
９
・ 

４
％
で
い
ず
れ
の
割
合
も

を
ち
ら
つ
か
せ
て
い
る
。

　

今
回
の
関
税
引
き
上
げ
対

象
品
目
に
は
、
液
化
天
然
ガ

ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
や
食
料
品
な

ど
が
含
ま
れ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
５
月

１
３
日
に
新
た
な
制
裁
と
し

て
３
千
億
ド
ル
分
に
最
大

２
５
％
の
追
加
関
税
を
課
す

と
発
表
。
早
け
れ
ば
６
月
末

に
も
発
動
可
能
と
な
る
が
、

対
象
か
ら
は
車
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
ハ
イ
テ
ク
製
品

に
使
わ
れ
る
レ
ア
ア
ー
ス
を

外
し
た
。
中
国
が
ち
ら
つ
か

せ
て
い
る
対
抗
策
は
こ
れ
を

逆
手
に
取
っ
た
と
も
い
え

る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
６
月
に
大

阪
市
で
開
か
れ
る
２
０
カ

国
・
地
域
（
Ｇ
２
０
）
首
脳

会
合
の
際
の
習
近
平
国
家
主

席
と
の
会
談
に
意
欲
を
示
す

が
、
中
国
側
は
「
原
則
問
題

で
は
譲
ら
な
い
」（
貿
易
交

渉
担
当
の
劉
鶴
副
首
相
）
と

強
硬
姿
勢
を
崩
し
て
い
な

い
。

　
【
北
京
、
ワ
シ
ン
ト
ン

共
同
】
中
国
政
府
は
６
月

墓
参
を
含
め
、
元
島
民
の
人

道
的
措
置
に
取
り
組
む
重
要

性
も
改
め
て
確
認
し
た
。

会談を終え、共同記者発表する河野外相（右）とロシアのラブロ
フ外相＝３１日午後、東京都港区の飯倉公館（代表撮影）（共同）

　
【
共
同
】
安
倍
晋
三
首
相

は
３
１
日
夜
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

政
府
が
福
島
県
産
の
水
産
物

に
つ
い
て
、
輸
入
停
止
措
置

の
解
除
を
決
定
し
た
と
明
ら

か
に
し
た
。
同
国
の
ド
ゥ
テ

ル
テ
大
統
領
と
官
邸
で
会
談

後
、
共
同
記
者
発
表
で
公
表

し
「
引
き
続
き
各
国
に
輸
入

規
制
の
緩
和
・
撤
廃
を
求
め
、

風
評
の
払
拭
に
全
力
で
取
り

組
む
」
と
述
べ
た
。

　

外
務
省
に
よ
る
と
、
東
京

電
力
福
島
第
１
原
発
事
故
に

伴
い
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
輸
入
停

止
し
て
い
る
水
産
物
は
、
福

島
県
産
の
ヤ
マ
メ
、
イ
カ
ナ

ゴ
、
ウ
グ
イ
、
ア
ユ
の
４
品

目
。
首
相
は
ド
ゥ
テ
ル
テ
氏

と
の
会
談
で
、
他
の
福
島
県

産
水
産
物
で
提
出
が
求
め
ら

れ
て
い
る
放
射
性
物
質
検
査

報
告
書
に
つ
い
て
も
、
早
期

撤
廃
を
要
請
し
た
。

　

農
林
水
産
省
に
よ
る
と
、

韓
国
に
よ
る
日
本
産
食
品
の

輸
入
規
制
を
巡
り
、
世
界
貿

易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
紛
争

処
理
手
続
き
で
日
本
が
敗
訴

し
て
以
降
、
輸
入
停
止
が
解

除
さ
れ
た
の
は
初
め
て
。

最
も
低
か
っ
た
。
留
学
を

し
た
い
か
ど
う
か
を
聞
い
て

も
「
思
わ
な
い
」
の
回
答
が

５
３
・２
％
、「
分
か
ら
な
い
」

が
１
４
・５
％
だ
っ
た
。

　

他
国
を
見
る
と
、
留
学
希

望
の
割
合
が
最
も
高
か
っ
た

の
は
韓
国
で
６
５
・
７
％
。

米
国
の
６
５
・
４
％
が
続
い

た
。

　
「
将
来
外
国
に
住
み
た
い

か
」
と
の
質
問
に
対
し
、
日

本
は
「
一
定
期
間
（
１
年
以

上
）
住
み
た
い
」
と
「
移
民

と
し
て
永
住
」
は
計
１
９
・ 

４
％
だ
っ
た
。
逆
に
「
ず
っ

と
自
国
に
住
み
た
い
」
が

４
２
・７
％
で
最
高
だ
っ
た
。

　

内
閣
府
は
、
国
際
社
会
の

一
員
と
し
て
役
割
を
果
た
し

て
い
く
た
め
に
必
要
と
す
る

「
異
文
化
理
解
力
・
対
応
力
」

が
身
に
付
い
て
い
る
か
ど
う

か
も
尋
ね
た
。
２
０
２
０
年

の
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
多
く
の
外
国
人
の

来
日
が
見
込
ま
れ
る
が
、
日

本
は
理
解
力
・
対
応
力
が「
十

分
」
と
「
あ
る
程
度
」
と
の

回
答
が
計
２
９
・
４
％
に
と

ど
ま
り
、
最
低
だ
っ
た
。

　

調
査
は
昨
年
１
１
〜
１
２

月
、
日
本
、
韓
国
、
米
国
、

イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ

ン
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

１
３
〜
２
９
歳
の
男
女
を
対

象
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
実

施
。
各
国
そ
れ
ぞ
れ
千
人
超

か
ら
回
答
を
得
た
。

フィリピンのドゥテルテ大統領（左）と握手する
安倍首相＝３１日午後、首相官邸（共同）

鳥
取
県
の
境
港
で
水
揚
げ
さ
れ
る
ク
ロ
マ
グ
ロ
＝
３
１
日

（
共
同
）

　

会
談
は
、
日
ロ
交
渉
の
新

た
な
枠
組
み
の
責
任
者
と
し

て
４
回
目
の
協
議
で
、
約
３

時
間
に
及
ん
だ
。

記
者
会
見
で
「
わ
れ
わ
れ
も

強
力
な
手
段
で
対
応
す
べ
き

だ
」
と
反
発
し
た
。

　

関
税
は
イ
ラ
ン
や
、
中
国

通
信
機
器
大
手
の
華
為
技

術
（
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
）
を
念

頭
と
し
た
制
裁
で
使
わ
れ
た

「
国
際
緊
急
経
済
権
限
法
」

を
根
拠
に
課
さ
れ
る
と
い

う
。

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
ト

ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
３
０

日
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
中

国
製
品
に
対
す
る
制
裁
関
税

が「
壊
滅
的
な
効
果
が
あ
る
」

と
主
張
し
た
。
悪
影
響
を
回

避
し
よ
う
と
「
中
国
か
ら
企

業
が
逃
げ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ

ム
や
、
他
の
ア
ジ
ア
に
移
っ

て
い
る
」
と
説
明
し
、
有
利

な
貿
易
協
定
を
結
べ
る
ま
で

対
中
圧
力
を
か
け
続
け
る
考

え
を
示
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
対
中
関

税
に
よ
り
「
中
国
は
と
て
も

弱
い
国
に
な
っ
て
い
る
」
と

し
、
貿
易
協
議
で
「
中
国
は

と
て
も
合
意
し
た
が
っ
て
い

る
」
と
の
認
識
を
改
め
て
示

し
た
。
一
方
、
関
税
に
よ
る

米
国
の
物
価
上
昇
は
「
と
て

も
小
さ
い
」
と
指
摘
し
、
米

経
済
に
及
ぼ
す
影
響
は
限
定

的
と
の
見
方
を
強
調
し
た
。

　

米
政
権
は
中
国
か
ら
の

輸
入
品
の
半
分
近
く
と
な

る
２
５
０
０
億
ド
ル
（
約

２
７
兆
円
）
分
に
２
５
％
の

追
加
関
税
を
か
け
て
い
る
。

さ
ら
に
、
３
千
億
ド
ル
分
を

対
象
と
す
る
「
第
４
弾
」
も

課
す
方
針
で
、
実
施
す
れ
ば

ほ
ぼ
全
て
の
輸
入
品
に
制
裁

関
税
を
課
す
こ
と
に
な
る
。

ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
基
本
合
意
締
結

ロ
ゴ
も
披
露
、
愛
知
県

　
【
共
同
】
愛
知
県
は
３
１

日
、
２
０
２
２
年
秋
の
開
業

を
目
指
し
て
同
県
長
久
手
市

の
愛
・
地
球
博
記
念
公
園
に

整
備
す
る「
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
」

の
運
営
方
針
な
ど
を
確
認
し

た
基
本
合
意
書
を
ス
タ
ジ
オ

ジ
ブ
リ
な
ど
と
締
結
し
た
。

宮
崎
駿
監
督
の
デ
ザ
イ
ン
を

生
か
し
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
も
披

露
し
た
。

　

県
庁
で
行
わ
れ
た
締
結
後

の
記
者
会
見
で
、
ジ
ブ
リ
の

鈴
木
敏
夫
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

は
「
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
要
素

を
入
れ
な
が
ら
公
園
と
し
て

　

両
首
脳
は
会
談
で
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

関
す
る
日
本
の
支
援
を
着
実

に
進
め
る
方
針
を
確
認
。
北

朝
鮮
の
非
核
化
に
向
け
た
国

連
安
全
保
障
理
事
会
決
議
の

完
全
履
行
や
、
日
本
人
拉
致

問
題
の
早
期
解
決
の
た
め
の

連
携
強
化
で
一
致
し
た
。
中

国
が
軍
事
拠
点
化
を
進
め
る

南
シ
ナ
海
を
巡
る
問
題
も
議

論
し
た
。

　

こ
れ
に
先
立
つ
３
１
日
午

前
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
ハ

テ
ィ
ー
ル
首
相
と
会
談
し
、

日
本
の
経
済
成
長
を
手
本
と

す
る
同
氏
の
「
ル
ッ
ク
イ
ー

ス
ト
（
東
方
）
政
策
」
の
推

進
や
、
日
本
が
掲
げ
る
「
自

由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平

洋
」
の
実
現
に
向
け
た
連
携

の
強
化
で
一
致
し
た
。

　

昼
に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
フ

ン
・
セ
ン
首
相
と
会
談
し
、

首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
都
市
機

能
強
化
や
港
湾
開
発
に
協
力

す
る
考
え
を
示
し
た
。

つ
く
る
。
既
存
の
施
設
や
自

然
の
起
伏
を
ど
う
生
か
す
か

も
テ
ー
マ
」
と
説
明
。
大
村

秀
章
知
事
は
「
世
界
中
か
ら

集
客
が
見
込
め
る
」
と
期
待

感
を
示
し
た
。

　

合
意
書
は
県
と
ジ
ブ
リ
に

中
日
新
聞
社
を
加
え
た
３
者

で
結
ん
だ
。
同
社
は
ジ
ブ

リ
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
を
記
念

公
園
で
開
催
し
た
実
績
が
あ

り
、
パ
ー
ク
の
運
営
会
社
を

ジ
ブ
リ
と
共
同
で
設
立
す

る
。

　

記
念
公
園
は
０
５
年
の
愛

知
万
博
跡
地
に
整
備
さ
れ

た
。
合
意
書
で
は
管
理
運
営

の
基
本
方
針
が
示
さ
れ
、
万

　
【
共
同
】
全
国
有
数
の
ク

ロ
マ
グ
ロ
の
水
揚
げ
が
あ
る

鳥
取
県
境
港
市
の
境
港
で

３
１
日
、
今
シ
ー
ズ
ン
初

の
水
揚
げ
が
あ
っ
た
。
新

潟
県
か
ら
秋
田
県
沖
の
日

本
海
で
宮
城
県
石
巻
市
の
漁

船
が
取
っ
た
約
千
匹
（
計
約

協
力
が
（
不
法
移
民
の
）
大

量
流
入
を
許
し
、
米
国
の
安

全
保
障
と
経
済
に
緊
急
か
つ

尋
常
で
な
い
脅
威
」
を
も
た

ら
し
た
と
断
定
。
メ
キ
シ
コ

に
迅
速
な
対
応
を
求
め
る
と

と
も
に
、
効
果
的
な
対
応

で
「
危
機
」
が
軽
減
さ
れ
れ

ば
関
税
は
撤
廃
さ
れ
る
と
し

た
。

　

メ
キ
シ
コ
が
対
策
を
取
ら

な
け
れ
ば
関
税
率
は
７
月
１

日
に
１
０
％
、
８
月
１
日

に
１
５
％
、
９
月
１
日
に

２
０
％
、
１
０
月
１
日
に

２
５
％
に
引
き
上
げ
る
と
し

て
い
る
。

　

米
国
の
メ
キ
シ
コ
か
ら

の
モ
ノ
の
輸
入
額
は
年
間

約
３
５
０
０
億
ド
ル
（
約

３
８
兆
円
）で
、米
国
に
と
っ

て
２
番
目
の
輸
入
元
。
メ
キ

シ
コ
政
府
高
官
は
３
０
日
、

　

国
境
の
管
理
に
つ
い
て
ト

ラ
ン
プ
政
権
は
メ
キ
シ
コ
側

の
対
応
に
不
満
を
募
ら
せ

て
い
る
が
、
不
法
移
民
対
策

と
し
て
通
商
面
で
制
裁
的
な

関
税
を
課
す
の
は
極
め
て
異

例
。
導
入
さ
れ
れ
ば
、
両
国

経
済
だ
け
で
な
く
、
メ
キ
シ

コ
で
事
業
展
開
す
る
ト
ヨ
タ

自
動
車
や
日
産
自
動
車
な
ど

自
動
車
大
手
を
中
心
に
日
本

企
業
に
も
大
き
な
影
響
が
あ

り
そ
う
だ
。

　

発
表
を
受
け
、
外
国
為
替

市
場
で
は
メ
キ
シ
コ
通
貨

ペ
ソ
が
対
ド
ル
で
急
落
し

た
。
３
１
日
午
前
の
東
京
株

式
市
場
で
は
、
貿
易
摩
擦
の

激
化
を
警
戒
し
た
売
り
注
文

が
広
が
り
、
日
経
平
均
株
価

（
２
２
５
種
）
も
続
落
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
声
明

は
「
メ
キ
シ
コ
の
消
極
的
な

い
う
。

　

取
れ
た
て
を
漁
場
か
ら
運

ん
だ
静
岡
県
焼
津
市
の
運
搬

船
の
菅
野
功
八
船
長（
５
９
）

は
「
今
日
の
魚
は
ま
だ
ま
だ

小
ぶ
り
。漁
は
こ
れ
か
ら
だ
」

と
気
を
引
き
締
め
た
。

　

境
港
市
に
よ
る
と
、
昨

シ
ー
ズ
ン
の
水
揚
げ
量
は
約

１
４
０
０
ト
ン
で
、
塩
釡

港
（
宮
城
県
塩
釡
市
）
に
次

い
で
全
国
２
位
。
水
揚
げ
額

は
約
１
５
億
３
千
万
円
だ
っ

た
。

３
０
ト
ン
）
を
運
搬
船
か
ら

ク
レ
ー
ン
で
５
、６
匹
ず
つ

次
々
と
岸
壁
に
引
っ
張
り
上

げ
、
港
は
初
夏
の
風
物
詩
に

活
気
づ
い
た
。

　

氷
が
敷
か
れ
た
市
場
に

銀
色
の
魚
体
が
ず
ら
り
と

並
び
、
仲
買
人
ら
が
鮮
度

博
の
理
念
と
成
果
を
継
承

し
、
ジ
ブ
リ
作
品
の
世
界
観

を
表
現
し
た
都
市
公
園
を
目

指
す
な
ど
と
し
た
。

　

パ
ー
ク
構
想
は
１
７
年
５

月
に
県
と
ジ
ブ
リ
が
合
意
し

た
。
既
に
基
本
設
計
は
終

え
、
１
９
年
度
の
県
予
算
で

建
物
や
内
装
の
詳
細
設
計
を

行
う
。

や
大
き
さ
を
手
際
よ
く
確
認

し
た
。
重
さ
２
０
キ
ロ
台
後

半
の
小
型
が
中
心
で
、
１

キ
ロ
当
た
り
の
最
高
額
は

２
２
０
０
円
。
仲
買
人
に
よ

る
と
、
小
ぶ
り
だ
が
脂
が

乗
っ
て
甘
く
、
さ
ば
き
や
す

い
サ
イ
ズ
で
高
値
が
付
く
と

対
中
関
税
は

壊
滅
的
効
果

米
大
統
領
「
企
業
が
逃
避
」
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社
会
保
障
改
革
の
進
展
次
第
と
も

通
り
に
向
か
っ
て
４
キ
ロ
ほ
ど

の
行
進
を
行
っ
た
。

　

リ
オ
で
は
、
リ
オ
・
ブ
ラ

ン
コ
大
通
り
の
２
区
画
を
埋

め
る
人
が
集
ま
っ
た
。

　

ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州
ベ

ロ
・
オ
リ
ゾ
ン
テ
で
は
５
万

人
が
集
ま
り
、
連
邦
大
学
へ

の
支
出
削
減
を
擁
護
し
た
ロ

メ
ウ
・
ゼ
マ
知
事
も
攻
撃
の

槍
玉
に
あ
が
っ
た
。

　

ペ
ル
ナ
ン
ブ
ッ
コ
州
レ
シ

フ
ェ
で
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
や
同
氏
支
持
者
か
ら
は
し

ば
し
ば
批
判
さ
れ
る
、
同
州

が
生
ん
だ
教
育
者
パ
ウ
ロ
・

フ
レ
イ
レ
氏
（
１
９
２
１
―

１
９
９
７
年
）
へ
オ
マ
ー
ジ
ュ

が
捧
げ
ら
れ
た
。　

パ
ラ
ナ

州
ク
リ
チ
ー
バ
で
は
、
パ
ラ

ナ
連
邦
大
学
の
リ
カ
ル
ド
・

マ
ル
セ
ロ
・
フ
ォ
ン
セ
ッ
カ

学
長
が
自
ら
群
集
の
前
に
立

ち
、
同
校
の
予
算
は
８
月
分

ま
で
し
か
保
証
さ
れ
て
い
な

い
と
訴
え
た
。

　

今
回
の
デ
モ
で
は
、
大
学

へ
の
支
出
削
減
反
対
の
他
、

そ
の
削
減
が
大
学
で
の
調
査

　
【
既
報
関
連
】
今
年
第
１
四
半
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
前
四
半
期
比
マ
イ
ナ
ス
０
・
２
％

と
、
２
年
ぶ
り
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
だ
っ
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
５
月
３
０
日
、
パ

ウ
ロ
・
ゲ
デ
ス
経
済
相
が
勤
続
期
間
保
障
基
金
（
Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
）
休
眠
口
座
の
引
き

出
し
解
禁
や
、
社
会
統
合
基
金
／
公
務
員
財
形
計
画
（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
／
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
）

休
眠
口
座
の
引
き
出
し
解
禁
の
検
討
を
示
唆
し
た
と
、
５
月
３
１
日
付
伯
字
各
紙

が
報
じ
た
。

会
保
障
制
度
改
革
が
承
認
さ

れ
る
と
の
確
信
が
得
ら
れ
て

初
め
て
、（
Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
解
禁

な
ど
の
）
景
気
刺
激
策
は
導

入
さ
れ
る
」
と
語
っ
た
。

　

テ
メ
ル
政
権
下
の

２
０
１
７
年
に
行
わ
れ
た
Ｆ

Ｇ
Ｔ
Ｓ
休
眠
口
座
解
禁
は
、

約
２
６
０
０
万
人
の
労
働

者
に
約
４
４
０
億
レ
分
の
恩

恵
（
１
人
平
均
約
１
６
９
０

レ
）
を
も
た
ら
し
た
。

　

こ
れ
が
消
費
に
回
る
こ
と

で
、
同
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
０
・

７
％
ポ
イ
ン
ト
押
し
上
げ
ら

れ
た
。
同
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長

率
は
１
・
１
％
だ
っ
た
の
で
、

Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
解
禁
が
な
け
れ
ば

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
０
・
４
％

だ
っ
た
計
算
だ
。

　

ゲ
デ
ス
経
済
相
は
、
引
き

出
し
対
象
と
す
る
口
座
を
休

眠
口
座
に
限
定
せ
ず
、
現
在

も
動
き
の
あ
る
口
座
か
ら
の

引
き
出
し
も
認
め
る
可
能
性

も
口
に
し
た
。
た
だ
、
そ
の

場
合
は
引
き
出
さ
れ
る
金
額

が
大
き
く
な
り
、
家
屋
購
入

用
の
融
資
に
も
影
響
す
る
の

で
、
経
済
省
ス
タ
ッ
フ
が
分

　

５
月
３
０
日
付
本
欄
で
報

じ
た
、
聖
州
ソ
ロ
カ
バ
の
川

辺
で
遺
体
で
見
つ
か
っ
た
大

学
生
ラ
フ
ァ
エ
ラ
・
デ
・
カ
ン

ポ
ス
さ
ん
（
１
９
）
の
事
件

に
関
し
、
軍
警
は
５
月
３
０

日
夕
方
、
パ
ウ
ロ
・
セ
ー
ザ

ル・マ
ノ
エ
ル
容
疑
者（
４
０
）

を
逮
捕
し
た
。
同
容
疑
者
は

析
中
だ
。
引
き
出
せ
る
金
額

や
引
き
出
し
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
も
ま
だ
検
討
中
だ
。

　

ゲ
デ
ス
経
済
相
と
公
的
銀

行
総
裁
た
ち
の
間
で
は
話
し

合
い
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
を
実
際
に
取
り
扱

う
Ｃ
Ａ
Ｉ
Ｘ
Ａ
の
ス
タ
ッ
フ

ま
で
は
具
体
的
な
話
は
来
て

い
な
い
模
様
だ
。

　

Ｐ
Ｉ
Ｓ
／
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
の

休
眠
口
座
に
は
、
１
９
７
１

年
か
ら
１
９
８
８
年
ま
で

正
規
雇
用
と
し
て
働
い
て
い

た
人
が
積
み
立
て
た
が
引
き

出
し
て
い
な
い
資
金
が
ほ
ぼ

２
１
０
億
レ
ア
ル
あ
る
。

　
「
２
０
〜
３
０
億
レ
が
引

き
落
と
さ
れ
る
と
連
邦
政
府

は
見
込
ん
で
い
る
」
と
Ｅ
紙

は
い
う
が
、
権
利
者
が
死
亡

２
２
０
億
レ
の
経
済
効
果
狙
う

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ

す
か
を
具
体
的
に
言
及
し
た

も
の
な
ど
も
見
ら
れ
た
。

　

教
育
省
の
支
出
削
減
は
、

連
邦
大
学
へ
が
２
２
億
レ
ア

ル
、
基
礎
教
育
へ
は
２
４
億

レ
、
連
邦
教
育
機
関
へ
は

１
０
億
レ
、
大
学
病
院
関
係

へ
は
２
億
レ
弱
、
学
生
支
援

フ
ァ
ン
ド
へ
は
１
１
億
レ
、
ハ

イ
レ
ベ
ル
人
材
養
成
業
務
統

括
所
（
Ｃ
ａ
ｐ
ｅ
ｓ
）
へ
は

８
億
レ
と
な
っ
て
い
る
。

　

連
邦
政
府
は
前
回
の
デ
モ

の
あ
と
、
７
４
億
レ
ア
ル
分

の
凍
結
予
算
の
２
１
％
分
に

直
轄
区
の
、
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
の

記
述
で
は
少
な
く
と
も
９
５

市
、
Ｇ
１
サ
イ
ト
で
は
少
な

く
と
も
１
３
６
市
で
デ
モ
が

行
わ
れ
た
。

　

聖
市
で
は
、
午
後
３
時
に

サ
ン
パ
ウ
ロ
総
合
大
学
な
ど

で
教
育
の
役
割
に
関
す
る
公

開
授
業
と
討
論
会
が
行
わ
れ

た
後
、
ラ
ル
ゴ
・
ダ
・
バ
タ

タ
に
人
が
参
集
。
午
後
５
時

こ
ろ
に
は
５
万
人
を
超
え
、

６
時
か
ら
は
パ
ウ
リ
ス
タ
大

　

５
月
３
０
日
、
５
月
１
５

日
に
引
き
続
き
、「
連
邦
大

学
へ
の
支
出
３
割
削
減
」
な

ど
、
教
育
省
の
支
出
削
減
方

針
に
反
対
し
た
デ
モ
が
行
わ

れ
た
。
１
回
目
の
デ
モ
よ
り

人
は
少
な
か
っ
た
が
、
全
国

の
１
０
０
市
近
く
で
主
張
を

強
め
て
行
っ
て
い
た
。
５
月

３
１
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て

い
る
。

　

今
回
の
デ
モ
は
２
回
目
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
全
国
で

２
０
０
市
を
超
え
た
前
回

の
デ
モ
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
２
５
州
と
連
邦

主
張
の
強
さ
は
変
わ
ら
ず

ビ
リ
ェッ
テ
交
換
で
長
蛇
の
列

教
育
相
は
デ
モ
扇
動
の
教
師
批
判

あ
た
る
１
６
億
レ
ア
ル
を
予

備
費
か
ら
解
放
す
る
と
発
表

し
た
が
、
具
体
的
な
用
途
は

明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

　

今
回
の
デ
モ
を
受
け
、
ア

ブ
ラ
ア
ン
・
ワ
イ
ン
ト
ラ
ウ
ブ

教
育
相
は
、「
授
業
が
行
わ

れ
る
日
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
デ
モ
に
参
加
し
た
ば

か
り
で
な
く
、
学
生
に
ま
で

デ
モ
参
加
を
煽
っ
た
教
員
や

職
員
は
処
分
を
受
け
る
べ
き
」

と
の
声
明
を
出
し
た
。

　

同
教
育
相
は
さ
ら
に
、
リ

オ
の
国
立
博
物
館
再
建
へ
の

支
出
削
減
に
関
し
て
流
れ
て

い
た
噂
を
否
定
し
、「
支
出
は

削
減
し
な
い
」
と
明
言
し
た

が
、「
自
分
は
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー

ス
の
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
」

と
、
傘
を
持
ち
出
し
て
差
す

な
ど
、
自
身
に
批
判
的
な
人

た
ち
を
皮
肉
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
も
行
っ
た
。

５
２
５
０
億
レ
の
積
み
立
て

が
あ
る
。
政
府
が
引
き
出
し

を
認
め
る
２
２
０
億
レ
は
全

体
の
５
％
以
下
で
、
そ
の
後

の
運
用
に
支
障
を
き
た
す
ほ

ど
で
は
な
い
」
と
し
て
い
る
。

　

政
府
は
ま
た
、、
こ
れ
以
外

に
も
、「
各
州
政
府
へ
の
新
規

融
資
」、「
プ
レ
サ
ル
油
田
割

り
当
て
金
の
増
額
」
な
ど
を

計
画
し
て
い
る
。

　

フ
ォ
ー
リ
ャ
（
Ｆ
）
紙
は
、

「
Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
と
Ｐ
Ｉ
Ｓ
／
Ｐ

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
解
禁
に
よ
る
経
済

効
果
は
４
１
０
億
レ
」
と
も

試
算
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
各
景
気
刺
激
策

を
議
会
に
提
出
す
る
タ
イ
ミ

ン
グ
は
、
政
府
が
最
優
先
で

進
め
て
い
る
社
会
保
障
制
度

改
革
の
進
行
具
合
と
の
兼
ね

合
い
で
決
ま
る
。

　

ゲ
デ
ス
経
済
相
も
、「
社

デモを報じる５月３１日付フォーリャ紙サイト

パウロ・ゲデス経済相
（Gustavo Raniere/ASCOM/Ministerio da Economia）

Ｇ
Ｄ
Ｐ
マ
イ
ナ
ス
に
危
機
感
？

聖 市

し
て
い
る
場
合
や
権
利
者
不

明
な
資
金
も
あ
り
、
政
府
見

込
み
を
下
回
る
可
能
性
も
あ

る
。
同
じ
こ
と
は
昨
年
、
テ

メ
ル
政
権
が
同
様
の
措
置
を

取
っ
た
時
も
発
生
し
た
。

強
姦
と
強
盗
の
罪
で
１
９
年

の
実
刑
判
決
を
受
け
た
囚
人

で
、５
月
１
２
日
の「
母
の
日
」

に
、
電
子
足
環
付
で
外
出
許

可
が
認
め
ら
れ
た
が
、
期
限

が
過
ぎ
て
も
刑
務
所
に
戻
ら

ず
、
足
環
も
外
し
て
逃
亡
し

て
い
た
。
ラ
フ
ァ
エ
ラ
さ
ん
が

５
月
２
６
日
に
奨
学
金
を
受

け
取
る
た
め
の
試
験
を
終
え

た
直
後
、
同
容
疑
者
が
彼
女

に
近
づ
く
様
子
が
大
学
の
防

犯
カ
メ
ラ
に
残
っ
て
い
た
こ
と

で
捜
査
線
上
に
上
が
っ
て
い

た
。
囚
人
へ
の
外
出
許
可
は

度
々
批
判
の
対
象
に
な
っ
て

い
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

聖
市
は
５
月
３
０
日
、
北

部
ヴ
ィ
ラ
・
マ
リ
ア
に
あ
る

ジ
ャ
ニ
オ
・
ク
ア
ド
ロ
ス
橋
の

セ
ン
ト
ロ
方
面
行
き
の
斜
線

へ
の
ト
ラ
ッ
ク
乗
り
入
れ
を

禁
止
し
た
。
理
由
は
、
緊
急

に
復
旧
工
事
を
行
う
必
然
性

が
出
て
き
た
た
め
で
、
向
こ

う
１
８
０
日
の
間
、
ト
ラ
ッ

ク
の
乗
り
入
れ
は
で
き
な
い
。

市
に
よ
る
と
、
こ
の
橋
が
架

か
る
道
路
を
走
る
ト
ラ
ッ
ク

が
高
さ
制
限
を
無
視
し
て
ぶ

つ
か
る
事
故
が
繰
り
返
し
起

き
、
橋
梁
４
本
に
損
傷
が
出

て
い
る
と
い
う
。
同
様
の
問

題
を
抱
え
た
橋
は
他
に
も
あ

り
そ
う
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
日
１
日
は
、
サ
ッ
カ
ー

の
欧
州
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
・

リ
ー
グ
の
決
勝
戦
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
同
士
の
対
戦
と
な
っ

た
リ
バ
プ
ー
ル
対
ト
ッ
テ
ナ

ム
戦
が
行
わ
れ
る
。
前
者
は

ア
リ
ソ
ン
、
フ
ィ
ル
ミ
ー
ノ
、

フ
ァ
ビ
ー
ニ
ョ
、
後
者
に
は
準

決
勝
で
の
ハ
ッ
ト
ト
リ
ッ
ク
も

記
憶
に
新
し
い
ル
ー
カ
ス
・

モ
ウ
ラ
な
ど
、
伯
人
選
手
も

多
く
出
場
す
る
。
試
合
は
ブ

ラ
ジ
リ
ア
時
間
の
１
６
時
か

ら
で
、
有
料
テ
レ
ビ
と
ネ
ッ

ト
中
継
で
観
戦
で
き
る
。

　
【
既
報
関
連
】
鉱
山
会
社

Ｖ
ａ
ｌ
ｅ
は
ミ
ナ
ス
州
バ
ロ
ン
・
デ
・
コ
カ
イ
ス
市
の
ゴ

ン
ゴ
・
ソ
コ
鉱
山
の
北
側
斜

面
の
一
部
が
、
５
月
３
１
日

未
明
に
崩
れ
た
と
発
表
し

た
。
同
日
付
伯
字
サ
イ
ト
が

報
じ
て
い
る
。

　

同
鉱
山
か
ら
１
・５
キ
ロ
の

距
離
に
は
鉱
滓
ダ
ム
、
ス
ル
・

ス
ペ
リ
オ
ル
が
あ
り
、
斜
面

の
崩
壊
が
ダ
ム
の
安
全
性
を

脅
か
す
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
た
が
、
州
防
災
局
は
、

５
月
３
１
日
未
明
の
崩
壊
が

ス
ル
・
ス
ペ
リ
オ
ル
の
構
造

に
損
傷
を
与
え
た
兆
候
は
な

い
と
し
て
い
る
。

　

州
防
災
局
の
マ
ル
コ
ス
・
ペ

レ
イ
ラ
少
佐
は
、「
北
斜
面
の

底
の
部
分
の
ご
く
一
部
が
す
べ

り
落
ち
た
だ
け
で
、
構
造
に

大
き
な
変
化
を
引
き
起
こ
さ

ず
、
警
報
サ
イ
レ
ン
を
作
動

さ
せ
る
必
要
さ
え
な
い
。『
現

場
周
辺
の
安
全
性
を
危
険
に

さ
ら
す
も
の
で
は
な
い
』
と

い
う
の
が
妥
当
な
判
断
」
と

語
っ
た
。

　

Ｖ
ａ
ｌ
ｅ
は
声
明
の
中
で
、

「
今
朝
崩
れ
落
ち
た
斜
面
の

土
砂
は
採
掘
口
の
底
に
沈
ん

だ
」
と
発
表
し
た
。
同
社
は

ま
た
、
斜
面
の
崩
壊
は
段
階

的
で
、
一
度
に
大
部
分
が
崩

れ
、
近
く
に
大
き
な
衝
撃
や

振
動
を
引
き
起
こ
す
可
能
性

は
少
な
い
と
し
た
。

　

ま
た
、
ス
ル
・
ス
ペ
リ
オ

ル
ダ
ム
に
関
し
て
も
、「
鉱

山
と
、
そ
こ
か
ら
１
・
５
キ
ロ

離
れ
た
ス
ル
・
ス
ペ
リ
オ
ル

ダ
ム
は
、
レ
ー
ダ
ー
を
使
っ

て
ミ
リ
単
位
の
ず
れ
を
検
出

で
き
る
自
動
観
測
シ
ス
テ
ム

と
無
人
機
を
使
っ
て
、
２
４

時
間
体
制
で
監
視
し
て
い
る
。

ダ
ム
は
３
月
２
２
日
以
来
、

危
険
度
３
と
測
定
さ
れ
、
危

険
区
域
の
住
民
は
既
に
避
難

し
て
い
る
」
と
し
、
地
元
当

局
と
バ
ロ
ン
・
デ
・
コ
カ
イ
ス

の
住
民
た
ち
に
、
常
に
最
新

の
情
報
を
届
け
て
い
る
こ
と

も
明
ら
か
に
し
た
。

　

ミ
ナ
ス
州
検
察
局
は
５
月

１
６
日
の
時
点
で
、「
５
月

２
５
日
ま
で
に
斜
面
が
崩
れ

る
可
能
性
が
あ
る
」
と
指
摘
。

同
州
の
環
境
・
持
続
可
能
な

開
発
局
は
、
鉱
滓
が
ド
セ
川

に
流
れ
る
危
険
性
も
指
摘
し

て
い
た
。

　

聖
市
交
通
局
（
Ｓ
Ｍ
Ｔ
）

が
５
月
２
３
日
に
無
記
名
の

ビ
リ
ェッ
テ
・
ウ
ニ
コ
（
以
下

Ｂ
Ｕ
）
を
記
名
式
の
も
の
と

交
換
す
る
期
限
を
９
月
３
０

日
に
延
ば
し
た
の
に
、
Ｂ
Ｕ

を
取
り
替
え
よ
う
と
し
て
窓

口
に
並
ぶ
人
が
長
蛇
の
列
を

な
し
て
い
る
と
５
月
２
８
日

付
Ｇ
１
サ
イ
ト
や
同
３
０
日

付
ア
ゴ
ラ
紙
が
報
じ
た
。

　

Ｓ
Ｍ
Ｔ
が
４
月
の
官
報
に

記
載
し
た
交
換
期
限
は
５
月

３
１
日
だ
っ
た
た
め
、
多
く

の
人
が
、
５
月
中
に
交
換
し

な
く
て
は
と
考
え
た
結
果
だ

が
、
窓
口
に
並
ん
だ
人
の
中

に
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
の

サ
イ
ト
で
登
録
す
る
必
要
が

あ
る
事
を
知
ら
ず
、
１
日
を

棒
に
振
っ
た
人
も
い
た
。

　

無
記
名
の
Ｂ
Ｕ
を
廃
止
し

て
全
て
を
記
名
式
（
原
則
、

写
真
入
）
に
す
る
の
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
不
正

に
課
金
し
た
Ｂ
Ｕ
を
売
っ
た

り
、
バ
ス
な
ど
の
利
用
者
か

ら
料
金
を
受
け
取
っ
て
Ｂ
Ｕ

を
も
た
せ
、
メ
ー
タ
ー
を
通

し
た
ら
返
却
さ
せ
る
と
い
う

形
で
不
正
に
利
用
し
た
り
す

る
の
を
防
ぐ
た
め
だ
。

　

無
記
名
の
Ｂ
Ｕ
（
最
初
の

番
号
が
５
２
、５
９
、１
１
０

の
も
の
）
を
交
換
す
る
に
は
、

サ
イ
ト
で
名
前
や
身
分
証
明

書
（
Ｒ
Ｇ
や
Ｒ
Ｎ
Ｅ
）
の
番

号
、納
税
者
番
号（
Ｃ
Ｐ
Ｆ
）、

郵
便
番
号
（
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）、
写

真
な
ど
の
情
報
を
登
録
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た
上
、

３
０
・
１
０
レ
ア
ル
を
払
う

必
要
が
あ
る
。

　

登
録
が
終
る
と
、
Ｓ
Ｐ
Ｔ

ｒ
ａ
ｎ
ｓ
が
指
定
す
る
窓
口

（
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
に

あ
る
）
に
行
き
、
新
し
い
Ｂ

Ｕ
を
受
け
取
る
。
無
記
名
Ｂ

Ｕ
の
課
金
上
限
は
４
３
レ
ア

ル
だ
が
、
記
名
式
Ｂ
Ｕ
は
、

通
勤
手
当
分
の
他
、
一
般
的

な
用
途
の
分
を
３
５
０
レ
ア

ル
ま
で
課
金
で
き
る
。
記
名

式
だ
と
は
、
月
極
め
や
２
４

時
間
乗
り
放
題
と
い
う
タ
イ

プ
の
課
金
も
可
能
だ
。

　

交
換
期
限
延
長
は
、
課

金
残
高
を
消
費
で
き
な
い
な

ど
の
理
由
で
、
対
象
の
Ｂ
Ｕ

２
８
万
枚
中
、
５
万
枚
し

か
交
換
さ
れ
て
い
な
い
た
め
。

当
初
は
５
月
末
現
在
で
４
３

レ
ア
ル
以
上
残
高
が
あ
れ
ば
、

超
過
分
は
無
効
化
さ
れ
る
と

さ
れ
て
い
た
。
古
い
Ｂ
Ｕ
の

残
高
は
新
Ｂ
Ｕ
に
自
動
的
に

移
さ
れ
る
。
他
方
、
１
年
間

無
使
用
の
Ｂ
Ｕ
は
自
動
的
に

キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
。

　

な
お
、
２
月
２
３
日
以
前

に
課
金
し
た
残
高
は
５
年
間

有
効
だ
が
、
そ
れ
以
降
の
課

金
分
は
１
年
間
の
み
有
効
。

料
金
が
改
定
さ
れ
た
時
は
、

改
定
後
１
８
０
日
を
過
ぎ
た

時
点
で
、
新
料
金
が
徴
収
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

Ｂ
Ｕ
を
盗
ま
れ
た
り
紛
失

し
た
り
し
た
時
は
、
１
５
６

に
電
話
し
て
キ
ャ
ン
セ
ル

し
た
後
に
、
警
察
の
サ
イ

ト
で
被
害
届
（
Ｂ
Ｏ
）
を

作
る
。
再
発
行
を
頼
む
に

は
、
１
５
６
で
Ｂ
Ｏ
の
情

報
を
伝
え
、
料
金
７
回
分

（
３
０
・
１
０
レ
）
を
払
う

必
要
が
あ
る
。

　

５
月
３
０
日
、
米
国
の

バ
ラ
ッ
ク
・
オ
バ
マ
前
大
統

領
が
聖
市
で
講
演
会
を
行
い
、

「
サ
ッ
カ
ー
の
神
様
」
こ
と

ペ
レ
と
の
再
会
も
果
た
し
た
。

５
月
３
０
日
付
伯
字
紙
サ
イ

ト
な
ど
が
報
じ
て
い
る
。

　

オ
バ
マ
氏
が
大
統
領
退
任

後
に
伯
国
を
訪
れ
る
の
は
こ

れ
が
２
度
目
で
、
今
回
は
電

商
取
引
に
関
す
る
国
際
イ
ベ

ン
ト
「
Ｖ
Ｔ
Ｅ
Ｘ
デ
ー
」
へ

の
参
加
で
の
来
伯
だ
っ
た
。

　

こ
の
講
演
で
オ
バ
マ
氏
は

教
育
の
重
要
性
を
説
き
、「
よ

い
教
育
と
社
会
サ
ー
ビ
ス
は

経
済
的
な
発
展
に
は
不
可
欠

だ
。
人
的
資
材
に
投
資
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
、
経
済
は
成
長

す
る
」
と
主
張
。「
私
が
大

統
領
に
な
れ
た
の
も
、
母
と

祖
父
母
が
施
し
た
教
育
の
お

か
げ
だ
」
と
話
し
た
。

　

ま
た
、
大
統
領
と
し
て
の

８
年
間
に
関
し
て
、「
失
敗

も
し
た
し
、
完
璧
な
も
の
で

は
な
か
っ
た
が
、
汚
職
に
手

を
染
め
た
こ
と
は
な
く
、
政

権
関
係
者
か
ら
の
逮
捕
者
も

出
な
か
っ
た
」
と
、
ク
リ
ー

ン
な
政
治
を
行
っ
た
こ
と
を

強
調
し
た
。

　

伯
国
に
関
し
て
は
、「
妻
と

交
際
し
て
い
た
際
に
ア
ン
ト

ニ
オ
・
カ
ル
ロ
ス
・
ジ
ョ
ビ
ン

を
よ
く
聞
い
て
い
た
」と
語
り
、

「
米
国
と
同
じ
よ
う
な
多
様

性
の
あ
る
国
だ
」
と
評
価
し

た
。

　
イ
ベ
ン
ト
前
に
は
ペ
レ
と
も

対
面
し
て
お
り
、
オ
バ
マ
氏

と
の
対
談
に
関
し
て
、
ペ
レ
は

「
一
緒
に
世
の
中
を
よ
く
し

て
行
こ
う
と
話
し
た
よ
」
と

自
身
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
、
オ
バ

マ
氏
と
の
写
真
つ
き
で
紹
介

し
た
。

ＦＧＴＳの再解禁を検討
　
こ
れ
ら
の
狙
い
は
一
般
家
計

に
臨
時
収
入
を
与
え
る
こ
と

で
、
負
債
解
消
や
内
需
拡
大

に
繋
げ
る
こ
と
だ
。

　

Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
は
、
雇
用
元

の
企
業
が
正
規
雇
用
の
社
員

の
た
め
に
積
み
立
て
て
い
る

退
職
金
を
運
用
す
る
基
金

で
、
連
邦
貯
蓄
銀
行
（
Ｃ

Ａ
Ｉ
Ｘ
Ａ
）
が
運
営
し
て
い

る
。
エ
ス
タ
ー
ド
（
Ｅ
）
紙

は
、「
現
在
、
Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
は

鉱
山
の
北
側
斜
面
一
部
崩
落

１
・５
キ
ロ
離
れ
た
ダ
ム
は
影
響
な
し

有
効
期
限
は
９
月
末
ま
で
延
長

ゲデス
経済相

教 育 デ モ

２
度
目
も
約
１
０
０
市
で
展
開

（２）２０１９年 第５２５４号 ６月 １日 （土曜日）

ミナス州

聖
市
で
講
演
会
を
行
う

舞
台
裏
で
は
ペ
レ
と
も
対
面

オバマ前大統領



　

昨さ
く

年ね
ん

１
０
月が

つ

４
日か

に
マ
イ
ク
・
ペ
ン
ス
米べ

い

副ふ
く

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うが
ワ
シ

ン
ト
ン
で
行

お
こ
な
っ
た
演え

ん

説ぜ
つ

は
、
米べ

い

中ち
ゅ
う

冷れ
い

戦せ
ん

の
宣せ

ん

戦せ
ん

布ふ

告こ
く

だ
と
多お

お

く
の
識し

き

者し
ゃ

が
評ひ

ょ
う
し
た
。
レ
ー
ガ
ン
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うが
西に

し

側が
わ

諸し
ょ

国こ
く

と
の

結け
っ

束そ
く

の
も
と
、
ソ
連れ

ん

を
「
悪あ

く

の
帝て

い

国こ
く

」
と
呼よ

ん
で
打だ

倒と
う

・
解か

い

体た
い

さ
せ
た
第だ

い

１
次じ

冷れ
い

戦せ
ん

に
続つ

づ

く
、
第だ

い

２
次じ

冷れ
い

戦せ
ん

と
も
言い

わ
れ

る
。

　

ペ
ン
ス
演え

ん

説ぜ
つ

の
内な

い

容よ
う

を
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
前ま

え

に
、
そ
の
印い

ん

象し
ょ
う

的て
き

な

結む
す

び
を
見み

て
お
こ
う
。

　

ト
ラ
ン
プ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの
指し

導ど
う

力り
ょ
くの
も
と
、
米べ

い

国こ
く

は
や
り
遂と

げ

る
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
米べ

い

国こ
く

民み
ん

と
、
彼か

れ

ら
に
選え

ら

ば
れ
た
両

り
ょ
う

党と
う

の
連れ

ん

邦ぽ
う

議ぎ

員い
ん

が
決け

つ

断だ
ん

し
た
こ
と
を
知し

る
べ
き
だ
。

　
…
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

と
、
両

り
ょ
う

国こ
く

の
繁は

ん

栄え
い

と
安あ

ん

全ぜ
ん

が
と
も
に

成せ
い

長ち
ょ
うす
る
建け

ん

設せ
つ

的て
き

な
関か

ん

係け
い

を
望の

ぞ

ん
で
い
る
こ
と
を
明め

い

確か
く

に
し

た
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

が
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
離は

な

れ
て
い
っ
て
い
る
が
、

中ち
ゅ
う

国ご
く

の
指し

導ど
う

者し
ゃ

が
進し

ん

路ろ

を
変へ

ん

更こ
う

し
て
、
数す

う

十じ
ゅ
う

年ね
ん

前ま
え

の
両

り
ょ
う

国こ
く

関か
ん

係け
い

を
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うす
る
改か

い

革か
く

開か
い

放ほ
う

の
精せ

い

神し
ん

に
立た

ち
戻も

ど

る
こ
と
は
可か

能の
う

だ
。
米べ

い

国こ
く

民み
ん

は
そ
れ
以い

上じ
ょ
うを
望の

ぞ

ま
な
い
し
、
そ
れ
以い

下か

は

中ち
ゅ
う

国ご
く

国こ
く

民み
ん

に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。［
１
］

　

語か
た

り
口く

ち

は
ソ
フ
ト
だ
が
、
こ
れ
は
「
大お

お

き
な
棍こ

ん

棒ぼ
う

を
携た

ず
さ
え
、

穏お
だ

や
か
に
話は

な

す
（
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ　

Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
Ｌ
Ｙ　

Ａ
Ｎ
Ｄ　

Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｙ　

Ａ　

Ｂ
Ｉ
Ｇ　

Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
）」
と
い
う
ア
メ

リ
カ
の
伝で

ん

統と
う

的て
き

な
外が

い

交こ
う

姿し

勢せ
い

そ
の
も
の
で
あ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
政せ

い

権け
ん

が
最さ

い

初し
ょ

に
振ふ

り
上あ

げ
た
「
棍こ

ん

棒ぼ
う

」
は
関か

ん

税ぜ
い

だ
っ
た
。
対た

い

中ち
ゅ
う

貿ぼ
う

易え
き

赤あ
か

字じ

と
不ふ

公こ
う

正せ
い

な
貿ぼ

う

易え
き

慣か
ん

行こ
う

を
問も

ん

題だ
い

に
し
て
、
昨さ

く

年ね
ん

３
月が

つ

に
ア
ル
ミ
と
鉄て

っ

鋼こ
う

の
関か

ん

税ぜ
い

を
引ひ

き

上あ

げ
た
の
を
手て

始は
じ

め
に
、
７
月が

つ

に
は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

か
ら
の
輸ゆ

入に
ゅ
う

品ひ
ん

３
４
０
億お

く

ド
ル
分ぶ

ん

に
２
５
％
、
８
月が

つ

に
は
１
６
０
億お

く

ド
ル
分ぶ

ん

に
２
５
％
、
９
月が

つ

に
は
２
０
０
０
億お

く

ド
ル
分ぶ

ん

に
１
０
％
の
関か

ん

税ぜ
い

を
掛か

け
始は

じ

め
た
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

も
初は

じ

め
は
対た

い

抗こ
う

し
て
関か

ん

税ぜ
い

を
か
け

て
い
た
が
、
途と

中ち
ゅ
うで
追お

い
つ
か
な
く
な
っ
た
。

　
「
棍こ

ん

棒ぼ
う

」
を
振ふ

る
い
な
が
ら
、「
両

り
ょ
う

国こ
く

の
繁は

ん

栄え
い

と
安あ

ん

全ぜ
ん

が
と

も
に
成せ

い

長ち
ょ
うす
る
建け

ん

設せ
つ

的て
き

な
関か

ん

係け
い

を
望の

ぞ

ん
で
い
る
」
と
し
、
現げ

ん

在ざ
い

の
「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

が
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
離は

な

れ
て
い
っ
て
い
る
」

と
穏お

だ

や
か
に
批ひ

判は
ん

す
る
。
口く

調ち
ょ
うは
ソ
フ
ト
で
前ま

え

向む

き
だ
が
、
要よ

う

は
「
今い

ま

の
路ろ

線せ
ん

を
変か

え
な
い
と
、
も
っ
と
大お

お

き
な
棍こ

ん

棒ぼ
う

が
待ま

っ

て
る
ぞ
」
と
い
う
「
恫ど

う

喝か
つ

」
で
あ
る
。

米べ
い

中ち
ゅ
う

冷れ
い

戦せ
ん

の
幕ま

く

開あ

け

２０１９年
ねん

３月
がつ

１０日
か

版
ばん

　
こ
の
演え

ん

説ぜ
つ

が
ハ
ド
ソ
ン
研け

ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

中ち
ゅ
う

国ご
く

戦せ
ん

略り
ゃ
くセ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
所し

ょ

長ち
ょ
うマ
イ
ケ
ル
・
ピ
ル
ズ
ベ
リ
ー
の
前ま

え

で
行お

こ
な
わ
れ
た
と

い
う
事じ

実じ
つ

が
、
そ
の
性せ

い

格か
く

を
如に

ょ

実じ
つ

に
表あ

ら
わし
て
い
る
。

　

弊へ
い

誌し

９
３
７
号ご

う［
Ａ
］で
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
よ
う
に
、ピ
ル
ズ
ベ
リ
ー

は
か
つ
て
は
親し

ん

中ち
ゅ
う

派は

と
し
て
歴れ

き

代だ
い

政せ
い

権け
ん

の
対た

い

中ち
ゅ
う

政せ
い

策さ
く

に
関か

か

わ
っ
て
い
た
が
、
そ
の
著ち

ょ

書し
ょ

『
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ａ
２
０
４
９　

秘ひ

密み
つ

裏り

に
遂す

い

行こ
う

さ
れ
る
「
世せ

界か
い

覇は

権け
ん

１
０
０
年ね

ん

戦せ
ん

略り
ゃ
く」』
で
は
、
自じ

分ぶ
ん

を
含ふ

く

め
て
ア
メ
リ
カ
が
い
か
に
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
騙だ

ま

さ
れ
て
き
た
か
、

を
赤せ

き

裸ら

ら々

に
語か

た

っ
た
。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
ソ
連れ

ん

と
の
冷れ

い

戦せ
ん

に
勝か

つ
た
め

に
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
肩か

た

入い

れ
し
て
き
た
が
、
実じ

つ

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

革か
く

命め
い

１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

に
あ
た
る
２
０
４
９
年ね

ん

ま
で
に
、
世せ

界か
い

の
経け

い

済ざ
い

・
軍ぐ

ん

事じ

・
政せ

い

治じ

の
リ
ー
ダ
ー
の
地ち

位い

を
ア
メ
リ
カ
か

ら
奪だ

っ

取し
ゅ

す
る
」
と
い
う
「
１
０
０
年ね

ん

マ
ラ
ソ
ン
」
な
る
計け

い

画か
く

を

持も

っ
て
、
ア
メ
リ
カ
や
西に

し

側が
わ

諸し
ょ

国こ
く

を
騙だ

ま

し
て
き
た
、
と
い
う
の

で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
ト
ラ
ン
プ
は
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

の
時と

き

か
ら
「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

か
ら

の
輸ゆ

入に
ゅ
う

品ひ
ん

に
４
５
％
の
関か

ん

税ぜ
い

を
か
け
ろ
！
」
と
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
て
い

た
。
そ
の
際さ

い

の
政せ

い

策さ
く

ア
ド
バ
イ
サ
ー
を
務つ

と

め
、
政せ

い

権け
ん

発ほ
っ

足そ
く

後ご

に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
国こ

っ

家か

通つ
う

商し
ょ
う

会か
い

議ぎ

の
委い

員い
ん

長ち
ょ
うに
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
た

ピ
ー
タ
ー
・
ナ
ヴ
ァ
ロ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大だ

い

学が
く

教き
ょ
う

授じ
ゅ

も
、
同ど

う

様よ
う

に
厳き

び

し
い
対た

い

中ち
ゅ
う

認に
ん

識し
き

を
著ち

ょ

書し
ょ

『
米べ

い

中ち
ゅ
うも
し
戦た

た
か
わ
ば
─
─
戦せ

ん

争そ
う

の
地ち

政せ
い

学が
く

』
で
明あ

き

ら
か
に
し
て
い
る
。［
Ｂ
］

　
こ
う
い
う
伏ふ

く

線せ
ん

が
い
よ
い
よ
政せ

い

策さ
く

と
し
て
具ぐ

現げ
ん

化か

さ
れ
、
そ

れ
を
世せ

界か
い

に
宣せ

ん

言げ
ん

し
た
の
が
今こ

ん

回か
い

の
ペ
ン
ス
演え

ん

説ぜ
つ

だ
と
考か

ん
が
え
て

よ
い
だ
ろ
う
。

　

ト
ラ
ン
プ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
昨さ

く

年ね
ん

か
ら
習

し
ゅ
う

近き
ん

平ぺ
い

国こ
っ

家か

主し
ゅ

席せ
き

と
何な

ん

度ど

か
会あ

っ
て
、
対た

い

米べ
い

黒く
ろ

字じ

削さ
く

減げ
ん

を
要よ

う

求き
ゅ
うし
て
き
た
。
２
０
１
７

年ね
ん

の
対た

い

米べ
い

貿ぼ
う

易え
き

黒く
ろ

字じ

は
４
千せ

ん

億お
く

ド
ル
近ち

か

く
ま
で
膨ふ

く

れ
あ
が
っ
て

お
り
、
直

ち
ょ
っ

近き
ん

で
は
こ
の
半は

ん

分ぶ
ん

強き
ょ
うの
２
千せ

ん

億お
く

ド
ル
の
削さ

く

減げ
ん

を
求も

と

め

て
い
る
。
こ
れ
が
実じ

つ

現げ
ん

す
れ
ば
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
経け

い

常じ
ょ
う

収し
ゅ
う

支し

黒く
ろ

字じ

は

２
千せ

ん

億お
く

ド
ル
弱じ

ゃ
くな
の
で
、
全ぜ

ん

体た
い

で
は
赤あ

か

字じ

と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

今い
ま

ま
で
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
軍ぐ

ん

事じ

支し

出し
ゅ
つが
急

き
ゅ
う

速そ
く

に
膨ふ

く

れ
あ
が
っ
て
き
た

ペ
ー
ス
は
、
経け

い

常じ
ょ
う

収し
ゅ
う

支し

黒く
ろ

字じ

の
伸の

び
に
見み

事ご
と

に
比ひ

例れ
い

し
て

い
る
。
２
０
１
７
年ね

ん

の
軍ぐ

ん

事じ

支し

出し
ゅ
つは
２
千せ

ん

２
百

ひ
ゃ
く

億お
く

ド
ル
規き

模ぼ

と
、
経け

い

常じ
ょ
う

収し
ゅ
う

支し

黒く
ろ

字じ

と
ほ
ぼ
同ど

う

規き

模ぼ

と
な
っ
て
い
る
。［
２
，　

３
０
６
］　
い
わ
ば
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
ア
メ
リ
カ
へ
の
貿ぼ

う

易え
き

黒く
ろ

字じ

で
ド

ル
を
稼か

せ

ぎ
、
そ
れ
に
比ひ

例れ
い

し
て
人じ

ん

民み
ん

元げ
ん

を
発は

っ

行こ
う

し
て
、
軍ぐ

ん

事じ

支し

出し
ゅ
つを
増ふ

や
し
て
き
た
。

　

軍ぐ
ん

拡か
く

だ
け
で
は
な
い
。
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ラ
投と

う

資し

銀ぎ
ん

行こ
う

（
Ａ
Ｉ

Ｉ
Ｂ
）
や
一い

っ

帯た
い

一い
ち

路ろ

構こ
う

想そ
う

は
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
貿ぼ

う

易え
き

黒く
ろ

字じ

で
貯た

め
込こ

ん
だ
ド
ル
を
見み

せ
金が

ね

に
し
て
、
途と

上じ
ょ
う

国こ
く

を
引ひ

き
込こ

ん
で
き
た
。

ペ
ン
ス
は
こ
れ
を
「
借

し
ゃ
っ

金き
ん

漬づ

け
外が

い

交こ
う

」
と
し
て
糾

き
ゅ
う

弾だ
ん

す
る
。

　
今こ

ん

日に
ち

、
あ
の
国く

に

は
何な

ん

千ぜ
ん

億お
く

ド
ル
も
の
イ
ン
フ
ラ
に
対た

い

す
る
借

し
ゃ
っ

款か
ん

を
ア
ジ
ア
か
ら
ア
フ
リ
カ
、
欧お

う

州し
ゅ
う、
そ
し
て
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

に
ま
で

提て
い

供き
ょ
うし
て
い
る
。
だ
が
、借

し
ゃ
っ

款か
ん

の
条

じ
ょ
う

件け
ん

は
良よ

く
て
も
不ふ

透と
う

明め
い

で
、

利り

益え
き

は
常つ

ね

に
圧あ

っ

倒と
う

的て
き

に
中

ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

に
流な

が

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

　
ス
リ
ラ
ン
カ
に
聞き

い
て
み
れ
ば
い
い
。
ス
リ
ラ
ン
カ
は
、
高こ

う

額が
く

の
借

し
ゃ
っ

金き
ん

を
し
て
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
国こ

く

営え
い

企き

業ぎ
ょ
うに
、
商

し
ょ
う

業ぎ
ょ
う

的て
き

価か

値ち

の
怪あ

や

し
い
港み

な
とを
建け

ん

設せ
つ

さ
せ
た
。
２
年ね

ん

後ご

、
ス
リ
ラ
ン
カ
が
支し

払は
ら

い
を

果は

た
せ
な
く
な
る
と
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

は
新あ

た
ら
し
い
港み

な
と
を
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
委い

譲じ
ょ
うす
る
よ
う
圧あ

つ

力り
ょ
くを
か
け
た
。
こ
の
港み

な
とは
近ち

か

い
う
ち
に
拡か

く

大だ
い

す

る
中

ち
ゅ
う

国ご
く

海か
い

軍ぐ
ん

の
前ぜ

ん

線せ
ん

基き

地ち

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。［
１
］

　

ト
ラ
ン
プ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの
要よ

う

求き
ゅ
うす
る
対た

い

米べ
い

貿ぼ
う

易え
き

黒く
ろ

字じ

削さ
く

減げ
ん

は
、

中ち
ゅ
う

国ご
く

の
軍ぐ

ん

拡か
く

や
「
借

し
ゃ
っ

金き
ん

漬づ

け
外が

い

交こ
う

」
に
使つ

か

わ
れ
て
き
た
ド
ル

の
流な

が

れ
を
止と

め
る
「
兵

ひ
ょ
う

糧ろ
う

攻ぜ

め
」
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
ド
ル
が
入は

い

ら
な
く
と
も
、
人じ

ん

民み
ん

元げ
ん

を
刷す

っ
て
使つ

か

う
こ
と
は

で
き
る
が
、
そ
れ
で
は
人じ

ん

民み
ん

元げ
ん

が
暴ぼ

う

落ら
く

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食

し
ょ
く

料り
ょ
うな
ど
ド
ル
建だ

て
で
輸ゆ

入に
ゅ
うし
て
い
る
商

し
ょ
う

品ひ
ん

す
べ
て
が
大お

お

幅は
ば

値ね

上あ

が
り
を
し
て
し
ま
う
。

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

内な
い

で
は
生せ

い

活か
つ

苦く

や
官か

ん

僚り
ょ
う

腐ふ

敗は
い

へ
の
怒い

か

り
か
ら
、
今い

ま

で

も
年ね

ん

間か
ん

２
０
万ま

ん

件け
ん

規き

模ぼ

の
暴ぼ

う

動ど
う

が
起お

き
て
い
る
と
言い

わ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
の
関か

ん

税ぜ
い

引ひ

き
上あ

げ
で
不ふ

況き
ょ
うに
な
り
、
国こ

く

内な
い

は
倒と

う

産さ
ん

や
失し

つ

業ぎ
ょ
うの
嵐あ

ら
しが
吹ふ

き
荒あ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
食

し
ょ
く

料り
ょ
うや

エ
ネ
ル
ギ
ー
価か

格か
く

の
高こ

う

騰と
う

ま
で
起お

き
た
ら
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

政せ
い

権け
ん

自じ

体た
い

が
崩ほ

う

壊か
い

し
か
ね
な
い
。

　

習
し
ゅ
う

近き
ん

平ぺ
い

は
逃に

げ
場ば

の
な
い
リ
ン
グ
・
コ
ー
ナ
ー
に
追お

い
詰つ

め

ら
れ
、
そ
こ
で
ト
ラ
ン
プ
は
「
棍こ

ん

棒ぼ
う

」
を
振ふ

り
上あ

げ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
ペ
ン
ス
演え

ん

説ぜ
つ

の
「
米べ

い

国こ
く

民み
ん

と
、
彼か

れ

ら
に
選え

ら

ば
れ
た
両

り
ょ
う

党と
う

の
連れ

ん

邦ぽ
う

議ぎ

員い
ん

が
決け

つ

断だ
ん

し
た
」
と
い
う
点て

ん

も
注

ち
ゅ
う

目も
く

に
値あ

た
い
す
る
。
今こ

ん

回か
い

の
攻こ

う

勢せ
い

は
、
ト
ラ
ン
プ
政せ

い

権け
ん

の
み
な
ら
ず
、
共

き
ょ
う

和わ

・
民み

ん

主し
ゅ

両
り
ょ
う

党と
う

を
含ふ

く

め
米べ

い

国こ
く

内な
い

で
広ひ

ろ

く
支し

持じ

さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
理り

由ゆ
う

の
一ひ

とつ
は
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
う

弾だ
ん

圧あ
つ

を
批ひ

判は
ん

し
て
い
る

点て
ん

だ
。
ペ
ン
ス
は
こ
う
指し

弾だ
ん

す
る
。

　
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うの
自じ

由ゆ
う

に
つ
い
て
言い

え
ば
新あ

ら

た
な
迫は

く

害が
い

の
波な

み

が
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の

キ
リ
ス
ト
教き

ょ
う
や
仏ぶ

っ

教き
ょ
う

徒と

、
イ
ス
ラ
ム
教

き
ょ
う

徒と

を
押お

し
つ
ぶ
し
て

い
る
。
今こ

年と
し

９
月が

つ

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

最さ
い

大だ
い

の
地ち

下か

教き
ょ
う

会か
い

の

一ひ
とつ
を
閉へ

い

鎖さ

し
た
。
当と

う

局き
ょ
くは
十

じ
ゅ
う

字じ

架か

を
壊こ

わ

し
た
り
、
聖せ

い

書し
ょ

を

焼し
ょ
う

却き
ゃ
くし
た
り
、
信し

ん

者じ
ゃ

を
投と

う

獄ご
く

し
た
り
し
て
い
る
。［
１
］

　

ア
メ
リ
カ
は
清せ

い

教き
ょ
う

徒と

が
信し

ん

仰こ
う

の
自じ

由ゆ
う

を
求も

と

め
て
建け

ん

国こ
く

し
た

国く
に

で
あ
る
、と
い
う
の
が
、
米べ

い

国こ
く

民み
ん

の
大た

い

義ぎ

で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
キ
リ
ス
ト
教

き
ょ
う

弾だ
ん

圧あ
つ

は
ア
メ
リ
カ
国こ

く

民み
ん

に
と
っ
て
看か

ん

過か

で
き
な

い
こ
と
だ
。
キ
リ
ス
ト
教き

ょ
う
だ
け
で
は
な
い
。

　
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
仏ぶ

っ

教き
ょ
うも
弾だ

ん

圧あ
つ

し
て
い
る
。
こ
の
１
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うの
間あ

い
だ、

１
５
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うの
チ
ベッ
ト
仏ぶ

っ

教き
ょ
う

僧そ
う

侶り
ょ

が
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
よ
る
宗

し
ゅ
う

教
き
ょ
う

と
文ぶ

ん

化か

へ
の
弾だ

ん

圧あ
つ

に
抗こ

う

議ぎ

し
て
焼

し
ょ
う

身し
ん

自じ

殺さ
つ

し
た
。
新し

ん

疆き
ょ
うウ
イ
グ

ル
自じ

治ち

区く

で
は
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

が
１
０
０
万ま

ん

人に
ん

ほ
ど
の
イ
ス
ラ
ム

教き
ょ
うウ
イ
グ
ル
人じ

ん

を
収

し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

に
入は

い

れ
、
昼

ち
ゅ
う

夜や

を
問と

わ
ず
洗せ

ん

脳の
う

し

て
い
る
。［
１
］

　

特と
く

に
、
ウ
イ
グ
ル
の
弾だ

ん

圧あ
つ

は
こ
れ
ま
で
の
米べ

い

政せ
い

権け
ん

が
見み

て
み

ぬ
ふ
り
を
し
て
き
た
。
そ
れ
を
公こ

う

の
場ば

で
、
こ
れ
だ
け
は
っ
き

り
と
批ひ

判は
ん

し
た
の
は
、
ペ
ン
ス
演え

ん

説ぜ
つ

が
初は

じ

め
て
だ
ろ
う
。

　

経け
い

済ざ
い

的て
き

メ
リ
ッ
ト
だ
け
を
追お

っ
て
今い

ま

ま
で
中

ち
ゅ
う

国ご
く

を
増ぞ

う

長ち
ょ
うさ
せ

て
き
た
米べ

い

国こ
く

内な
い

の
親し

ん

中ち
ゅ
う

派は

も
、
自じ

由ゆ
う

と
人じ

ん

権け
ん

と
い
う
ア
メ
リ

カ
の
大た

い

義ぎ

を
無む

視し

し
て
ま
で
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

を
支し

持じ

し
続つ

づ

け
る
事こ

と

は

出で

来き

な
い
。
こ
れ
に
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
軍ぐ

ん

拡か
く

と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
安あ

ん

全ぜ
ん

保ほ

障し
ょ
う

上じ
ょ
うの
脅

き
ょ
う

威い

ま
で
加く

わ

わ
っ
た
ら
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
攻こ

う

勢せ
い

に
習

し
ゅ
う

近き
ん

平ぺ
い

は
ど
う
対た

い

応お
う

し
て
い
る
の
か
？　

ト
ラ

ン
プ
政せ

い

権け
ん

が
発は

つ

動ど
う

し
た
昨さ

く

年ね
ん

７
月が

つ

、
８
月が

つ

の
合ご

う

計け
い

５
０
０
億お

く

ド
ル
分ぶ

ん

の
輸ゆ

入に
ゅ
うに
課か

し
た
関か

ん

税ぜ
い

に
対た

い

し
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
ち
ょ
う
ど

同お
な

じ
５
０
０
億お

く

ド
ル
分ぶ

ん

の
報ほ

う

復ふ
く

関か
ん

税ぜ
い

で
対た

い

抗こ
う

し
た
。
し
か
し
、

第だ
い

３
弾だ

ん

と
し
て
９
月が

つ

に
２
０
０
０
億お

く

ド
ル
の
輸ゆ

入に
ゅ
うに
対た

い

し
て

１
０
％
の
制せ

い

裁さ
い

関か
ん

税ぜ
い

を
課か

さ
れ
る
と
、
も
う
対た

い

抗こ
う

で
き
ず
、

６
０
０
億お

く

ド
ル
分ぶ

ん

に
５
～
１
０
％
の
関か

ん

税ぜ
い

を
追つ

い

加か

す
る
の
で

精せ
い

一い
っ

杯ぱ
い

だ
っ
た
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や
日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しで
も日

に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでい
ない兄

きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介し
てください。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

ソ
連れ

ん

を
打う

ち

倒た
お

し
た
冷れ

い

戦せ
ん

に
続つ

づ

き
、

　

中ち
ゅ
う

国ご
く

に
対た

い

す
る
第だ

い

２
次じ

冷れ
い

戦せ
ん

の
宣せ

ん

戦せ
ん

布ふ

告こ
く

が
な
さ
れ
た

（３） ２０１９年第５２５４号 	 ６月	 １日	（土曜日）

　

ア
メ
リ
カ
は
さ
ら
に
今こ

年と
し

１
月が

つ

か
ら
、
２
０
０
０
億お

く

ド
ル

対た
い

象し
ょ
うの
関か

ん

税ぜ
い

を
１
０
％
か
ら
２
５
％
に
引ひ

き
上あ

げ
る
と
脅お

ど

し

て
い
た
が
、
昨さ

く

年ね
ん

１
１
月が

つ

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
の
Ｇ
２
０
会か

い

合ご
う

時じ

に
行お

こ
な
わ
れ
た
米べ

い

中ち
ゅ
う

首し
ゅ

脳の
う

会か
い

談だ
ん

で
、
９
０
日に

ち

間か
ん

の
延え

ん

期き

と
し

た
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

側が
わ

は
ア
メ
リ
カ
か
ら
農の

う

産さ
ん

品ひ
ん

や
工こ

う

業ぎ
ょ
う

製せ
い

品ひ
ん

の
大た

い

量
り
ょ
う

輸ゆ

入に
ゅ
うを
約や

く

束そ
く

し
た
よ
う
だ
。１
４
２
項こ

う

目も
く

の
譲

じ
ょ
う

歩ほ

案あ
ん

も
出だ

し
て

「
べ
た
お
り
し
た
」
と
言い

わ
れ
て
い
る
。［
２
，　

２
５
３
］

　
こ
の
完か

ん

敗ぱ
い

の
一い

ち

因い
ん

と
し
て
、
習

し
ゅ
う

近き
ん

平ぺ
い

が
完か

ん

全ぜ
ん

な
独ど

く

裁さ
い

者し
ゃ

に

な
っ
た
事こ

と

が
弱よ

わ

み
と
な
っ
て
い
る
と
、
石せ

き

平へ
い

氏し

は
指し

摘て
き

す
る
。

　
あ
ま
り
に
も
習

し
ゅ
う

近き
ん

平ぺ
い

中ち
ゅ
う

心し
ん

の
独ど

く

裁さ
い

体た
い

制せ
い

が
で
き
あ
が
っ
た

た
め
に
、
周

し
ゅ
う

囲い

の
人ひ

と

は
み
ん
な
、
イ
エ
ス
マ
ン
に
な
っ
た
。
だ

か
ら
、
彼か

れ

に
正た

だ

し
い
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
伝つ

た

え
る
人ひ

と

は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

言い

っ
て
み
れ
ば
「
裸は

だ
かの
王お

う

様さ
ま

」
で
す
。［
３
，　
６
１
７
］

　

初し
ょ

期き

の
関か

ん

税ぜ
い

追つ
い

加か

に
対た

い

し
て
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

側が
わ

が
報ほ

う

復ふ
く

関か
ん

税ぜ
い

で
対た

い

抗こ
う

し
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
側が

わ

の
「
決け

つ

意い

」
が
見み

え
て
い
な
か
っ

た
か
ら
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
関か

ん

税ぜ
い

の
掛か

け
合あ

い
に
な
っ
た
ら
、

中ち
ゅ
う

国ご
く

に
は
勝か

ち
目め

が
な
い
こ
と
が
分わ

か
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う

だ
。
ア
メ
リ
カ
が
中

ち
ゅ
う

国ご
く

か
ら
輸ゆ

入に
ゅ
うす
る
安あ

ん

価か

な
衣い

料り
ょ
うや
日に

ち

用よ
う

品ひ
ん

な
ど
は
、
他た

の
途と

上じ
ょ
う

国こ
く

か
ら
い
く
ら
で
も
代だ

い

替た
い

が
効き

く
。

　

も
し
個こ

人じ
ん

独ど
く

裁さ
い

で
な
け
れ
ば
、
た
と
え
ば
李り

克こ
っ

強き
ょ
う

首し
ゅ

相
し
ょ
う

に
交こ

う

渉し
ょ
うさ
せ
て
、
ア
メ
リ
カ
に
対た

い

し
て
「
べ
た
お
り
」
し
て
も
、

「
李り

克こ
っ

強き
ょ
うの
失し

っ

敗ぱ
い

だ
」
と
責せ

き

任に
ん

転て
ん

嫁か

で
き
た
。
完か

ん

全ぜ
ん

な
独ど

く

裁さ
い

で
は
そ
れ
も
で
き
ず
に
、
す
べ
て
の
失し

っ

敗ぱ
い

の
責せ

き

任に
ん

は
習

し
ゅ
う

近き
ん

平ぺ
い

自じ

身し
ん

が
か
ぶ
ら
ざ
る
を
得え

な
い
。
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

内な
い

部ぶ

で
も
習

し
ゅ
う

近き
ん

平ぺ
い

の

失し
っ

政せ
い

に
対た

い

す
る
批ひ

判は
ん

の
声こ

え

が
出で

始は
じ

め
て
い
る
、
と
い
う
。

　

た
だ
し
、
ト
ラ
ン
プ
政せ

い

権け
ん

は
中

ち
ゅ
う

華か

人じ
ん

民み
ん

共き
ょ
う

和わ

国こ
く

を
潰つ

ぶ

す

と
か
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

独ど
く

裁さ
い

を
排は

い

除じ
ょ

す
る
、
と
い
う
所と

こ
ろ
ま
で
は

「
決け

つ

断だ
ん

」
し
て
い
な
い
よ
う
だ
。

　
「
外が

い

国こ
く

の
体た

い

制せ
い

を
変へ

ん

革か
く

す
る
な
ん
て
こ
と
は
や
る
べ
き
で
は

な
い
、
そ
こ
ま
で
で
き
る
も
の
で
も
な
い
、
と
い
う
の
が
ト
ラ

ン
プ
の
考か

ん
が
え
方か

た

で
す
」
と
は
、
国こ

く

際さ
い

政せ
い

治じ

学が
く

者し
ゃ

・
藤ふ

じ

井い

厳げ
ん

喜き

氏し

の
見み

立た

て
で
あ
る
。［
３
，　

１
１
４
４
］

　

現げ
ん

代だ
い

世せ

界か
い

に
は
独ど

く

裁さ
い

国こ
っ

家か

は
無む

数す
う

に
あ
る
が
、
親し

ん

米べ
い

で
国こ

く

際さ
い

ル
ー
ル
に
従

し
た
が
っ
て
い
る
「
お
行

ぎ
ょ
う

儀ぎ

の
良よ

い
」
国く

に

な
ら
、
米べ

い

国こ
く

も
付つ

き
合あ

っ
て
い
く
。
今こ

ん

回か
い

、
ト
ラ
ン
プ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うが
自み

ず
か
ら
で
は

な
く
、
ペ
ン
ス
副ふ

く

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うに
演え

ん

説ぜ
つ

を
さ
せ
た
の
も
、
こ
の
点て

ん

が

絡か
ら

ん
で
い
る
と
藤ふ

じ

井い

源げ
ん

喜き

氏し

は
推す

い

測そ
く

す
る
。

　
ト
ラ
ン
プ
は
政せ

い

治じ

家か

で
す
か
ら
、
習

し
ゅ
う

近き
ん

平ぺ
い

が
泣な

き
つ
い
て
く

れ
ば
、
自じ

分ぶ
ん

が
出で

て
い
っ
て
話は

な
し
を
つ
け
る
。
だ
か
ら
、
ト
ラ
ン

プ
本ほ

ん

人に
ん

が
（
弊へ

い

誌し

注ち
ゅ
う

：
演え

ん

説ぜ
つ

を
）
言い

わ
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
で
す
か
ね
。［
２
，　
１
１
７
１
］

　

し
か
し
、
習

し
ゅ
う

近き
ん

平ぺ
い

が
い
く
ら
泣な

き
つ
い
て
も
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

経け
い

済ざ
い

の
弱

じ
ゃ
く

体た
い

化か

は
救す

く

い
よ
う
が
な
い
。
突と

つ

然ぜ
ん

の
崩ほ

う

壊か
い

か
、
徐じ

ょ

々じ
ょ

の

衰す
い

退た
い

か
は
分わ

か
ら
な
い
が
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
最さ

い

後ご

の
存そ

ん

在ざ
い

意い

義ぎ

、
す
な
わ
ち
「
経け

い

済ざ
い

発は
っ

展て
ん

」
が
失う

し
な
わ
れ
て
い
く
。
激げ

き

化か

す

る
国こ

く

民み
ん

の
反は

ん

乱ら
ん

を
抑お

さ

え
る
た
め
に
、
習

し
ゅ
う

近き
ん

平ぺ
い

は
ま
す
ま
す
独ど

く

裁さ
い

を
強つ

よ

め
、
経け

い

済ざ
い

は
い
っ
そ
う
悪あ

っ

化か

し
て
い
く
。

　

挙あ

げ
句く

の
果は

て
に
は
、
局

き
ょ
く

面め
ん

打だ

開か
い

の
た
め
に
南み

な
みシ
ナ
海か

い

で
戦せ

ん

争そ
う

に
打う

っ
て
出で

る
可か

能の
う

性せ
い

ま
で
藤ふ

じ

井い

氏し

は
予よ

想そ
う

す
る
。「
大だ

い

躍や
く

進し
ん

」
の
失し

っ

政せ
い

で
追お

い
詰つ

め
ら
れ
た
毛も

う

沢た
く

東と
う

が
「
文ぶ

ん

化か

大だ
い

革か
く

命め
い

」

と
い
う
内な

い

戦せ
ん

を
始は

じ

め
た
よ
う
に
。

藤ふ
じ

井い　
ペ
ン
ス
演え

ん

説ぜ
つ

が
分ぶ

ん

水す
い

嶺れ
い

に
な
っ
て
、
次つ

ぎ

の
時じ

代だ
い

に
突と

つ

入に
ゅ
うし
た
と
言い

っ
て
も
過か

言ご
ん

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
歴れ

き

史し

的て
き

な

動う
ご

き
を
正せ

い

確か
く

に
掴つ

か

ん
で
、
日に

本ほ
ん

の
政せ

い

界か
い

・
財ざ

い

界か
い

が
動う

ご

か
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。
日に

本ほ
ん

に
と
っ
て
は
、
す
ご
い
チ
ャ
ン
ス
が
来き

て

い
る
。

石せ
き

平へ
い　
で
も
、
自じ

民み
ん

党と
う

や
財ざ

い

界か
い

の
親し

ん

中ち
ゅ
う

派は

が
行い

く
手て

を
阻は

ば

む

恐お
そ

れ
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。［
３
，　
１
４
１
０
］

　

石せ
き

平へ
い

氏し

は
さ
ら
に
言い

う
、「
一い

ち

番ば
ん

困こ
ま

っ
た
と
き
に
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は

日に

本ほ
ん

の
こ
と
を
思お

も

い
出だ

す
ん
で
す
。
た
だ
し
『
ネ
ギ
を
し
ょ
っ

た
カ
モ
』
と
し
て
！
」［
３
，　

１
８
７
０
］。

　
こ
の
懸け

念ね
ん

は
現げ

ん

実じ
つ

と
な
っ
て
い
る
。
２
０
１
８
年ね

ん

１
０
月が

つ

の

日に
っ

中ち
ゅ
う

首し
ゅ

脳の
う

会か
い

談だ
ん

で
は
、
３
兆

ち
ょ
う

円え
ん

規き

模ぼ

の
日に

っ

中ち
ゅ
うス
ワ
ッ
プ
協

き
ょ
う

定て
い

が
合ご

う

意い

さ
れ
た
。
こ
れ
は
た
と
え
ば
人じ

ん

民み
ん

元げ
ん

が
危き

機き

に
陥

お
ち
い
っ
た

場ば

合あ
い

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
日に

本ほ
ん

か
ら
円え

ん

を
借か

り
て
、
ド
ル
に
交こ

う

換か
ん

す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
政せ

い

権け
ん

の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

締し

め
上あ

げ
と
逆

ぎ
ゃ
っ

行こ
う

す
る
も
の
で
、
ど

う
し
て
こ
ん
な
動う

ご

き
が
出で

て
き
た
の
か
、
い
ろ
い
ろ
憶お

く

測そ
く

が
流な

が

れ
て
い
る
。
一ひ

と
つ
の
仮か

説せ
つ

は
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

が
秋

し
ゅ
う

波は

を
送お

く

り
、
政せ

い

財ざ
い

界か
い

の
親し

ん

中ち
ゅ
う

派は

が
そ
れ
に
応こ

た

え
よ
う
と
す
る
中な

か

で
、
な
ん
と
か
安あ

倍べ

首し
ゅ

相し
ょ
うが
３
兆

ち
ょ
う

円え
ん

で
踏ふ

み
と
ど
め
た
、
と
い
う
も
の
だ
。

　

も
っ
と
露ろ

骨こ
つ

に
親し

ん

中ち
ゅ
う

派は

の
意い

図と

を
現あ

ら
わし
て
い
る
の
が
、
安あ

倍べ

首し
ゅ

相し
ょ
うに
同ど

う

行こ
う

し
た
経け

い

団だ
ん

連れ
ん

・
中な

か

西に
し

会か
い

長ち
ょ
うを
筆ひ

っ

頭と
う

と
す
る
訪ほ

う

中
ち
ゅ
う

団だ
ん

だ
。
楊よ

う

海か
い

英え
い

氏し

は
訪ほ

う

問も
ん

の
様よ

う

子す

を
『
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
』

１
．
第だ

い

２
次じ

冷れ
い

戦せ
ん

の
宣せ

ん

戦せ
ん

布ふ

告こ
く

b
0
7
n
w
2
trtk

/ja
-

panontheg0
1
-2
2
/

（
４
）
楊よ

う

海か
い

英え
い

「
安あ

倍べ

訪ほ
う

中ち
ゅ
うに
経け

い

団だ
ん

連れ
ん

の
利り

権け
ん

あ
り

…
「
一い

っ

帯た
い

一い
ち

路ろ

」
裏う

ら

切ぎ

り
の

末ま
つ

路ろ

」、『
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
Ｗ
Ｅ

Ｅ
Ｋ
』
Ｈ
３
０
１
０
２
５　

https://w
w
w
.new

s-
w
eekjapan

.jp/you
-

k
a
ie
i/2
0
1
8
/1
0
/

post-2
7
_1
.php

ラ
ソ
ン
」
の
野や

望ぼ
う　
「
過か

去こ

１
０
０
年ね

ん

に
及お

よ

ぶ
屈く

つ

辱じ
ょ
くに
復ふ

く

讐し
ゅ
うす

べ
く
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

革か
く

命め
い

１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

に
あ
た
る
２
０
４
９

年ね
ん

ま
で
に
、
世せ

界か
い

の
経け

い

済ざ
い

・
軍ぐ

ん

事じ

・
政せ

い

治じ

の
リ
ー
ダ
ー
の
地ち

位い

を
ア
メ
リ
カ
か
ら
奪だ

っ

取し
ゅ

す
る
」　h

ttp
://b
lo
g
.jo
g
-

net.jp/2
0
1
6
0
2
/article_2

.htm
l

Ｂ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
９
９
５
）　

ト
ラ
ン
プ
政せ

い

権け
ん

の
「
経け

い

済ざ
い

力り
ょ
くに

よ
る
平へ

い

和わ

」
戦せ

ん

略り
ゃ
く　　

米べ
い

国こ
く

は
シ
ナ
の
経け

い

済ざ
い

発は
っ

展て
ん

を
助た

す

け
る

こ
と
で
、
世せ

界か
い

に
牙き

ば

を
剥む

く
虎と

ら

を
育そ

だ

て
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
虎と

ら

か
ら
、
ど
う
世せ

界か
い

を
守ま

も

る
の
か
。

h
ttp://blog.jog-n

et.jp/2
0
1
7
0
3
/article_5

.
htm
l

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
）「
ペ
ン
ス
副ふ

く

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うが
中

ち
ゅ
う

国ご
く

を
痛つ

う

烈れ
つ

批ひ

判は
ん

」『
正せ

い

論ろ
ん

』
Ｈ

３
０

（
２
）
宮み

や

崎ざ
き

正ま
さ

弘ひ
ろ

、
田た

村む
ら

秀ひ
で

男お

『
中

ち
ゅ
う

国ご
く

発は
つ

の
金き

ん

融ゆ
う

恐き
ょ
う

慌こ
う

に
備そ

な

え
よ
！
』
★
★
、
徳と

く

間ま

書し
ょ

店て
ん

、
Ｈ
３
１　

h
ttp
://w

w
w
.

am
azo
n
.co
.jp
/o
/asin

/4
1
9
8
6
4
7
5
0
x/ja-

panontheg0
1
-2
2
/

（
３
）
藤ふ

じ

井い

厳げ
ん

喜き

、
石せ

き

平へ
い

『
米べ

い

中ち
ゅ
う「
冷れ

い

戦せ
ん

」
か
ら
「
熱ね

っ

戦せ
ん

」

へ　

ト
ラ
ン
プ
は
習

し
ゅ
う

近き
ん

平ぺ
い

を
追お

い
詰つ

め
る
』
★
★
★
、
ワ
ッ
ク
、

Ｈ
３
０　

http://w
w
w
.am
azon.co.jp/o/asin/

３
．
ト
ラ
ン
プ
の
「
棍こ

ん

棒ぼ
う

」

５
．「
裸は

だ
か

の
王お

う

様さ
ま

」
に

　
　

な
っ
て
し
ま
っ
た
習し

ゅ
う

近き
ん

平ぺ
い

２
．
中ち

ゅ
う

国ご
く

に
騙だ

ま

さ
れ

　
　

続つ
づ

け
て
き
た
ア
メ
リ
カ

４
．
ア
メ
リ
カ
の
大た

い

義ぎ

か
ら
の

　
　

中ち
ゅ
う

国ご
く

糾き
ゅ
う

弾だ
ん

６
．
習し

ゅ
う

近き
ん

平ぺ
い

の
陥お

ち
いっ
た
蟻あ

り

地じ

獄ご
く

７
．
日に

本ほ
ん

が

　
　
「
ネ
ギ
を
し
ょっ
た
カ
モ
」に

　
　

な
ら
な
い
た
め
に

で
「
安あ

倍べ

訪ほ
う

中ち
ゅ
うに
経け

い

団だ
ん

連れ
ん

の
利り

権け
ん

あ
り
」
と
題だ

い

し

て
次つ

ぎ

の
よ
う
に
評ひ

ょ
うし
た
。

　

会か
い

談だ
ん

の
冒ぼ

う

頭と
う

、
深ふ

か

々ぶ
か

と
頭あ

た
ま
を
下さ

げ
る
日に

本ほ
ん

の
財ざ

い

界か
い

人じ
ん

と
無む

表ひ
ょ
う

情じ
ょ
うの
李り

首し
ゅ

相し
ょ
うと
の
会か

い

見け
ん

の
様よ

う

子す

は
皇こ

う

帝て
い

に
謁え

っ

見け
ん

す
る
前ぜ

ん

近き
ん

代だ
い

的て
き

な
「
朝

ち
ょ
う

貢こ
う

使し

節せ
つ

」
の
よ

う
だ
っ
た
。
…

　
経け

い

団だ
ん

連れ
ん

と
日に

っ

中ち
ゅ
う

経け
い

済ざ
い

協き
ょ
う

会か
い

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

が
推す

い

進し
ん

す
る

「
一い

っ

帯た
い

一い
ち

路ろ

」
巨き

ょ

大だ
い

経け
い

済ざ
い

圏け
ん

構こ
う

想そ
う

に
乗の

っ
て
、
ユ
ー

ラ
シ
ア
か
ら
ア
フ
リ
カ
ま
で
世せ

界か
い

を
席せ

っ

巻け
ん

し
よ
う
と

の
空く

う

論ろ
ん

を
信し

ん

じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。［
４
］

　

ア
メ
リ
カ
や
欧お

う

州し
ゅ
う

諸し
ょ

国こ
く

が
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
正

し
ょ
う

体た
い

を
見み

破や
ぶ

り
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

諸し
ょ

国こ
く

も
一い

っ

帯た
い

一い
ち

路ろ

の
「
借

し
ゃ
っ

金き
ん

漬づ

け
外が

い

交こ
う

」
の
犠ぎ

牲せ
い

に
な
り
つ
つ
あ
る
。

そ
う
い
う
世せ

界か
い

情じ
ょ
う

勢せ
い

を
良よ

く
掴つ

か

ん
で
、
我わ

が
国く

に

の

政せ
い

財ざ
い

界か
い

が
「
裸は

だ
かの
王お

う

様さ
ま

に
頭あ

た
ま
を
下さ

げ
る
裸は

だ
かの
家け

来ら
い

」

と
な
ら
な
い
よ
う
、
国こ

く

民み
ん

と
し
て
声こ

え

を
上あ

げ
て
い
く

べ
き
時と

き

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
９
３
７
）　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

「
１
０
０
年ね

ん

マ
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（５） ２０１９年第５２５４号 	 ６月	 １日	（土曜日）

Chanceleres do Japão e da 
Rússia se reúnem em Tóquio Estas notícias são produzidas pela 

NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Rússia (31/05/2019)

Os chanceleres japonês 
e russo encerraram, na 
sexta-feira, negociações 
sobre um tratado de paz e 
cooperação econômica en-
volvendo quatro ilhas em 
posse da Rússia e reivindi-
cadas pelo Japão.
Taro Kono e Sergey La-

vrov se reuniram em Tó-
quio como autoridades en-
carregadas de negociações 
do tratado de paz, que ti-
veram início em janeiro. A 
quarta reunião foi a primei-
ra a ser realizada no Japão.
Kono iniciou a reunião, di-
zendo que espera conver-

sar de maneira franca sobre 
as questões, como tratado 
de paz e cooperação eco-
nômica envolvendo quatro 
ilhas, em antecipação à cú-
pula entre o Japão e a Rús-
sia programada para junho.
Lavrov afirmou que o en-
contro de chanceleres e 

ministros da Defesa dos 
dois países, realizado no 
dia anterior, ajudou a cons-
truir laços de confiança no 
que se refere à segurança 
nacional, além de encon-
trar uma base em comum 
sobre questões globais e 
regionais.

Sistema de seguro de saúde pública 
do Japão passará a cobrir novo tipo 
de tratamento de câncer

Sistema de seguro de saúde pública  (29/05/2019)

Um painel do Ministério 
da Saúde, Trabalho e Bem
-Estar Social do Japão de-
cidiu que testes genéticos 
para tratamento de câncer 
serão cobertos pelo siste-
ma de seguro de saúde pú-
blica do país.
A decisão do Conselho 
Médico Central de Seguro 
de Saúde Social foi tomada 
na quarta-feira. A cobertu-
ra, que encoraja um novo 
tipo de tratamento em es-

cala total no país, passará a 
valer em 1º de junho.
O tratamento genômico de 
câncer é um método de me-
dicina personalizada cada 
vez mais em voga. No tra-
tamento, os remédios para 
o paciente mais promis-
sores contra a doença são 
determinados com base em 
um teste abrangente dos 
genes da pessoa.
O governo se preparou para 
a introdução do tratamento 

População de Kawasaki em luto por 
vítimas de ataque a faca

Província de Miyagi oferece 
guia turístico para viajantes 
muçulmanos

Kawasaki (29/05/2019)

Miyagi (29/05/2019)

A população de Kawa-
saki, cidade nas proximi-
dades de Tóquio, está de 
luto pelas vítimas de um 
ataque a faca que deixou 
mortos e feridos. As pesso-
as deixaram flores e outras 
homenagens no local.
Na terça-feira de manhã, 
um homem que vivia na 
cidade esfaqueou 17 crian-
ças do ensino fundamen-
tal e dois adultos. Hanako 
Kuribayashi, de onze anos 
de idade, e Satoshi Oyama, 
um funcionário do Minis-
tério dos Negócios Es-
trangeiros do Japão, foram 
mortos. Dentre as outras 

A Prevendo mais visitan-
tes até as Olimpíadas e Pa-
ralimpíadas de Tóquio em 
2020, a província de Miya-
gi, no nordeste japonês, 
imprimiu mil cópias de 
um guia turístico que lista 
restaurantes para viajantes 
muçulmanos.
Autoridades da província 
afirmam que, nos últimos 
cinco anos, o número de 

17 vítimas, algumas sofre-
ram ferimentos graves.
Um homem de 39 anos de 
Kawasaki acompanhado 
de seu filho de 12 anos de 
idade disse que está com 
medo que algo assim ocor-
ra novamente. Ele afirmou 
que adultos precisam se 
esforçar mais para proteger 
crianças pequenas.
Uma professora na faixa 
dos 30 anos de idade disse 
que via as crianças espe-
rando pelo ônibus todos os 
dias. Ela afirmou que ficou 
devastada quando soube 
do ataque.

turistas da Indonésia e de 
outras nações muçulma-
nas em locais turísticos em 
Miyagi quase dobrou.
O guia de 30 páginas lista 
29 restaurantes que servem 
comida halal, preparada 
de acordo com os requeri-
mentos alimentares islâmi-
cos.
O guia turístico também 
indica hotéis com locais de 
oração para muçulmanos.

por meio da indicação de 
mais de 160 hospitais em 
todo o país para que o mes-
mo seja oferecido.
Pacientes que sofrem de 
recorrência de câncer, ou 
cujos tratamentos padrão 
não surtem mais efeito, são 
elegíveis à cobertura do se-
guro.
Espera-se que o tratamen-
to possa ser retomado por 
tais pacientes por meio da 
ampliação na escolha de 

remédios, mesmo aqueles 
que ainda estejam em fase 
de desenvolvimento ou 
não tenham sido aprovados 
no Japão.
O governo designou o tra-
tamento genômico como 
um dos pilares das medi-
das de combate ao cân-
cer. Ele espera melhorar a 
qualidade deste tratamento 
através da coleta de dados 
dos pacientes.

Reforma legal é aprovada para 
permitir transmissões simultâneas da 
NHK pela internet

NHK  (29/05/2019)

O Parlamento japonês 
aprovou uma reforma le-
gal que vai permitir que a 
emissora pública do país, a 
NHK, inicie a transmissão 
simultânea de seus progra-
mas de TV também na in-
ternet.
A reforma da Lei de Radio-
difusão passou pela Câma-
ra Alta na quarta-feira com 
apoio da coalizão gover-
nista e diversos partidos da 

oposição.
A lei revisada reflete a cada 
vez mais tênue linha entre 
radiodifusão e serviços on-
line.
A NHK vai elaborar um có-
digo de práticas sobre uso 
de internet que vai exigir a 
aprovação do ministro das 
Comunicações. O ministro 
vai analisar se o código é 
apropriado diante dos obje-
tivos do sistema de taxas da 

emissora pública.
A reforma da lei requer que 
a NHK apresente e publi-
que um plano de imple-
mentação dos serviços de 
internet todo ano.
Outra modificação na lei 
exige que a emissora ado-
te medidas para melhorar 
as práticas de compliance 
de todas as organizações 
do grupo NHK, incluindo 
sua transparência, além de 

pedir que mais poder seja 
dado à sua comissão de au-
ditoria.
A NHK informou por meio 
de uma declaração que vai 
iniciar os preparativos para 
transmissões simultâneas 
na internet, tendo em men-
te as opiniões expressadas 
durante as deliberações no 
Parlamento, bem como re-
soluções suplementares à 
lei.

Trump publica no Twitter vídeo 
de sua viagem ao Japão

Trump (29/05/2019)

O  presidente dos EUA, 
Donald Trump, publicou 
no Twitter na quarta-feira 
um vídeo de sua viagem de 
quatro dias ao Japão, e deu 
a entender que sua visita foi 
bem sucedida.

De volta à Casa Branca na 
terça-feira, Trump publicou 
um vídeo de 46 segundos 
com a legenda “Obrigado 
Japão!”.
Ele mostra Trump se encon-
trando com o Imperador e a 

Imperatriz, pessoas aglome-
radas ao longo de ruas para 
ver a carreata presidencial, e 
outros destaques da viagem.
A imprensa americana men-
cionou a existência de dife-
renças entre Japão e EUA 

com relação à Coreia do 
Norte, já que Trump teria 
dito que não se incomoda 
com lançamentos de mísseis 
balísticos de curto alcan-
ce por Pyongyang. Outras 
reportagens ressaltam que 
Trump trabalhou para con-
cluir rapidamente um acor-
do comercial com o Japão 
durante sua viagem.

Taxa de desemprego no Japão tem 
primeiro declínio em dois meses

Taxa de desemprego (31/05/2019)

O Ministério do Interior 
e Telecomunicações do Ja-
pão informou nesta sexta-
feira que a taxa de desem-

prego do país apresentou 
em abril a sua primeira 
queda em dois meses. O 
índice correspondente ao 

mês foi de 2,4%, com de-
clínio de 0,1 ponto percen-
tual em relação a março.
Já o Ministério da Saú-

de, Trabalho e Bem-Estar 
Social anunciou que a re-
lação de ofertas de traba-
lho no Japão permaneceu 
inalterada pelo sexto mês 
seguido, em 1,63, ou seja, 
houve 163 vagas para cada 
cem pessoas em busca de 
emprego.

Ativos do Banco do Japão atingem valor 
recorde pelo sétimo ano consecutivo

Aeroporto de Narita irá adotar novo 
sistema de reconhecimento facial

Ativos do Banco do Japão (30/05/2019)

Aeroporto de Narita (31/05/2019)

A tivos do Banco do Japão 
atingiram um valor recorde 
no ano fiscal de 2018 pelo 
sétimo ano consecutivo. O 
banco central japonês tem 
comprado grandes quanti-
dades de ativos como parte 

Autoridades do aeroporto 
de Narita anunciaram um 
plano de introduzir, por 
volta de abril de 2020, um 
novo sistema de reconheci-
mento facial para acelerar 
o processo de check in de 
passageiros até o embar-

de sua política monetária.
Representantes da institui-
ção dizem que o total de 
ativos no final de março 
era de 557 trilhões de ienes, 
ou cerca de 5,1 trilhões de 
dólares. Isso representa um 

que. O sistema a ser adota-
do está sendo desenvolvido 
pela empresa japonesa de 
eletrônicos, NEC.
Segundo o novo sistema, 
quando um passageiro faz 
check in, um equipamento 
irá associar a imagem de 

aumento de 5,4 por cento 
em relação ao ano anterior.
O banco central possuía 
cerca de 4,3 trilhões de dó-
lares em títulos do governo 
japonês, um aumento de 
4,8 por cento. O ritmo de 
aquisição de títulos tem di-
minuído recentemente.
Os ativos em fundos de ín-

seu rosto à foto que consta 
no passaporte e aos dados 
do cartão de embarque do 
passageiro.
Após o procedimento, o 
passageiro não precisará 
mostrar seu passaporte no-
vamente para despachar 
a bagagem ou passar pela 
inspeção de segurança. 
O novo sistema irá ace-

dices (ETF) aumentaram 
30,9 por cento. Esses fun-
dos são formados por ações 
e outros ativos e negociados 
em bolsas de valores. O au-
mento mostra que o Banco 
do Japão está sustentando 
os preços das ações no país.

lerar significativamente o 
processo de embarque no 
avião.
A operadora do aeroporto 
planeja adotar o novo sis-
tema, inicialmente, para 
alguns voos da All Nippon 
Airways e Japan Airlines, 
e ampliar posteriormente o 
uso para outros voos.
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ん

役や
く

、
桑く

わ

田た

マ
ル
シ
オ
指し

導ど
う

員い
ん

、
尺

し
ゃ
く

八は
ち

奏そ
う

者し
ゃ

の
ハ
ー
デ
ス
・
グ
ラ
ウ

コ
さ
ん
が
編へ

ん

集し
ゅ
う

部ぶ

を
訪お

と
ず

れ

た
。

　

道ど
う

南な
ん

口く

説ど
き

節ぶ
し

は
、
ニ
シ
ン

漁り
ょ
うが
活か

っ

況き
ょ
うだ
っ
た
江え

戸ど

～
明め

い

治じ

時じ

代だ
い

の
函は

こ

館だ
て

に
渡わ

た

っ
た
瞽ご

女ぜ

（
盲も

う

人じ
ん

芸げ
い

能の
う

者し
ゃ

）
が
歌う

た

っ

た
民み

ん

謡よ
う

。「
私

わ
た
し

ゃ
こ
の
地ち

の
荒あ

ら

浜は
ま

育そ
だ

ち　

声こ
え

が
悪わ

る

い
の
は

親お
や

譲ゆ
ず

り
だ
よ　

節ふ
し

の
悪わ

る

い
の

は
師し

匠し
ょ
う

無な

い
故ゆ

え

に　

一ひ
と

つ
歌う

た

い
ま
し
ょ
う
は
ば
か
り
な
が

ら
」
と
始は

じ

ま
る
。
荒あ

ら

浜は
ま

は
新に

い

潟が
た

の
地ち

名め
い

で
、
荒あ

ら

浜は
ま

出し
ゅ
っ

身し
ん

の

瞽ご

女ぜ

が
函は

こ

館だ
て

で
主あ

る
じ

と
別わ

か

れ
、

松ま
つ

前ま
え

城じ
ょ
う

下か

ま
で
流な

が

れ
行い

く
様さ

ま

を
歌う

た

い
上あ

げ
る
内な

い

容よ
う

と
な
っ

て
い
る
。

　

歌う
た

の
聴き

き
ど
こ
ろ
に
つ
い

て
海か

い

藤と
う

相そ
う

談だ
ん

役や
く

は
「
口く

説ど
き

節ぶ
し

は
、
自じ

分ぶ
ん

の
人じ

ん

生せ
い

を
歌う

た

い
聞き

か
せ
る
も
の
。
昔む

か
し

の
瞽ご

女ぜ

さ

ん
は
歌う

た

で
聴

ち
ょ
う

衆し
ゅ
うを
口く

説ど

い
て

生せ
い

計け
い

を
立た

て
て
い
た
。
聞き

く

来ら
い

社し
ゃ

し
た
佐さ

藤と
う

さ
ん
と
須す

郷ご
う

会か
い

長ち
ょ
う

　
「
車く

る
ま

い
す
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
世せ

界か
い

選せ
ん

手し
ゅ

権け
ん

」
が
５
月が

つ

２
１
～

２
５
日に

ち

、
聖せ

い

市し

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
、

オ
ー
リ
ャ
子し

は
団だ

ん

体た
い

戦せ
ん

を
観か

ん

戦せ
ん

し
た
。
日に

本ほ
ん

か
ら
は
男だ

ん

子し

が
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

し
た
が
３
戦せ

ん

３
敗ぱ

い

。

出し
ゅ
つ

場じ
ょ
うし
た
藤ふ

じ

田た

道み
ち

宣の
ぶ

選せ
ん

手し
ゅ

は

「
日に

本ほ
ん

は
団だ

ん

体た
い

戦せ
ん

で
個こ

人じ
ん

戦せ
ん

を
し
て
い
る
。
チ
ー
ム
と
し
て

の
雰ふ

ん

囲い

気き

が
作つ

く

れ
て
い
な
い
」

と
の
課か

題だ
い

を
挙あ

げ
た
。

　

団だ
ん

体た
い

戦せ
ん

は
、
い
く
ら
個こ

こ々

の
メ
ン
バ
ー
が
強つ

よ

く
て
も
、

チ
ー
ム
と
し
て
勝か

て
る
と
は

限か
ぎ

ら
な
い
そ
う
。
実じ

っ

際さ
い

、
英え

い

国こ
く

男だ
ん

子し

は
Ｗ
杯は

い

優ゆ
う

勝し
ょ
う

者し
ゃ

２
人に

ん

か
ら
な
る
チ
ー
ム
だ
が
、
約や

く

２
年ね

ん

間か
ん

メ
ダ
ル
を
獲か

く

得と
く

で
き

て
い
な
い
と
か
。
一い

っ

方ぽ
う

で
韓か

ん

国こ
く

男だ
ん

子し

は
個こ

の
力ち

か
ら

は
高た

か

く
な
い

が
、
団だ

ん

体た
い

戦せ
ん

で
は
活か

つ

躍や
く

す
る
。

見み

る
と
仲な

か

間ま

の
得と

く

点て
ん

に
大お

お

き

な
声こ

え

を
上あ

げ
鼓こ

舞ぶ

し
て
い
た
。

　

日に

本ほ
ん

の
ス
ポ
ー
ツ
界か

い

で
団だ

ん

体た
い

戦せ
ん

と
い
え
ば
、
陸り

く

上じ
ょ
う

競き
ょ
う

技ぎ

の
リ
レ
ー
が
印い

ん

象し
ょ
う

的て
き

だ
。
個こ

人じ
ん

で
は
決け

っ

勝し
ょ
う

進し
ん

出し
ゅ
つも
難む

ず
か

し
い

が
、
リ
レ
ー
で
は
メ
ダ
ル
を

獲か
く

得と
く

し
て
い
る
。

　

日に

本ほ
ん

は
団だ

ん

体た
い

戦せ
ん

が
得と

く

意い

な

国く
に

だ
と
思お

も

う
。
来ら

い

年ね
ん

の
東と

う

京
き
ょ
う

五ご

輪り
ん

で
は
、
ぜ
ひ
コ
ロ
ニ
ア
も

日に

本ほ
ん

と
一い

っ

体た
い

に
な
っ
て
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
見み

せ
、
応お

う

援え
ん

の
フ
ァ

イ
ン
プ
レ
ー
を
展て

ん

開か
い

し
た
い

と
こ
ろ
だ
。　
　
　
　
（
大
）

来ら
い

伯は
く

す
る
予よ

定て
い

だ
。
海か

い

藤と
う

相そ
う

談だ
ん

役や
く

は
「
日に

本ほ
ん

一い
ち

の
江え

差さ
し

追お

分い
わ
けの
歌う

た

い
手て

に
来き

て
も
ら
え

る
よ
う
準

じ
ゅ
ん

備び

し
て
い
る
の
で

楽た
の

し
み
に
し
て
い
て
」
と
自じ

信し
ん

を
覗の

ぞ

か
せ
る
。
伯は

く

人じ
ん

へ
の

普ふ

及き
ゅ
う

策さ
く

に
関か

ん

し
て
も
準

じ
ゅ
ん

備び

を

進す
す

め
て
い
る
様よ

う

で
、
今こ

ん

後ご

の

動う
ご

き
に
注

ち
ゅ
う

目も
く

だ
。

県け
ん

庁ち
ょ
う

か
ら
も
協き

ょ
う

力り
ょ
く

の
申も

う

し
出で

恩お
ん

返が
え

し
の
好こ

う

機き

と
申も

う

し
込こ

み
続ぞ

く

々ぞ
く

人ひ
と

の
心こ

こ
ろ

に
響ひ

び

く
歌う

た

に
な
っ
て

い
る
か
が
大だ

い

事じ

」
と
解か

い

説せ
つ

。

ま
た
「
三し

ゃ

味み

線せ
ん

の
調

ち
ょ
う

子し

は
、

歌う
た

の
成な

り
立た

ち
に
反は

ん

し
て
軽け

い

快か
い

で
明あ

か

る
い
。
３
拍

び
ょ
う

子し

で
も

４
拍

び
ょ
う

子し

で
も
な
い
独ど

く

特と
く

な
リ

ズ
ム
は
北ほ

く

東と
う

伯は
く

音お
ん

楽が
く

に
も
似に

て
い
る
の
で
注

ち
ゅ
う

目も
く

し
て
欲ほ

し

い
」
と
語か

た

っ
た
。

　

江え

差さ
し

追お

分い
わ
けも
ニ
シ
ン
漁り

ょ
う

が

盛さ
か

ん
だ
っ
た
当と

う

時じ

の
江え

差さ
し

町
ち
ょ
う

で
生う

ま
れ
た
歌う

た

。
日に

本ほ
ん

中じ
ゅ
うか

ら
出で

稼か
せ

ぎ
に
来き

た
漁

り
ょ
う

師し

達た
ち

が

遠と
お

く
離は

な

れ
た
郷

き
ょ
う

土ど

へ
の
思お

も

い

を
込こ

め
て
歌う

た

い
始は

じ

め
た
。

　

歌か

詞し

は
「
カ
モ
メ
の
な
く

海か
い

藤と
う

さ
ん
に
聴き

き
ど
こ
ろ
聞き

く

道ど
う

南な
ん

口く

説ど
き

節ぶ
し

・
江え

差さ
し

追お
い

分わ
け

大た
い

会か
い

９
日か

倫り
ん

理り

の
教お

し

え
の
効こ

う

用よ
う

、
１
日た

ち

倫り
ん

理り

の
会か

い

、
佐さ

藤と
う

福ふ
く

男お

さ
ん
講こ

う

演え
ん

美お

味い

し
い
手て

巻ま

き
食た

べ
放ほ

う

題だ
い

憩い
こ
い

の
園そ

の

「
手て

巻ま

き
祭ま

つ

り
」
２
日か

音お
と

に 

ふ
と
目め

を
覚さ

ま
し 

あ

れ
が
蝦え

夷ぞ

地ち

の
山や

ま

か
い
な
」

と
短み

じ
か

い
。
こ
の
短み

じ
か

い
歌か

詞し

を

情じ
ょ
う

感か
ん

を
込こ

め
、
尺

し
ゃ
く

八は
ち

の
伴ば

ん

奏そ
う

と
と
も
に
２
分ぷ

ん

５
０
秒び

ょ
う

か
け

て
歌う

た

い
あ
げ
る
。

　

聴き

き
ど
こ
ろ
に
つ
い
て

海か
い

藤と
う

相そ
う

談だ
ん

役や
く

は
「〝
息い

き

遣づ
か

い
〟

に
注

ち
ゅ
う

目も
く

す
る
と
面お

も

白し
ろ

い
」
と

解か
い

説せ
つ

。「『
か
も
め
の
』
の
一ひ

と

節ふ
し

は
、
３
０
秒び

ょ
う

か
け
て
一ひ

と

息い
き

で
歌う

た

う
。
そ
の
一ひ

と

息い
き

の
〝
息い

き

遣づ
か

い
〟
で
、
か
も
め
の
鳴な

き

声ご
え

や
大お

お

き
な
波な

み

、
小ち

い

さ
な
波な

み

の
寄よ

せ
る
音お

と

を
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

す
る
。

江え

差さ
し

追お

分い
わ
け

は
歌か

詞し

が
短み

じ
か

い

分ぶ
ん

、〝
息い

き

遣づ
か

い
〟
の
一ひ

と

つ
一ひ

と

つ
で
感か

ん

情じ
ょ
うや
情

じ
ょ
う

景け
い

を
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

し

　

救
き
ゅ
う

済さ
い

会か
い

（
佐さ

藤と
う

直す
な
お

会か
い

長ち
ょ
う
）

と
日に

っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

医い

師し

グ
ル

ー
プ
「
テ
マ
キ
・
ダ
・
ア
ミ

ザ
ー
デ
」
が
主し

ゅ

催さ
い

す
る
「
第だ

い

７
回か

い

手て

巻ま

き
祭ま

つ

り
」
が
今こ

ん

月げ
つ

２
日か

、
聖せ

い

市し

リ
ベ
ル
ダ
ー
デ

区く

の
ニ
ッ
ケ
イ
パ
ラ
セ
ホ
テ

ル
（R

ua G
alvão B

ue-
no, 4

2
5

, Liberdade

）

で
行お

こ
な

わ
れ
る
。

　

日に
っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

医い

師し

グ
ル

ー
プ
が
、
救

き
ゅ
う

済さ
い

会か
い

の
経け

い

営え
い

す

る
「
憩い

こ
い

の
園そ

の

」
を
支し

援え
ん

す
る

た
め
に
企き

画か
く

し
て
始は

じ

ま
っ
た

同ど
う

祭ま
つ

り
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
科か

の

ル
ー
シ
ア
・
ヨ
シ
ダ
医い

師し

を

中ち
ゅ
う

心し
ん

に
準

じ
ゅ
ん

備び

を
進す

す

め
て
お

り
、
来ら

い

客き
ゃ
くは
約や

く

６
０
０
人に

ん

を

見み

込こ

ん
で
い
る
。

　

前ま
え

売う

り
券け

ん

７
０
レ
ア
ル
、

当と
う

日じ
つ

券け
ん

８
０
レ
ア
ル
で
手て

巻ま

き
食た

べ
放ほ

う

題だ
い

（
デ
ザ
ー
ト
付つ

県
けん

人
じん

会
かい

が母
ぼ

県
けん

紹
しょう

介
かい

に一
ひと

肌
はだ

脱
ぬ

ぐＪＨ

（７） ２０１９年第５２５４号 	 ６月	 １日	（土曜日）

兵
ひょう

庫
ご

県
けん

ブラジル事
じ

務
む

所
しょ

の永
なが

田
た

展
のぶ

之
ゆき

所
しょ

長
ちょう

による講
こう

演
えん

の様
よう

子
す

海
かい

藤
とう

、松
まつ

浦
うら

、ハーデス、桑
くわ

田
た

さん（左
ひだり

から）

　

今こ
ん

月げ
つ

１
７
日に

ち

に
ジ
ャ
パ
ン
・

ハ
ウ
ス
で
講こ

う

演え
ん

会か
い

を
行お

こ

な
っ
た

兵ひ
ょ
う

庫ご

県け
ん

人じ
ん

会か
い

。
同ど

う

会か
い

と
共

き
ょ
う

催さ
い

し
た
兵

ひ
ょ
う

庫ご

県け
ん

ブ
ラ
ジ
ル
事じ

務む

所し
ょ

の
永な

が

田た

展の
ぶ

之ゆ
き

所し
ょ

長ち
ょ
うは
「
ブ

て
い
く
の
で
注

ち
ゅ
う

目も
く

を
」
と
話は

な

し
た
。
江え

差さ
し

追お

分い
わ
けは
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

の
無む

形け
い

民み
ん

俗ぞ
く

文ぶ
ん

化か

財ざ
い

に
指し

定て
い

さ
れ
て
い
る
。

　

来ら
い

社し
ゃ

し
た
一い

っ

行こ
う

は
「
普ふ

段だ
ん

馴な

染じ

み
の
な
い
方か

た

も
是ぜ

非ひ

来き

て
頂い

た
だ

け
れ
ば
」
と
呼よ

び
か
け

た
。
問と

い

合あ
わ

せ
は
、
海か

い

藤と
う

相そ
う

談だ
ん

手
て

巻
ま

き祭
まつ

りのポスター

の
よ
う
に
、
県け

ん

費ぴ

研け
ん

修し
ゅ
う

生せ
い

が

同ど
う

県け
ん

で
学ま

な

ん
だ
事こ

と

を
発は

っ

表ぴ
ょ
うす

る
内な

い

容よ
う

も
あ
る
。

　

山や
ま

田だ

会か
い

長ち
ょ
うは
「
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り

で
忙い

そ
が
し
い
県け

ん

や
、
母ぼ

県け
ん

と
疎そ

遠え
ん

で
開か

い

催さ
い

で
き
な
い
県け

ん

人じ
ん

会か
い

も
あ
る
。
難む

ず
かし
い
が
、
な
る
べ

く
多お

お

く
の
県け

ん

人じ
ん

会か
い

に
参さ

ん

加か

し

て
も
ら
え
れ
ば
」
と
語か

た
っ
て
い

る
。

　

な
お
、
６
月が

つ

開か
い

催さ
い

予よ

定て
い

の

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
次つ

ぎ

の
通と

お

り
。
青あ

お

森も
り

県け
ん

＝
１
日た

ち

午ご

後ご

４
時じ

、
滋し

賀が

県け
ん

＝
２
日か

午ご

後ご

２
時じ

、
富と

山や
ま

県け
ん

＝
８
日か

午ご

後ご

３
時じ

、
和わ

歌か

山や
ま

県け
ん

・
三み

重え

県け
ん

＝
１
４
日か

午ご

後ご

７
時じ

、
鹿か

児ご

島し
ま

県け
ん

＝
２
１

日に
ち

、
石い

し

川か
わ

県け
ん

＝
２
５
日に

ち

午ご

後ご

４
時じ

、
山や

ま

口ぐ
ち

県け
ん

＝
２
６
日に

ち

長ち
ょ
う）
が
開か

い

催さ
い

す
る
モ
ー
ニ
ン

グ
セ
ミ
ナ
ー
で
、
講こ

う

師し

を
務つ

と

め
る
一い

っ

般ぱ
ん

社し
ゃ

団だ
ん

法ほ
う

人じ
ん

倫り
ん

理り

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

法ほ
う

人じ
ん

局き
ょ
く

法ほ
う

人じ
ん

ス
ー
パ

ー
バ
イ
ザ
ー
の
佐さ

藤と
う

福ふ
く

男お

さ
ん

（
６
５
、
大お

お

阪さ
か

府ふ

）
が
須す

郷ご
う

会か
い

長ち
ょ
うと
共と

も

に
本ほ

ん

紙し

に
来ら

い

社し
ゃ

し

た
。

　

佐さ

藤と
う

さ
ん
は
、
全ぜ

ん

国こ
く

で
ン
パ
ウ
ロ
の
法ほ

う

人じ
ん

会か
い

が
出で

来き

て
２
年ね

ん

目め

、
更さ

ら

に
カ
ン
ピ
ー

ナ
ス
市し

に
今こ

年と
し

の
１
０
月が

つ

に

法ほ
う

人じ
ん

会か
い

を
開か

い

設せ
つ

予よ

定て
い

な
の
で
、

更さ
ら

に
普ふ

及き
ゅ
うで
き
れ
ば
と
佐さ

藤と
う

さ
ん
に
来き

て
い
た
だ
い
た
」
と

語か
た
っ
て
い
る
。

　

佐さ

藤と
う

さ
ん
は
、
モ
ー
ニ
ン

グ
セ
ミ
ナ
ー
に
行い

っ
た
こ
と
で

妻つ
ま

と
の
確か

く

執し
つ

が
解と

け
た
経け

い

験け
ん

を
も
と
に
、
夫ふ

う

婦ふ

仲な
か

の
改か

い

善ぜ
ん

に
よ
っ
て
家か

庭て
い

と
仕し

事ご
と

が
充

じ
ゅ
う

実じ
つ

す
る
と
い
う
講こ

う

演え
ん

を
行お

こ
な
う
。

　

ま
た
、
同ど

う

氏し

は
倫り

ん

理り

の
学ま

な

び
を
得え

た
こ
と
で
会か

い

社し
ゃ

の
売う

り

上あ
げ

が
２
年ね

ん

で
３
倍ば

い

に
上あ

が
り
、

更さ
ら

に
３
年ね

ん

後ご

に
は
４
階か

い

建だ

て

の
自じ

社し
ゃ

ビ
ル
を
手て

に
入い

れ
た
。

「
倫り

ん

理り

の
考か

ん
が
え
方か

た

を
実じ

っ

践せ
ん

し
た

ら
、
自し

然ぜ
ん

と
物も

の

事ご
と

が
上う

手ま

く

い
く
よ
う
に
な
っ
た
」
と
笑え

顔が
お

を
見み

せ
る
。

　

佐さ

藤と
う

さ
ん
は
初は

じ

め
て
ブ
ラ

ジ
ル
で
講こ

う

演え
ん

会か
い

を
行お

こ
な
う
こ
と

に
つ
い
て
「
各か

っ

国こ
く

で
倫り

ん

理り

の
や

り
方か

た

、
見み

方か
た

は
異こ

と

な
る
が
、

基き

本ほ
ん

は
変か

わ
ら
な
い
。
自じ

分ぶ
ん

の
経け

い

験け
ん

が
皆み

な

の
学ま

な

び
に
な
れ

ば
」
と
語か

た
っ
て
い
る
。

６
万ま

ん

７
千せ

ん

社し
ゃ

が
入

に
ゅ
う

会か
い

し
て

い
る
日に

本ほ
ん

の

倫り
ん

理り

法ほ
う

人じ
ん

会か
い

で
、
６
３
人に

ん

し
か
い
な
い

ス
ー
パ
ー
バ

イ
ザ
ー
の
一ひ

と

人り

と
し
て
倫り

ん

理り

の
学ま

な

び
を

普ふ

及き
ゅ
うし
て
い

る
。

　

須す

郷ご
う

会か
い

長ち
ょ
うに
よ
れ
ば
、

今こ
ん

回か
い

は
「
サ

き
）
を
楽た

の

し
む
こ
と

が
で
き

る
。
毎ま

い

年と
し

恒こ
う

例れ
い

で
人に

ん

気き

の
エ
ジ

ソ
ン
・
サ

イ
ト
・
バ

ン
ド
の
演え

ん

奏そ
う

も
行お

こ

な

わ
れ
る
。

　

前ま
え

売う

り

券け
ん

の
購こ

う

役や
く

（
１
２ 

・
８
１ 

２

５
・ 

０
０
１ 

８
）ま
で
。

入に
ゅ
うや
問と

い
合あ

わ
せ
は
、
聖せ

い

市し

文ぶ
ん

協き
ょ
う４
階か

い

の
憩い

こ
い

の
園そ

の

事じ

務む

所し
ょ

（
１
１
・ 

３
２
０
８
・７
２
４ 

８
）
ま
で
。
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さ
ら
に
こ
の
本ほ

ん

部ぶ

建け
ん

設せ
つ

時じ

の
思お

も

い
出で

に
も
触ふ

れ
、「
こ
こ
に

は
一い

っ

軒け
ん

の
古ふ

る

び
た
家い

え

が
建た

っ
て

い
て
、
小し

ょ
う
だ田
信の

ぶ

彦ひ
こ

教き
ょ
う

師し

が
住す

ん
で
い
た
。
雨あ

ま

漏も

り
が
す
る
よ

う
な
建た

て

物も
の

で
、
建た

て
替か

え
る

と
き
、
左さ

官か
ん

屋や

を
手て

伝つ
だ

う
た

め
に
私わ

た
し

も
レ
ン
ガ
を
運は

こ

び
ま

し
た
。
こ
こ
に
御ご

神し
ん

体た
い

と
明め

い

主し
ゅ

様さ
ま

の
御ご

尊そ
ん

影え
い

が
ご
奉ほ

う

斎さ
い

さ
れ

る
儀ぎ

式し
き

の
と
き
、
ど
れ
だ
け

感か
ん

激げ
き

し
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

ま
る
で
昨き

の
う日
の
こ
と
の
よ
う
に

思お
も

い
出だ

し
ま
す
」
と
語か

た

る
と
、

地ち

建け
ん

設せ
つ

に
も
力ち

か
ら
を
合あ

わ
せ
て

協き
ょ
う

力り
ょ
くし
て
き
ま
し
た
。
母は

は

は

乳に
ゅ
うガ
ン
に
も
な
り
ま
し
た
が
、

聖せ
い

地ち

に
通か

よ
って
浄

じ
ょ
う

霊れ
い

を
受う

け
る

こ
と
で
治な

お

り
ま
し
た
。
救

き
ゅ
う

世せ
い

チ
ー
バ
か
ら
駆か

け
付つ

け
た
マ
リ

ア・ク
リ
ス
チ
ナ・バ
ル
ボ
ー
ザ・

ミ
レ
オ
さ
ん
（
６
９
）
は
式し

き

典て
ん

に
参さ

ん

列れ
つ

し
て
玉た

ま

串ぐ
し

奉ほ
う

奠て
ん

し
た

感か
ん

想そ
う

を
、
そ
う
述の

べ
た
。

　

１
９
６
２
年ね

ん

に
世せ

界か
い

救き
ゅ
う

世せ
い

教き
ょ
うに
出で

会あ

っ
た
。
入

に
ゅ
う

信し
ん

し
た
動ど

う

機き

を
尋た

ず

ね
る
と「
母は

は

が
病

び
ょ
う

気き

で
、

歩あ
る

け
な
い
状

じ
ょ
う

態た
い

だ
っ
た
。
で
も

浄じ
ょ
う

霊れ
い

を
受う

け
た
ら
ど
ん
ど
ん

良よ

く
な
り
、
歩あ

る

け
る
よ
う
に
な

り
、
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
そ

れ
で
６
４
年ね

ん

に
正せ

い

式し
き

に
入

に
ゅ
う

信し
ん

し
、
以い

来ら
い

５
５
年ね

ん

間か
ん

続つ
づ

け
て
い

ま
す
。
母は

は

、
父ち

ち

、
家か

族ぞ
く

も
み
な

入に
ゅ
う

信し
ん

し
、
ク
リ
チ
ー
バ
教

き
ょ
う

会か
い

の
建け

ん

設せ
つ

や
グ
ァ
ラ
ピ
ラ
ン
ガ
聖せ

い

し
た
先せ

ん

人じ
ん

が
た
く
さ
ん
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
こ
の
会か

い

館か
ん

は
先せ

ん

駆く

者し
ゃ

で
あ
る
先せ

ん

輩ぱ
い

信し
ん

徒と

の
皆み

な

さ
ん
の
真ま

心ご
こ
ろと
努ど

力り
ょ
くの
結け

っ

晶し
ょ
う

で
す
」
と
会か

い

場じ
ょ
うに
集あ

つ

ま
っ
た
功こ

う

労ろ
う

者し
ゃ

に
感か

ん

謝し
ゃ

し
た
。

　
「
さ
て
明め

い

主し
ゅ

様さ
ま

は
何な

に

を
次つ

ぎ

に

計け
い

画か
く

さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
来ら

い

年ね
ん

は
何な

ん

の
年と

し

か
分わ

か
り

ま
す
か
？
」と
問と

い
か
け
た
。「
そ

う
で
す
。
グ
ァ
ラ
ピ
ラ
ン
ガ
聖せ

い

地ち

建け
ん

設せ
つ

２
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

で
す
ね
。
ま

る
で
昨き

の
う日
の
こ
と
の
よ
う
で
す
。

先せ
ん

駆く

者し
ゃ

の
皆み

な

さ
ん
の
あ
と
に
続つ

づ

「
こ
こ
か
ら
教き

ょ
う

団だ
ん

の
威い

光こ
う

広ひ
ろ

ま
る
」

ネ
ッ
ト
生な

ま

中ち
ゅ
う

継け
い

で
全ぜ

ん

伯ぱ
く

信し
ん

徒と

に

以い

上じ
ょ
う、
全ぜ

ん

人じ
ん

類る
い

を
救す

く

う
と
し

た
ら
驚お

ど
ろ

く
べ
き
大お

お

仕じ

掛か
け

で
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
規き

模ぼ

が
大お

お

き
い
程ほ

ど

救す
く

わ
れ
る
人ひ

と

も
多た

数す
う

に
上の

ぼ

る
か
ら
で
あ
る
。

以い

上じ
ょ
うの

如ご
と

き
本ほ

ん

教き
ょ
うの

大だ
い

計け
い

画か
く

を
知し

っ
た
な
ら
、
何な

ん

人び
と

と
雖い

え
ども

本ほ
ん

教き
ょ
うを
見み

直な
お

さ
な
い
訳わ

け

に
は

ゆ
か
な
い
で
あ
ろ
う
》
な
ど
と

教き
ょ
うの
お
か
げ
で
今い

ま

の
私わ

た
した
ち
が

あ
り
ま
す
。
本ほ

ん

当と
う

に
感か

ん

謝し
ゃ

し
て

い
ま
す
」
と
手て

を
合あ

わ
せ
た
。

東ひ
が
しに
４
５
０
キ
ロ
の
リ
オ
・

デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
か
ら
駆か

け
付つ

け
た
カ
エ
タ
ナ
・
ゴ
メ
ス
・
フェ

レ
イ
ラ
さ
ん
（
８
４
）
は
、「
私

わ
た
し

は
死し

ぬ
寸す

ん

前ぜ
ん

だ
っ
た
と
こ
ろ
が

救す
く

わ
れ
ま
し
た
」
と
１
９
６
９

年ね
ん

に
世せ

界か
い

救き
ゅ
う

世せ
い

教き
ょ
うに
出で

会あ

い
、

大お
お

き
な
拍は

く

手し
ゅ

が
湧わ

い
た
。

　

続つ
づ

い
て
、
レ
ゼ
ン
デ
本ほ

ん

部ぶ

長ち
ょ
うが
挨あ

い

拶さ
つ

し
、「
イ
ズ
ノ
メ
Ｔ

Ｖ
を
通と

お

し
て
式し

き

典て
ん

に
参さ

ん

加か

し

て
い
る
皆み

な

さ
ん
、
会か

い

場じ
ょ
うの
皆み

な

さ

ん
、
ダ
ル
シ
教

き
ょ
う

師し

の
話は

な
しを
聞き

き

な
が
ら
タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル
を
く

ぐ
っ
て
、
５
０
年ね

ん

前ま
え

の
若わ

か

い
こ

ろ
に
戻も

ど

っ
た
よ
う
な
感か

ん

じ
が
し

ま
し
た
ね
」
と
ハ
ツ
ラ
ツ
と
呼よ

び
か
け
、「
こ
の
会か

い

館か
ん

建け
ん

設せ
つ

の

た
め
に
、
長

ち
ょ
う

期き

休き
ゅ
う

暇か

を
と
っ
て

サ
ト
ウ
キ
ビ
や
綿わ

た

の
収

し
ゅ
う

穫か
く

労ろ
う

働ど
う

を
し
、
そ
の
労ろ

う

賃ち
ん

を
寄き

付ふ

み
教お

し

え
が
拝は

い

読ど
く

さ
れ
た
。

　

レ
ゼ
ン
デ
本ほ

ん

部ぶ

長ち
ょ
うが
会か

い

場じ
ょ
う

に
向む

け
て
じ
っ
く
り
と
浄

じ
ょ
う

霊れ
い

を

し
た
。
そ
し
て
祭さ

い

員い
ん

が
退た

い

座ざ

し
た
会か

い

場じ
ょ
うは
暗あ

ん

転て
ん

し
、
こ
の

５
０
年ね

ん

間か
ん

を
振ふ

り
返か

え

る
映え

い

像ぞ
う

が
上

じ
ょ
う

映え
い

さ
れ
た
。

　

体た
い

験け
ん

報ほ
う

告こ
く

で
は
、
リ
オ
・

ク
ラ
ー
ロ
教

き
ょ
う

会か
い

の
ダ
ル
シ
・
ロ

バ
ト・デ・ソ
ウ
ザ
さ
ん（
８
３
）

が
壇だ

ん

上じ
ょ
うで
５
６
年ね

ん

間か
ん

の
信し

ん

仰こ
う

生せ
い

活か
つ

に
つ
い
て
、「
義ぎ

姉し

の
シ

レ
ー
ネ
が
妊に

ん

娠し
ん

で
き
ず
に
、
い

ろ
い
ろ
な
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うの
扉と

び
らを
叩た

た

い
た

が
ダ
メ
で
、
最さ

い

終し
ゅ
う

的て
き

に
世せ

界か
い

救き
ゅ
う

世せ
い

教き
ょ
うに
た
ど
り
着つ

い
た
。
そ

こ
で
は
数す

う

カ
月げ

つ

、
浄

じ
ょ
う

霊れ
い

を
受う

け
た
だ
け
で
懐か

い

妊に
ん

。
生う

ま
れ

た
子こ

供ど
も

が
、
い
ま
グ
ァ
ラ
ピ
ラ

ン
ガ
聖せ

い

地ち

で
教

き
ょ
う

師し

を
す
る
エ
ド

ア
ル
ド
・
ギ
リ
ャ
ル
メ
で
す
」

と
生い

き
生い

き
と
語か

た

っ
た
。

特
とく

 集
しゅう

き
、
次つ

ぎ

の
５
０
年ね

ん

間か
ん

を
一い

っ

緒し
ょ

に

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
締し

め

く
く
る
と
喝か

っ

采さ
い

が
湧わ

い
た
。

　

式し
き

典て
ん

の
様よ

う

子す

は
舞ぶ

台た
い

の

袖そ
で

に
設せ

っ

置ち

さ
れ
た
イ
ズ
ノ
メ

Ｔ
Ｖ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放ほ

う

送そ
う

局き
ょ
く（https://izunom

etv.
m
essianica.org.br/

）

を
通と

お

し
て
、
生な

ま

放ほ
う

送そ
う

で

６
０
万ま

ん

人に
ん

の
信し

ん

徒と

な
ら
び
に

約や
く

１
８
０
万ま

ん

の
世せ

界か
い

救き
ゅ
う

世せ
い

教き
ょ
う

を
支し

持じ

す
る
人ひ

と

々び
と

に
も
発は

っ

信し
ん

し
て
い
た
。

本ほ
ん

部ぶ

竣し
ゅ
ん

工こ
う　

周し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

盛せ
い

大だ
い

に

に
」
と
奏そ

う

上じ
ょ
うし
た
。

　
そ
し
て
全ぜ

ん

国こ
く

か
ら
集あ

つ

ま
っ
た

３
５
人に

ん

が
順

じ
ゅ
ん

々じ
ゅ
んに
玉た

ま

串ぐ
し

奉ほ
う

奠て
ん

を
し
た
。
天あ

ま

津つ

祝の
り

詞と

が
全ぜ

ん

員い
ん

で
唱

し
ょ
う

和わ

さ
れ
た
。

　

そ
の
あ
と
明め

い

主し
ゅ

様さ
ま

の
ご
賛さ

ん

歌か

が
謳う

た

わ
れ
、「
幸こ

う

福ふ
く

者し
ゃ

を

作つ
く

る
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
う」
と
い
う
文ぶ

ん

か
ら
、

《
一い

っ

切さ
い

万ば
ん

事じ

世せ

界か
い

的て
き

と
な
っ
た

宗し
ゅ
う

教き
ょ
う

法ほ
う

人じ
ん

世せ

界か
い

救き
ゅ
う

世せ
い

教き
ょ
うい
づ
の
め
教

き
ょ
う

団だ
ん

理り

事じ

長ち
ょ
う　
小こ

林ば
や
し

昌ま
さ

義よ
し

　

世せ

界か
い

救き
ゅ
う

世せ
い

教き
ょ
うブ
ラ
ジ
ル
宣せ

ん

教き
ょ
う

本ほ
ん

部ぶ

（
宮み

や

道み
ち

マ
ル
コ
・
レ
ゼ
ン
デ
本ほ

ん

部ぶ

長ち
ょ
う）
は
１
８
、１
９
両

り
ょ
う

日じ
つ

に
、「
宣せ

ん

教き
ょ
う

本ほ
ん

部ぶ

竣し
ゅ
ん

工こ
う

５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

」
を
聖せ

い

市し

ビ
ラ
・
マ
リ
ア
ー
ナ
区く

の
同ど

う

教き
ょ
う

会か
い

本ほ
ん

部ぶ

（R
u
a M
orgado de M

ath
eu
s, 

7
7

）
で
開か

い

催さ
い

し
た
。
す
べ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
語ご

で
行お

こ
なわ
れ
、両

り
ょ
う

日じ
つ

合あ

わ
せ
て
２
１
３
２
人に

ん

の
代だ

い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

が
全ぜ

ん

伯は
く

か
ら
集あ

つ

ま
り
、

さ
ら
に
選え

ら

ば
れ
た
功こ

う

労ろ
う

者し
ゃ

５
３
人に

ん

が
神し

ん

聖せ
い

な
る
榊さ

か
きを
手て

に
玉た

ま

串ぐ
し

奉ほ
う

奠て
ん

す
る
栄え

い

誉よ

に
浴よ

く

し
た
。
会か

い

場じ
ょ
うに
は
人じ

ん

種し
ゅ

の
垣か

き

根ね

を

超こ

え
て
半は

ん

世せ
い

紀き

の
節ふ

し

目め

を
喜よ

ろ
こ
ぶ
声こ

え

が
あ
ふ
れ
て
い
た
。

地ち

建け
ん

設せ
つ

ち
か
ら

合あ

わ
せ
て

チ
ー
バ
か
ら
駆か

付つ

50
レゼンデ本

ほん

部
ぶ

長
ちょう

じっくりと浄
じょう

霊
れい

をするレゼンデ本
ほん

部
ぶ

長
ちょう

７
０
年ね

ん

に
入

に
ゅ
う

信し
ん

し
た
と
き
の
こ

と
を
話は

な

し
始は

じ

め
た
。

　

１
９
７
０
年ね

ん

３
月が

つ

、
強つ

よ

い

腹ふ
く

痛つ
う

を
覚お

ぼ

え
た
。
だ
い
ぶ
前ま

え

か
ら
膀ぼ

う

胱こ
う

付ふ

近き
ん

に
違い

和わ

感か
ん

を

度た
び

々た
び

受う

け
、
出

し
ゅ
っ

血け
つ

す
る
こ
と
も

あ
っ
た
と
い
う
。
連れ

ん

絡ら
く

を
う
け

た
渡わ

た

辺な
べ

哲て
つ

男お

先せ
ん

生せ
い

は
彼か

の

女じ
ょ

の

家い
え

に
駆か

け
つ
け
、
同ど

う

時じ

に
海か

い

軍ぐ
ん

医い

師し

の
ジ
ョ
ア
ン
・
マッ
ト
ス
・

バ
チ
ス
タ
医い

師し

も
急

き
ゅ
う

行こ
う

し
た
。

　

医い

師し

は
死し

ん
だ
よ
う
に
横よ

こ

た
わ
る
カ
エ
タ
ナ
さ
ん
を
見み

て

「
救

き
ゅ
う

急き
ゅ
う

車し
ゃ

を
呼よ

ん
で
す
ぐ
に

病び
ょ
う

院い
ん

に
連つ

れ
て
行い

っ
て
手し

ゅ

術
じ
ゅ
つ

し
な
い
と
、
彼か

の

女じ
ょ

は
死し

ぬ
」
と

警け
い

告こ
く

し
た
が
、
渡わ

た

辺な
べ

先せ
ん

生せ
い

は

「
１
５
分ぷ

ん

だ
け
浄

じ
ょ
う

霊れ
い

を
さ
せ
て

く
れ
。
ダ
メ
な
ら
運は

こ

ぼ
う
」
と

言い

っ
た
。
カ
エ
タ
ナ
さ
ん
の
夫

お
っ
と

も
そ
れ
に
納な

っ

得と
く

し
て
始は

じ

め
る

と
、
カ
エ
タ
ナ
さ
ん
は
急き

ゅ
うに
声こ

え

を
上あ

げ
て
動う

ご

か
な
く
な
り
、
息い

き

が
止と

ま
っ
た
よ
う
に
見み

え
た
。

　

死し

ん
だ
と
思お

も

っ
た
医い

師し

は

「
だ
か
ら
言い

っ
た
の
に
…
」
と

言い

っ
た
が
、
渡わ

た

辺な
べ

先せ
ん

生せ
い

は
浄

じ
ょ
う

霊れ
い

を
続つ

づ

け
た
。
も
う
５
分ふ

ん

続つ
づ

け
る
と
、
突と

つ

然ぜ
ん

カ
エ
タ
ナ
さ

ん
は
動う

ご

き
始は

じ

め
、
息い

き

を
吹ふ

き

返か
え

し
た
。

　

周ま
わ

り
は
「
生い

き
返か

え
っ
た
」
と

驚お
ど
ろい
た
。
医い

師し

は
「
６
０
年ね

ん

生い

き
て
い
る
が
、
こ
ん
な
奇き

跡せ
き

は

見み

た
こ
と
な
い
」
と
絶ぜ

っ

句く

し
た
。

　

カ
エ
タ
ナ
さ
ん
は
そ
の
時と

き

の

こ
と
を
振ふ

り
返か

え

り
、「
渡わ

た

辺な
べ

先せ
ん

生せ
い

は
勇ゆ

う

気き

の
人ひ

と

。
彼か

れ

の
お
か
げ

で
私わ

た
し
は
い
ま
こ
こ
に
い
る
。
で

も
渡わ

た

辺な
べ

先せ
ん

生せ
い

は
私わ

た
し
た
ち
を
こ

こ
に
残の

こ

し
て
、
先さ

き

に
旅た

び

立だ

た
れ

て
し
ま
っ
た
」
と
惜お

し
ん
だ
。

　
さ
ら
に
遠え

ん

方ぽ
う

、
２
９
０
０
キ

ロ
も
北ほ

く

東と
う

の
ナ
タ
ル
市し

か
ら
駆か

け
付つ

け
た
ジャ
ネ
・
セ
カ
デ
ス
・

貞さ
だ

夫お

さ
ん
は
語か

た

る
。

布ふ

教き
ょ
うの
道み

ち

は
簡か

ん

単た
ん

で
は
な
く

「
先せ

ん

生せ
い

た
ち
は
ポ
ル
ト
ガ
ル

語ご

が
で
き
な
く
て
、
最さ

い

初し
ょ

は
日に

本ほ
ん

語ご

で
頑が

ん

張ば

って
広ひ

ろ

め
て
い
た
。

で
も
布ふ

教き
ょ
うし
た
人ひ

と

が
警け

い

察さ
つ

か

ら
信し

ん

者じ
ゃ

に
な
っ
た
ら
捕つ

か

ま
え

る
と
言い

わ
れ
、
辞や

め
て
し
ま
っ

た
こ
と
も
あ
っ
た
」
と
笑わ

ら

う
。

貞さ
だ

夫お

さ
ん
は
、
小し

ょ
う
だ田
信の

ぶ

彦ひ
こ

先せ
ん

生せ
い

が
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

に
残の

こ

っ

て
く
れ
た
お
陰か

げ

で
、
布ふ

教き
ょ
うが

進す
す

ん
だ
と
い
う
。
そ
の
後ご

も

粛し
ゅ
く

々し
ゅ
くと
奉ほ

う

仕し

活か
つ

動ど
う

を
続つ

づ

け
、

６
９
年ね

ん

の
宣せ

ん

教き
ょ
う

本ほ
ん

部ぶ

竣し
ゅ
ん

工こ
う

も
見み

届と
ど

け
、
さ
ら
に
本ほ

ん

部ぶ

で

教き
ょ
う

師し

に
な
っ
た
。
そ
こ
で
知し

り

合あ

っ
た
渡わ

た

辺な
べ

哲て
つ

男お

先せ
ん

生せ
い

に
は
「
妹

い
も
う
とが

リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
に
い
た
時と

き

に
お
世せ

話わ

に
な
っ

た
」
と
語か

た

り
、
鮮せ

ん

明め
い

に
覚お

ぼ

え
て
い
る
。

布ふ

教き
ょ
う

初し
ょ

期き

か
ら
同ど

う

教き
ょ
う

団だ
ん

の

歴れ
き

史し

を
見み

つ
め
て

き
た
貞さ

だ

夫お

さ
ん

は
、「
一い

ち

番ば
ん

始は
じ

め
に

デ
・
レ
ゼ
ン
デ
・
シ
ル
バ
さ

ん
（
６
８
）
は
、
首し

ゅ

都と

ブ
ラ
ジ

リ
ア
で
入

に
ゅ
う

信し
ん

し
、
パ
ラ
イ
バ
州

し
ゅ
う

ジョ
ア
ン
・
ペッ
ソ
ア
教

き
ょ
う

会か
い

を
立た

ち
上あ

げ
た
功こ

う

労ろ
う

者し
ゃ

の
一ひ

と

人り

だ
。

　
「
私わ

た
し
が
ジ
ョ
ア
ン
・
ペッ
ソ
ア

に
行い

っ
た
時と

き

、
一ひ

と

組く
み

の
教

き
ょ
う

師し

夫ふ
う

婦ふ

し
か
い
な
か
っ
た
。
私わ

た
しも『
こ

ん
な
だ
っ
た
ら
ブ
ラ
ジ
リ
ア
に

帰か
え

る
』
と
言い

っ
た
ら
、『
こ
れ

か
ら
私わ

た
した
ち
が
一い

ち
か
ら
教

き
ょ
う

会か
い

を

建た

ち
あ
げ
る
の
よ
』
と
そ
の
夫ふ

う

婦ふ

に
言い

わ
れ
、
心こ

こ
ろ
を
入い

れ
替か

え
た
の
。
そ
れ
か
ら
信し

ん

者じ
ゃ

が
ど

ん
ど
ん
増ふ

え
て
いっ
た
」

　

た
ゆ
ま
ぬ
信し

ん

心じ
ん

と
布ふ

教き
ょ
う

努ど

力り
ょ
くの
末す

え

、
今い

ま

で
は
パ
ラ
イ
バ

州し
ゅ
うの
信し

ん

者じ
ゃ

は
１
５
８
０
人に

ん

を

数か
ぞ

え
る
ま
で
に
な
っ
た
。

本ほ
ん

部ぶ

に
来き

た
時と

き

、
僕ぼ

く

は

泣な

い
た
。
大お

お
ぜ
い勢
の
ブ
ラ
ジ

ル
人じ

ん

が
日に

本ほ
ん

語ご

で
話は

な

し

て
、祝の

り

詞と

を
唱と

な

え
て
い
る
。

色い
ろ

々い
ろ

あ
っ
た
け
れ
ど
皆み

な

朗ほ
が

ら
か
で
長な

が

生い

き
し
て
、

信し
ん

者じ
ゃ

に
な
って
本ほ

ん

当と
う

に
良よ

か
っ
た
」
と
微ほ

ほ
え笑
ん
だ
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
州し

ゅ
う

ボ
ツ

カ
ツ
市し

か
ら
参さ

ん

加か

し
た

小お

山や
ま

美み

鳥ど
り

さ
ん
（
７
８
、

二に

世せ
い

）
は
、
華か

道ど
う

山さ
ん

月げ
つ

流り
ゅ
うの
普ふ

及き
ゅ
う

発は
っ

展て
ん

に
貢こ

う

献け
ん

し
た
。
サ
ン

パ
ウ
ロ
州し

ゅ
うマ
リ
リ
ア
市し

出し
ゅ
っ

身し
ん

。

両り
ょ
う

親し
ん

は
ア
マ
ゾ
ン
移い

民み
ん

で
、
パ

ラ
ー
州し

ゅ
うベ
レ
ン
市し

に
入

に
ゅ
う

植し
ょ
くし
た
。

蒸む

し
暑あ

つ

い
気き

候こ
う

と
、
マ
ラ

リ
ア
等な

ど

の
病

び
ょ
う

気き

が
流

り
ゅ
う

行こ
う

し
た

問も
ん

題だ
い

か
ら
サ
ン
パ
ウ
ロ
州し

ゅ
うへ

移う
つ

っ
た
と
い
う
。
そ
の
頃こ

ろ

に
祖そ

母ぼ

が
ツ
ッ
パ
ン
市し

で
入

に
ゅ
う

信し
ん

、
そ

の
後ご

、
母は

は

親お
や

も
入

に
ゅ
う

信し
ん

し
た
。

当と
う

時じ

、
美み

鳥ど
り

さ
ん
は
８
年ね

ん

間か
ん

も
重お

も

い
病

び
ょ
う

気き

で
苦く

る

し
ん
で

い
た
が
、
母は

は

親お
や

に
浄

じ
ょ
う

霊れ
い

を
し

て
も
ら
い
１
年ね

ん

で
良よ

く
な
っ
た
。

「
た
く
さ
ん
の
薬く

す
り
を
服ふ

く

用よ
う

し
て

い
た
け
ど
、
そ
れ
以い

来ら
い

５
２

年ね
ん

間か
ん

飲の

ん
で
い
ま
せ
ん
」。
奇き

跡せ
き

に
感か

ん

動ど
う

し
、
自じ

分ぶ
ん

も
奉ほ

う

仕し

活か
つ

動ど
う

を
行お

こ
ない
た
い
と
６
７
年ね

ん

５
月が

つ

２
１
日に

ち

に
入

に
ゅ
う

信し
ん

し
た
。

　

そ
の
後ご

、
兄あ

に

の
小お

山や
ま

ペ
ド

ロ
勇ゆ

う

一い
ち
さ
ん
（
８
３
、
二に

世せ
い

）

も
入

に
ゅ
う

信し
ん

し
、
家か

族ぞ
く

で
奉ほ

う

仕し

活か
つ

動ど
う

を
行お

こ
な
う
こ
と
に
。
美み

鳥ど
り

さ

ん
は
生い

け
花ば

な

を
８
２
年ね

ん

か
ら

始は
じ

め
て
講こ

う

師し

も
務つ

と

め
た
他ほ

か

、

０
６
年ね

ん

に
「
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

」
の
資し

格か
く

を
取し

ゅ

得と
く

し
た
。
ま
た
、
コ
ー

ラ
ス
の
奉ほ

う

仕し

活か
つ

動ど
う

も
０
８
年ね

ん

か
ら
行

お
こ
な
っ
て
い
る
。

　
「
入に

ゅ
う
し
ん信
し
て
人じ

ん

生せ
い

も
良よ

く
な

り
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
指し

導ど
う

し
て
く
だ
さ
っ
た
先せ

ん

生せ
い

方が
た

に

は
感か

ん

謝し
ゃ

し
て
い
ま
す
」
と
先せ

ん

達だ
つ
へ
の
感か

ん

謝し
ゃ

を
述の

べ
た
。

と
い
う
先せ

ん

達だ
つ

の
篤あ

つ

い
信し

ん

仰こ
う

と

誠ま
こ
との
御ご

用よ
う

奉ほ
う

仕し

の
結け

っ

果か

、
こ

の
よ
う
な
神か

ん

館だ
ち

の
建け

ん

設せ
つ

が
許ゆ

る

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
困こ

ん

難な
ん

な
建け

ん

設せ
つ

を
成な

し

遂と

げ
た
ブ
ラ
ジ
ル
本ほ

ん

部ぶ

は
、

そ
の
後ご

、
数す

う

十じ
ゅ
う

万ま
ん

の
信し

ん

徒と

を

育い
く

成せ
い

さ
れ
、
海か

い

外が
い

で
初は

じ

め
て

の
聖せ

い

地ち

建け
ん

設せ
つ

を
成な

し
遂と

げ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今こ

ん
に
ち日

で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

か
ら

も
ゆ
る
ぎ
な
い
信し

ん

用よ
う

を
得え

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ブ
ラ
ジ
ル

の
発は

っ

展て
ん

は
、
渡わ

た

辺な
べ

先せ
ん

生せ
い

を
初は

じ

め
と
す
る
多お

お

く
の
先せ

ん

達だ
つ

の

先せ
ん

生せ
い

方が
た

、
そ
し
て
、
信し

ん

徒と

の

皆み
な

様さ
ま

方が
た

の
誠ま

こ
と

の
御ご

用よ
う

奉ほ
う

仕し

が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
の
も

の
で
あ
り
、
明め

い

主し
ゅ

様さ
ま

一ひ
と

筋す
じ

の

信し
ん

仰こ
う

を
貫つ

ら
ぬ

か
れ
た
多お

お

く
の

先せ
ん

達だ
つ

の
先せ

ん

生せ
い

方が
た

、
そ
し
て
全す

べ

て
の
ブ
ラ
ジ
ル
信し

ん

徒と

の
皆み

な

様さ
ま

に
、
心こ

こ
ろ
か
ら
の
感か

ん

謝し
ゃ

を
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

現げ
ん

在ざ
い

、
ブ
ラ
ジ
ル
の
皆み

な

様さ
ま

は
、
宮み

や

道み
ち

本ほ
ん

部ぶ

長ち
ょ
うの
指し

導ど
う

の

も
と
、
徹て

っ

底て
い

し
た
浄じ

ょ
う
れ
い霊
実じ

っ

践せ
ん

と
利り

他た

愛あ
い

の
実じ

っ

践せ
ん

に
取と

り
組く

ん
で
お
り
、
そ
の
結け

っ

果か

、
明め

い

主し
ゅ

様さ
ま

よ
り
多お

お

く
の
御ご

守し
ゅ

護ご

、

奇き

蹟せ
き

が
次つ

ぎ

々つ
ぎ

に
許ゆ

る

さ
れ
て
い

る
と
伺

う
か
が

っ
て
い
ま
す
。
ブ
ラ

ジ
ル
か
ら
日に

本ほ
ん

に
派は

遣け
ん

さ
れ

た
教

き
ょ
う

師し

の
先せ

ん

生せ
い

方が
た

か
ら
も
、

数か
ず

々か
ず

の
喜よ

ろ
こ
び
の
報ほ

う

告こ
く

を
聞き

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
営い

と
な
み
こ
そ
、
世せ

界か
い

救
き
ゅ
う

世せ
い

教き
ょ
うの
原げ

ん

点て
ん

で
あ
り
、
明め

い

主し
ゅ

様さ
ま

を
求も

と

め
る
信し

ん

仰こ
う

を
確か

っ

固こ

た

る
も
の
と
す
る
営い

と
な
み
で
あ
る

と
確か

く

信し
ん

し
て
お
り
ま
す
。

　

今き
ょ
う日
の
日ひ

を
新あ

ら

た
な
ス

タ
ー
ト
と
し
て
、
明め

い

主し
ゅ

様さ
ま

よ

り
「
お
ひ
か
り
」
を
い
た
だ

い
た
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うの
信し

ん

徒と

と
共と

も

に
、

「
一ひ

と

人り

が
ひ
と
り
を
幸し

あ
わ
せ
に
」

を
合あ

い
言こ

と

葉ば

に
、
改あ

ら
た
め
て
身み

人に
ん

で
あ
っ
た
と
聞き

い
て
お
り
ま

す
。
当と

う

時じ

、
建け

ん

設せ
つ

の
道み

ち

の
り

は
決け

っ

し
て
た
や
す
い
も
の
で
は

な
か
っ
た
こ
と
と
思お

も

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
逆

ぎ
ゃ
く

風ふ
う

の
中な

か

に
あ
っ
て
も
、
明め

い

主し
ゅ

様さ
ま

の
御み

光ひ
か
りに
救す

く

わ
れ
、
な
ん
と

し
て
も
建け

ん

設せ
つ

を
許ゆ

る

さ
れ
た
い

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今き
ょ
う日
の
日ひ

を
迎む

か

え
ら
れ
ま
し

た
こ
と
を
、
大お

お

神が
み

様さ
ま

、

明め
い

主し
ゅ

様さ
ま

に
心こ

こ
ろ
よ
り
感か

ん

謝し
ゃ

申も
う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

こ
の
宣せ

ん

教き
ょ
う

本ほ
ん

部ぶ

の

建け
ん

設せ
つ

当と
う

時じ

の
信し

ん

徒と

数す
う

は
約や

く

１
１
・
１
８
０

　

本ほ
ん

日じ
つ

は
ブ
ラ
ジ
ル
宣せ

ん

教
き
ょ
う

本ほ
ん

部ぶ

竣し
ゅ
ん

工こ
う

５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

、
誠

ま
こ
と

心こ
こ
ろ

よ
り
感か

ん

謝し
ゃ

申も
う

し
上あ

げ
ま
す

小
こ

林
ばやし

昌
まさ

義
よし

理
り

事
じ

長
ちょう

マリア・クリスチナ・バ
ルボーザ・ミレオさん

駆
か

け付
つ

けたカエタナ・
ゴメス・フェレイラさん

ジャネ・セカデス・デ・
レゼンデ・シルバさん

二に

世せ
い

）
と
妹

い
も
う
との
美み

栄え

子こ

さ
ん

（
８
５
、
二に

世せ
い

）
と
共と

も

に
同ど

う

式し
き

典て
ん

に
参さ

ん

加か

し
、
信し

ん

者じ
ゃ

を
代だ

い

表ひ
ょ
うし
て
玉た

ま

串ぐ
し

奉ほ
う

奠て
ん

を
行

お
こ
な
っ
た
。

　

乙お
つ

雄お

さ
ん
は
開か

い

拓た
く

布ふ

教
き
ょ
う

を
始は

じ

め
た
中な

か

橋は
し

稔み
の
る

氏し

に
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
、
同ど

う

市し

で
２
０
人に

ん

の
信し

ん

者じ
ゃ

を
増ふ

や
す
こ
と
に
貢こ

う

献け
ん

し

た
。「
僕ぼ

く

も
ワ
ゴ
ン
車し

ゃ

を
運う

ん

転て
ん

し
て
先せ

ん

生せ
い

を
パ
ラ
ナ
州し

ゅ
う
ク
リ

チ
ー
バ
市し

ま
で
連つ

れ
て
い
き
、

ク
リ
チ
ー
バ
布ふ

教き
ょ
う

所じ
ょ

が
法ほ

う

人じ
ん

登と
う

録ろ
く

す
る
の
を
助た

す

け
た
」
と

５
５
年ね

ん

、ブ
ラ
ジ
ル
初は

つ

入に
ゅ
う

信し
ん

一い
っ

般ぱ
ん

市し

民み
ん

が
祝の

り

詞と

上あ

げ
る
時じ

代だ
い

に

教
きょう

団
だん

功
こう

労
ろう

者
しゃ

として会
かい じょう

場から拍
はく しゅ

手をされる林
はやし

秀
ひで

有
なり

元
もと

本
ほん

部
ぶ

長
ちょう

（右
みぎ

）
と大

おお

野
の

正
まさ

人
ひと

元
もと

総
そう む

務部
ぶ ちょう

長

　

１
８
日に

ち

（
土ど

）
午ご

前ぜ
ん

１
０

時じ

ぴ
っ
た
り
に
開か

い

幕ま
く

し
、
レ
ゼ

ン
デ
本ほ

ん

部ぶ

長ち
ょ
うら
４
人に

ん

の
祭さ

い

員い
ん

が
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
うし
た
。
講こ

う

堂ど
う

内な
い

に
は

４
０
０
人に

ん

、
講こ

う

堂ど
う

の
外そ

と

に
も

５
２
７
人に

ん

ほ
ど
が
詰つ

め
か
け
、

入は
い

り
き
れ
な
か
っ
た
人ひ

と

は
２
階か

い

の
小

し
ょ
う

講こ
う

堂ど
う

に
も
１
０
０
人に

ん

ほ

ど
が
生な

ま

映え
い

像ぞ
う

を
通と

お

し
て
式し

き

典て
ん

に
参さ

ん

加か

し
た
。

　

祭さ
い

壇だ
ん

に
は
、
躍や

く

動ど
う

あ
る
筆ひ

っ

致ち

で
「
大

み
ろ
く
お
お
み
か
み

光
明
真
神
」
と
書か

か
れ
た
御ご

神し
ん

体た
い

が
奉ほ

う

斎さ
い

さ
れ
、

そ
の
右み

ぎ

側が
わ

に
は
明め

い

主し
ゅ

様さ
ま

の
御ご

尊そ
ん

影え
い

が
掲か

か

げ
ら
れ
た
。

　

神し
ん

前ぜ
ん

に
物も

の

を
供そ

な

え
る
献け

ん

饌せ
ん

に
続つ

づ

き
、
祭さ

い

典て
ん

部ぶ

長ち
ょ
うの
エ
イ

ト
ー
ル
・
ホ
ソ
レ
ン
教

き
ょ
う

師し

は
ポ

ル
ト
ガ
ル
語ご

の
祝の

り

詞と

で
「
こ
の

宣せ
ん

教き
ょ
う

本ほ
ん

部ぶ

は
全ぜ

ん

伯ぱ
く

に
お
け
る

聖せ
い

な
る
座ざ

、
こ
こ
か
ら
方ほ

う

針し
ん

が

発は
っ

さ
れ
、
人じ

ん

材ざ
い

形け
い

成せ
い

が
行お

こ
な

わ

れ
、
ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く

内な
い

は
も
ち
ろ

ん
諸し

ょ

外が
い

国こ
く

に
も
教

き
ょ
う

団だ
ん

の
威い

光こ
う

を
拡か

く

大だ
い

し
た
場ば

所し
ょ

」
と
位い

置ち

づ
け
、「
地ち

上じ
ょ
う

天て
ん

国ご
く

を
建け

ん

設せ
つ

す

る
我わ

れ

々わ
れ

の
使し

命め
い

に
、
た
ゆ
ま

ぬ
ご
加か

護ご

が
あ
り
ま
す
よ
う

近ぢ
か

な
方か

た

に
、
浄

じ
ょ
う

化か

で
苦く

る

し
む

方か
た

に
徹て

っ

底て
い

し
た
浄じ

ょ
う
れ
い霊
実じ

っ

践せ
ん

と

利り

他た

愛あ
い

の
実じ

っ

践せ
ん

に
取と

り
組く

ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、こ
の
宣せ

ん

教き
ょ
う

本ほ
ん

部ぶ

か

ら
喜よ

ろ
こ
び
の
連れ

ん

鎖さ

、
救す

く

い
の
連れ

ん

鎖さ

が
益ま

す

々ま
す

拡ひ
ろ

が
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
を

始は
じ

め
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うに
明め

い

主し
ゅ

様さ
ま

の
御み

光ひ
か
りが
遍あ

ま
ね
く
拡ひ

ろ

が
っ
て
い
く
こ
と

を
日に

本ほ
ん

の
聖せ

い

地ち

よ
り
お
祈い

の

り

申も
う

し
上あ

げ
、御お

祝い
わ

い
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昔
むかし

撮
さつ

影
えい

した家
か

族
ぞく

写
しゃ

真
しん

の下
した

で、馬
ば

場
ば

貞
さだ

夫
お

さん（中
ちゅう

央
おう

右
みぎ

）とその家
か

族
ぞく

小
お

山
やま

美
み

鳥
どり

さん（右
みぎ

）とその家
か

族
ぞく

　
「
今き

ょ
う日
は
も
の
す
ご
く
感か

ん

動ど
う

し
た
。
神か

み
へ
の
感か

ん

謝し
ゃ

が
心こ

こ
ろに
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。
今い

ま

ま
で
し
て

き
た
自じ

分ぶ
ん

の
献け

ん

身し
ん

が
報む

く

わ
れ

た
と
実じ

っ

感か
ん

し
て
い
ま
す
」。
サ
ン

パ
ウ
ロ
市し

か
ら
南な

ん

西せ
い

に
４
０
０

キ
ロ
も
離は

な

れ
た
パ
ラ
ナ
州し

ゅ
う
ク
リ

　

１
９
５
５
年ね

ん

９
月が

つ

１
５

日に
ち

、
ブ
ラ
ジ
ル
初は

つ

と
な
る
お
ひ

か
り
拝は

い

受じ
ゅ

式し
き

が
ミ
ナ
ス
ジ
ェ
ラ

イ
ス
州し

ゅ
うベ
ロ
オ
リ
ゾ
ン
テ
市し

で

行お
こ
なわ
れ
た
。
拝は

い

受じ
ゅ

し
た
の
は

馬ば

場ば

乙お
つ

雄お

さ
ん
（
長な

が

崎さ
き

県け
ん

大お
お

村む
ら

市し

）
と
妻つ

ま

の
松ま

つ

さ
ん
。
そ

の
１
カ
月げ

つ

後ご

に
は
、
９
人に

ん

兄
き
ょ
う

弟だ
い

全ぜ
ん

員い
ん

が
入

に
ゅ
う

信し
ん

し
た
。
そ
の

う
ち
の
一ひ

と

人り

で
同ど

う

市し

在ざ
い

住じ
ゅ
うの
馬ば

場ば

貞さ
だ

夫お

さ
ん
（
８
８
、
二に

世せ
い

）

は
、
兄あ

に

の
達た

つ

夫お

さ
ん
（
９
１
、

ブ
ラ
ジ
ル
全ぜ

ん

国こ
く

に
広ひ

ろ

ま
る
み
教お

し

え

世
せ

界
かい

救
きゅう

世
せい

教
きょう

ブラジル宣
せん

教
きょう

本
ほん

部
ぶ

奇き

跡せ
き

に
よ
っ
て
救す

く

わ
れ
た
人じ

ん

生せ
い

人
じん

種
しゅ

の垣
かき

根
ね

超
こ

え、み教
おし

え発
はっ

信
しん
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同ど
う

で
自し

然ぜ
ん

農の
う

法ほ
う

を
専せ

ん

門も
ん

に
学ま

な

ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開か

い

設せ
つ

さ
れ
、

二に

期き

に
わ
た
り
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う

生せ
い

を
輩は

い

出し
ゅ
つし
て
い
る
。

　

そ
の
他ほ

か

に
も
、
こ
れ
ま
で
に

３
０
０
人に

ん

を
超こ

え
る
農の

う

学が
く

分ぶ
ん

野や

の
学が

く

生せ
い

た
ち
が
教

き
ょ
う

団だ
ん

の
イ
ン

タ
ー
ン
制せ

い

度ど

を
通つ

う

じ
て
様さ

ま

々ざ
ま

な
仕し

事ご
と

を
体た

い

験け
ん

し
て
い
る
。

▼
１
万ま

ん

人に
ん

が
日に

本ほ
ん

聖せ
い

地ち

参さ
ん

拝ぱ
い

団だ
ん

　

ブ
ラ
ジ
ル
世せ

界か
い

救き
ゅ
う

世せ
い

教
き
ょ
う

は
１
９
７
０
年ね

ん

以い

来ら
い

、
ブ
ラ

ジ
ル
人じ

ん

参さ
ん

拝ぱ
い

団だ
ん

を
日に

本ほ
ん

の
聖せ

い

地ち

へ
定て

い

期き

的て
き

に
送お

く

り
出だ

し
て
い

る
。
そ
の
数か

ず

は
、
現げ

ん

在ざ
い

ま
で
に

日に

本ほ
ん

を
訪ほ

う

問も
ん

し
た
ブ
ラ
ジ
ル

人じ
ん

参さ
ん

拝ぱ
い

団だ
ん

数す
う

が
２
３
７
、
参さ

ん

拝ぱ
い

団だ
ん

参さ
ん

加か

者し
ゃ

数す
う

が
１
万ま

ん

４
４

人に
ん

。
教

き
ょ
う

団だ
ん

で
も
力ち

か
ら

を
入い

れ
て

お
り
、
日に

っ

伯ぱ
く

の
交こ

う

流り
ゅ
うに
貢こ

う

献け
ん

し
て
い
る
事じ

業ぎ
ょ
うだ
。

▼
資し

格か
く

者し
ゃ

養よ
う

成せ
い

会か
い

で
人じ

ん

材ざ
い

育い
く

成せ
い

　

１
９
６
０
年ね

ん

代だ
い

末ま
つ

、
ブ
ラ

ジ
ル
世せ

界か
い

救き
ゅ
う

世せ
い

教き
ょ
うは
同ど

う

国こ
く

初は
つ

と
な
る
資し

格か
く

者し
ゃ

養よ
う

成せ
い

会か
い

を
設せ

つ

立り
つ

し
た
。
７
１
年ね

ん

、
日に

本ほ
ん

の

総そ
う

本ほ
ん

部ぶ

が
国こ

く

際さ
い

研け
ん

修し
ゅ
う

課か

を
設せ

つ

立り
つ

し
て
以い

降こ
う

は
、
専せ

ん

従じ
ゅ
う

資し

格か
く

者し
ゃ

の
養よ

う

成せ
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
日に

本ほ
ん

５
８
年ね

ん

間か
ん

の
信し

ん

仰こ
う

人じ
ん

生せ
い

を
語か

た

っ

た
。
午ご

後ご

４
時じ

か
ら
は
、
コ
ー

ラ
ス
隊た

い

が
歌う

た

で
奉ほ

う

仕し

し
、
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

５
０
年ね

ん

目め

の
記き

念ね
ん

す
べ
き
日ひ

を

盛せ
い

大だ
い

に
祝い

わ

っ
た
。

　
　
　
　
　

☆

　
「
孫ま

ご

も
信し

ん

者じ
ゃ

に
な
り
、
四よ

ん

代だ
い

に
わ
た
っ
て
ご
奉ほ

う

仕し

し
て
い

ま
す
」
と
話は

な

す
の
は
、
玉た

ま

串ぐ
し

奉ほ
う

奠て
ん

を
務つ

と

め
た
マ
ッ
ト
・
グ

ロ
ッ
ソ
・
ド
・
ス
ル
州し

ゅ
う

カ
ン

ポ
・
グ
ラ
ン
デ
市し

在ざ
い

住じ
ゅ
うの
ゾ

ロ
イ
ナ
・
カ
ヴ
ァ
ウ
カ
ン
チ
・

ボ
ル
ゲ
ス
さ
ん
（
６
７
）。

７
３
年ね

ん

に
夫お

っ
と

の
勤き

ん

務む

地ち

で
あ

る
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

州し
ゅ
うで
入

に
ゅ
う

信し
ん

し
、
今い

ま

は
教

き
ょ
う

師し

を

　

１
９
日に

ち

の
「
宣せ

ん

教き
ょ
う

本ほ
ん

部ぶ

竣
し
ゅ
ん

工こ
う

５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

」
も

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

に
開か

い

幕ま
く

し
、
全ぜ

ん

伯ぱ
く

か
ら
１
１
０
５
人に

ん

が
参さ

ん

加か

し

た
。
講こ

う

堂ど
う

内な
い

に
は
４
０
０
人に

ん

、

講こ
う

堂ど
う

の
外そ

と

に
は
６
０
５
人に

ん

ほ

ど
が
駆か

け
つ
け
、
２
階か

い

の
小

し
ょ
う

講こ
う

堂ど
う

に
は
約や

く

１
０
０
人に

ん

が
集あ

つ

ま
っ

た
。一い

ち
に
ち
め

日
目
と
同ど

う

様よ
う

に
式し

き

典て
ん

が

粛し
ゅ
く

々し
ゅ
くと
進す

す

み
、
こ
の
日ひ

は
全ぜ

ん

国こ
く

か
ら
集あ

つ

ま
っ
た
１
８
人に

ん

が
順

じ
ゅ
ん

々
じ
ゅ
ん

に
玉た

ま

串ぐ
し

奉ほ
う

奠て
ん

を
し
、
厳お

ご
そ

か
な

表ひ
ょ
う

情じ
ょ
うで
天あ

ま

津つ

祝の
り

詞と

を
唱と

な

え
た
。

　

体た
い

験け
ん

報ほ
う

告こ
く

で
は
ブ
ラ
ガ
ン

サ
・
パ
ウ
リ
ス
タ
教

き
ょ
う

会か
い

の
ジ
ュ

ヴ
ェ
ナ
ル
・
サ
ウ
ゲ
イ
ロ
・
ア

ン
ト
ゥ
ネ
ス
さ
ん
（
８
９
）
が

波ば

、
一

ひ
と
つ

橋ば
し

と
い
っ
た
日に

本ほ
ん

の
国こ

く

立り
つ

・
私し

立り
つ

大だ
い

学が
く

の
学が

く

士し

課か

程て
い

で
学ま

な

び
、
日に

っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う

国こ
く

の
絆き

ず
な

の

強き
ょ
う

化か

に
務つ

と

め
る
人じ

ん

材ざ
い

も
い
る
。

▼
１
０
億お

く

円え
ん

に
届と

ど

く
助た

す

け
合あ

い

　
「
善ぜ

ん

の
種た

ね

と
は
他た

人に
ん

を
喜よ

ろ
こ

ば

せ
、
他た

人に
ん

に
利り

益え
き

を
与あ

た

え
る

利り

他た

愛あ
い

観か
ん

念ね
ん

で
あ
る
」
と
い

う
岡お

か

田だ

茂も

吉き
ち

の
言こ

と

葉ば

に
な
ら

い
、
財ざ

い

団だ
ん

は
１
９
７
３
年ね

ん

に

様さ
ま

々ざ
ま

な
形か

た
ち

の
相そ

う

互ご

扶ふ

助じ
ょ

を
促そ

く

進し
ん

す
る
た
め
、
歳さ

い

末ま
つ

助た
す

け
合あ

い
運う

ん

動ど
う

を
開か

い

始し

し
た
。

　
「
年ね

ん

末ま
つ

だ
け
で
な
く
年ね

ん

間か
ん

１
万ま

ん

５
千せ

ん

超ち
ょ
う
の
有ゆ

う

機き

認に
ん

証
し
ょ
う

農の
う

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

に
ボ
カ
シ
が
認に

ん

知ち

さ

れ
、
大お

お

き
な
技ぎ

術じ
ゅ
つ

的て
き

・
経け

い

済ざ
い

的て
き

恩お
ん

恵け
い

を
与あ

た

え
た
。

　

更さ
ら

に
、
同ど

う

社し
ゃ

の
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

ら

は
業

ぎ
ょ
う

界か
い

で
も
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
役や

く

割わ
り

を

兼け
ん

任に
ん

す
る
。
コ
ー
リ
ン
農の

う

業ぎ
ょ
う・

自し

然ぜ
ん

環か
ん

境き
ょ
う

社し
ゃ

の
現げ

ん

最さ
い

高こ
う

経け
い

営え
い

責せ
き

任に
ん

者し
ゃ

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
有ゆ

う

機き

農の
う

業ぎ
ょ
う

事じ

務む

局き
ょ
く（
公こ

う

共き
ょ
う

政せ
い

策さ
く

及お
よ

び
国こ

く

内な
い

外が
い

の
有ゆ

う

機き

農の
う

業ぎ
ょ
う

分ぶ
ん

野や

発は
っ

展て
ん

の
た
め
、
農の

う

務む

省し
ょ
うの
決け

っ

務つ
と

め
て
い
る
。

　
「
信し

ん

者じ
ゃ

だ
っ
た
義ぎ

父ふ

に
リ
オ

の
教

き
ょ
う

会か
い

に
連つ

れ
て
行い

っ
て
も
ら

い
、
月つ

き
な
み
さ
い

次
祭
で
渡わ

た

辺な
べ

哲て
つ

男お

先せ
ん

生せ
い

の
話は

な
し

を
聞き

い
て
信し

ん

者じ
ゃ

に
な
っ

た
」
と
振ふ

り
返か

え

る
。

　

１
年ね

ん

後ご

に
現げ

ん

在ざ
い

の
カ
ン
ポ
・

グ
ラ
ン
デ
市し

に
引ひ

っ
越こ

し
、
夫

お
っ
と

が
入

に
ゅ
う

信し
ん

。
当と

う

時じ

は
同ど

う

地ち

で
の
布ふ

教き
ょ
う

開か
い

始し

時ど
き

で
、一ひ

と

家か

族ぞ
く

の
信し

ん

者じ
ゃ

と
一い

っ

緒し
ょ

に
布ふ

教き
ょ
うを
始は

じ

め
た
。
そ

の
努ど

力り
ょ
く
が
実み

を
結む

す

び
「
５
０

人に
ん

入に
ゅ
う

信し
ん

、
さ
ら
に
教

き
ょ
う

会か
い

建け
ん

設せ
つ

語ご

学が
く

習し
ゅ
うが
組く

み
込こ

ま
れ
、
研け

ん

修し
ゅ
う

生せ
い

の
多お

お

く
に
日に

本ほ
ん

で
の
研け

ん

修し
ゅ
う

機き

会か
い

が
与あ

た

え
ら
れ
て
い
る
。

　

現げ
ん

在ざ
い

ま
で
に
男だ

ん

子し

資し

格か
く

養よ
う

成せ
い

会か
い

、
女じ

ょ

子し

資し

格か
く

養よ
う

成せ
い

会か
い

、

自し

然ぜ
ん

農の
う

法ほ
う

研け
ん

究き
ゅ
う

会か
い

の
三み

っ

つ
を

合あ

わ
せ
、合ご

う

計け
い

で
５
９
グ
ル
ー

プ
が
研け

ん

修し
ゅ
う

を
終

し
ゅ
う

了り
ょ
う。
総そ

う

計け
い

６
９
５
人に

ん

の
青せ

い

年ね
ん

ら
が
資し

格か
く

者し
ゃ

養よ
う

成せ
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受じ

ゅ

講こ
う

し
、
内う

ち

３
９
８
人に

ん

が
日に

本ほ
ん

で

の
研け

ん

修し
ゅ
うに
参さ

ん

加か

し
た
。

　

中な
か

に
は
慶け

い

応お
う

義ぎ

塾じ
ゅ
く、
立り

っ

教き
ょ
う、

東と
う

京き
ょ
う

外が
い

国こ
く

語ご

、
同ど

う

志し

社し
ゃ

、
筑つ

く

定て
い

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
組そ

織し
き

）
の

代だ
い

表ひ
ょ
うを
４
年ね

ん

も
務つ

と

め
て
い
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
岡お

か

田だ

茂も

吉き
ち

財ざ
い

団だ
ん

は
０
３
年ね

ん

１
２
月が

つ

２
３
日に

ち

に

成せ
い

立り
つ

し
た
有ゆ

う

機き

生せ
い

産さ
ん

物ぶ
つ

法ほ
う

の

作さ
く

成せ
い

に
も
参さ

ん

加か

。
そ
れ
以い

外が
い

に

も
、
同ど

う

分ぶ
ん

野や

に
関か

ん

連れ
ん

す
る
主お

も

な

公こ
う

共き
ょ
う

政せ
い

策さ
く

の
制せ

い

定て
い

に
も
関か

か

わ

り
、
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｐ
Ｏ
（
サ
ン
パ
ウ

ロ
有ゆ

う

機き

農の
う

業ぎ
ょ
う

並な
ら

び
に
ア
グ
ロ
エ

コ
ロ
ジ
ー
州

し
ゅ
う

政せ
い

策さ
く

）
の
考こ

う

案あ
ん

と

承し
ょ
う

認に
ん

に
も
大お

お

き
く
貢こ

う

献け
ん

し
た
。

　

１
５
年ね

ん

に
は
、
コ
ー
リ
ン

農の
う

業ぎ
ょ
う・
自し

然ぜ
ん

環か
ん

境き
ょ
う

社し
ゃ

Ｃ
Ｅ

Ｏ
、
ル
イ
ス
・
デ
マ
テ
氏し

の

博は
く

士し

論ろ
ん

文ぶ
ん

が
、
約や

く

５
０
０
の

論ろ
ん

文ぶ
ん

の
中な

か

か
ら
優す

ぐ

れ
た
研け

ん

究
き
ゅ
う

を
行

お
こ
な

っ
た
者も

の

に
授じ

ゅ

与よ

さ
れ
る

Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｓ
（
ブ
ラ
ジ
ル
高こ

う

等と
う

教き
ょ
う

育い
く

支し

援え
ん

・
評

ひ
ょ
う

価か

機き

構こ
う

）

論ろ
ん

文ぶ
ん

賞し
ょ
うを
受じ

ゅ

賞し
ょ
うし
た
。

　

コ
ー
リ
ン
農の

う

畜ち
く

産さ
ん

社し
ゃ

Ｃ
Ｅ

Ｏ
の
レ
ジ
ナ
ル
ド
・
モ
リ
カ

ワ
氏し

は
、
１
６
年ね

ん

に
そ
の
取と

り
組く

み
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く

内な
い

の
農の

う

業ぎ
ょ
う

関か
ん

連れ
ん

産さ
ん

業ぎ
ょ
うで
最も

っ
と

も
影え

い

響き
ょ
う

力り
ょ
くの
あ
る
１
０
０
人に

ん

の
一ひ

と

人り

に
選せ

ん

出し
ゅ
つさ
れ
た
。

　

ま
た
教

き
ょ
う

団だ
ん

で
は
、
自し

然ぜ
ん

農の
う

法ほ
う

産さ
ん

の
種し

ゅ

子し

の
研け

ん

究き
ゅ
う・
開か

い

発は
つ

プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実じ

っ

施し

し
て
い
る
。

今こ

年と
し

は
岡お

か

田だ

茂も

吉き
ち

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

、

コ
ー
リ
ン
グ
ル
ー
プ
の
二に

社し
ゃ

を

統と
う

合ご
う

し
、『
コ
ー
リ
ン
農の

う

業ぎ
ょ
う・

自し

然ぜ
ん

環か
ん

境き
ょ
う

社し
ゃ

』
を
設せ

つ

立り
つ

し
た
。

　

１
５
年ね

ん

に
は
、
救

き
ゅ
う

世せ
い

大だ
い

学が
く

（
メ
シ
ア
ニ
カ
大だ

い

学が
く

）
と
共

き
ょ
う

特
とく

 集
しゅう

環か
ん

境き
ょ
う

意い

識し
き

育そ
だ

て
る
岡お

か

田だ

茂も

吉き
ち

財ざ
い

団だ
ん

概が
い

念ね
ん

を
全ぜ

ん

国こ
く

に
普ふ

及き
ゅ
う。
Ｃ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
全ぜ

ん

国こ
く

有ゆ
う

機き

農の
う

家か

登と
う

録ろ
く

）
に
登と

う

録ろ
く

さ
れ
て
い
る

も
許ゆ

る

さ
れ
た
」。
夫お

っ
と

と
娘

む
す
め

婿む
こ

も

教き
ょ
う

師し

と
な
り
、
奉ほ

う

仕し

活か
つ

動ど
う

に

励は
げ

む
。「
こ
れ
か
ら
も
挑

ち
ょ
う

戦せ
ん

。

明め
い

主し
ゅ

様さ
ま

の
夢ゆ

め

を
叶か

な

え
た
い
」
と

決け
つ

意い

を
新あ

ら

た
に
し
た
。

　
　
　
　

☆

　

テ
ル
オ
・
カ
ワ
ム
ラ
さ
ん

（
７
３
、
三さ

ん

世せ
い

）
は
サ
ン
パ

ウ
ロ
州し

ゅ
う

モ
ジ
・
ダ
ス
・
ク
ル
ー

ゼ
ス
市し

在ざ
い

住じ
ゅ
うで
、
ス
ザ
ノ
市し

で
最さ

い

初し
ょ

に
布ふ

教き
ょ
うを
始は

じ

め
た
先せ

ん

駆く

者し
ゃ

だ
。
先さ

き

に
祖そ

母ぼ

と
母は

は

親お
や

が
入

に
ゅ
う

信し
ん

し
た
が
、
当と

う

初し
ょ

は
全

ま
っ
た

く
信し

ん

じ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か

し
１
９
歳さ

い

の
時と

き

に
破は

傷し
ょ
う

風ふ
う

に

な
り
「
医い

者し
ゃ

は
死し

ぬ
と
言い

っ

た
け
ど
、
母は

は

親お
や

と
祖そ

母ぼ

が
浄

じ
ょ
う

霊れ
い

し
て
く
れ
て
４
０
分ぷ

ん

で
治な

お

っ

た
」。６
７
年ね

ん

に
は
入

に
ゅ
う

信し
ん

し
た
。

　

９
０
年ね

ん

に
ス
ザ
ノ
市し

へ
引ひ

っ

越こ

し
、
浄

じ
ょ
う

霊れ
い

を
始は

じ

め
た
。
尋じ

ん

常じ
ょ
う

性せ
い

白は
く

斑は
ん

の
黒こ

く

人じ
ん

男だ
ん

性せ
い

に
浄

じ
ょ
う

霊れ
い

を
行お

こ
な

い
、
１
カ
月げ

つ

で
治な

お

し

た
話は

な
し

が
噂う

わ
さ

を
呼よ

ん
で
信し

ん

者じ
ゃ

が

増ぞ
う

大だ
い

。
ポ
ア
市し

で
も
初は

つ

布ふ

教
き
ょ
う

活か
つ

動ど
う

を
行お

こ

な
っ
た
。「
母は

は

親お
や

は

８
４
歳さ

い

、
父ち

ち

親お
や

は
９
０
歳さ

い

ま

で
ご
奉ほ

う

仕し

し
て
い
た
。
自じ

分ぶ
ん

も

そ
の
年ね

ん

齢れ
い

ま
で
頑が

ん

張ば

り
た
い
」。

　
　
　
　
　

☆

　

ブ
ラ
ジ
ル
北ほ

く

部ぶ

の
ア
マ
ゾ
ナ

ス
州し

ゅ
うマ
ナ
ウ
ス
市し

に
は
約や

く

千せ
ん

人に
ん

の
信し

ん

者じ
ゃ

が
活か

つ

動ど
う

す
る
。
７
６
年ね

ん

に
当と

う

時じ

２
３
歳さ

い

で
入

に
ゅ
う

信し
ん

し
た
ロ

ベ
ル
ト
・マ
グ
ノ
・
ラ
モ
ス
・
デ
・

オ
リ
ヴ
ェ
イ
ラ
（
６
６
）
さ
ん

は
、「
好こ

う

奇き

心し
ん

で
友ゆ

う

人じ
ん

と
信し

ん

者じ
ゃ

の
家い

え

で
夕ゆ

う

拝は
い

に
参さ

ん

加か

し
、
浄

じ
ょ
う

霊れ
い

を
受う

け
た
」。
生せ

い

来ら
い

の
信し

ん

仰こ
う

深ふ
か

さ
か
ら
奉ほ

う

仕し

の
精せ

い

神し
ん

に
賛さ

ん

成せ
い

し
入

に
ゅ
う

信し
ん

を
決き

め
た
。

　

そ
の
後ご

、
仕し

事ご
と

の
関か

ん

係け
い

で
ロ

ン
ド
ニ
ア
州し

ゅ
う

ポ
ル
ト
・
ヴ
ェ
ー

リ
ョ
市し

に
移う

つ

り
住す

ん
だ
。
当と

う

時じ

は
信し

ん

者じ
ゃ

が
２
人に

ん

し
か
い
な
か
っ

た
が
、
布ふ

教き
ょ
うを
始は

じ

め
て
２
２
人に

ん

が
最さ

い

初し
ょ

に
入

に
ゅ
う

信し
ん

。
同ど

う

地ち

で
布ふ

教き
ょ
う

活か
つ

動ど
う

を
１
０
年ね

ん

行お
こ
なう
間あ

い
だ
に
、

浄じ
ょ
う

霊れ
い

セ
ン
タ
ー
が
開か

い

設せ
つ

し
た
。

　

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州し

ゅ
う

は
広こ

う

大だ
い

だ
が

教き
ょ
う

会か
い

が
１
つ
し
か
建け

ん

設せ
つ

さ
れ

て
お
ら
ず
、
浄

じ
ょ
う

霊れ
い

セ
ン
タ
ー
も

３
つ
の
み
。「
人ひ

と

の
移い

動ど
う

が
大た

い

変へ
ん

。
船ふ

ね

で
安や

す

く
済す

ま
せ
よ
う
と

す
る
と
時じ

間か
ん

が
掛か

か
る
し
、
飛ひ

行こ
う

機き

だ
と
早は

や

い
け
ど
高た

か

す
ぎ

る
。
布ふ

教き
ょ
うに
は
難む

ず
か

し
い
」
と
厳き

び

し
い
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うに
通か

よ

う
の
に
も
苦く

労ろ
う

し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
オ
リ
ヴェ

イ
ラ
さ
ん
を
突つ

き
動う

ご

か
す
の

は
、浄

じ
ょ
う

霊れ
い

を
信し

ん

じ
る
使し

命め
い

感か
ん

だ
。

　
　
　
　

☆

　
「
３
日か

前ま
え

に
強ご

う

盗と
う

被ひ

害が
い

に
遭あ

っ
た
け
ど
助た

す

か
っ
た
の
は
、
明め

い

主し
ゅ

様さ
ま

に
守ま

も

ら
れ
て
い
る
か
ら
」
―

―
驚お

ど
ろ

き
の
言こ

と

葉ば

を
発は

っ

し
た
の

は
、
息む

す

子こ

と
仲な

か

間ま

を
連つ

れ
て

式し
き

典て
ん

に
参さ

ん

加か

し
た
ツ
ヤ
コ
・
ア

キ
バ
さ
ん
（
６
５
、
三さ

ん

世せ
い

）。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
州し

ゅ
う

ヴ
ァ
ル
ゼ
ン
・

グ
ラ
ン
デ
・
パ
ウ
リ
ス
タ
市し

在ざ
い

住じ
ゅ
うで
、
家か

族ぞ
く

全ぜ
ん

員い
ん

で
６
７
年ね

ん

に

入に
ゅ
う

信し
ん

。
信し

ん

者じ
ゃ

に
な
っ
た
き
っ
か

け
は
浄

じ
ょ
う

霊れ
い

に
よ
って
母は

は

親お
や

の
病

び
ょ
う

気き

が
完か

ん

治ち

し
た
こ
と
。「
腹ふ

く

膜ま
く

炎え
ん

で
医い

者し
ゃ

に
１
週

し
ゅ
う

間か
ん

し
か
生い

き

ら
れ
な
い
と
診し

ん

断だ
ん

さ
れ
ま
し
た
。

藁わ
ら

に
も
す
が
る
思お

も

い
で
、
朝あ

さ

早は
や

く
う
ち
を
出で

て
、
遠と

お

く
の
浄

じ
ょ
う

霊れ
い

所じ
ょ

ま
で
行い

き
、
帰か

え

って
き
た
ら

夜よ

中な
か

と
い
う
生せ

い

活か
つ

を一い
っ

週し
ゅ
う

間か
ん

続つ
づ

け
た
」。
そ
の
後ご

、
医い

者し
ゃ

か
ら
完か

ん

治ち

を
告つ

げ
ら
れ
家か

族ぞ
く

全ぜ
ん

員い
ん

で

入に
ゅ
う

信し
ん

を
決け

つ

意い

。
８
２
年ね

ん

ま
で

の
７
年ね

ん

間か
ん

は
宣せ

ん

教き
ょ
う

本ほ
ん

部ぶ

の
職

し
ょ
く

員い
ん

を
務つ

と

め
、
５
人に

ん

の
子こ

供ど
も

も

入に
ゅ
う

信し
ん

し
奉ほ

う

仕し

活か
つ

動ど
う

に
勤い

そ

し
む
。

　

３
日か

前ま
え

の
強ご

う

盗と
う

被ひ

害が
い

で
は

手て

足あ
し

を
縛し

ば

ら
れ
、
車く

る
ま

や
色い

ろ

々い
ろ

な
物も

の

を
盗ぬ

す

ま
れ
た
が
「
生い

き

て
い
る
し
、
泥ど

ろ

棒ぼ
う

も
優や

さ

し
く
し

▼
先せ

ん

進し
ん

的て
き

な
環か

ん

境き
ょ
うへ
の
取と

り
組く

み

　

ブ
ラ
ジ
ル
世せ

界か
い

救き
ゅ
う

世せ
い

教
き
ょ
う

は
、
岡お

か

田だ

茂も

吉き
ち

が
提て

い

唱し
ょ
うし
た

自し

然ぜ
ん

農の
う

法ほ
う(

無む

農の
う

薬や
く

無む

肥ひ

料
り
ょ
う

栽さ
い

培ば
い)

の
理り

念ね
ん

を
当と

う

地ち

に
も

た
ら
し
、
そ
の
様さ

ま

々ざ
ま

な
活か

つ

動ど
う

に
よ
っ
て
農の

う

畜ち
く

産さ
ん

業ぎ
ょ
うに
大お

お

き

な
影え

い

響き
ょ
う・
変へ

ん

化か

を
与あ

た

え
て
い

る
。
教

き
ょ
う

団だ
ん

で
は
国こ

く

連れ
ん

が
定さ

だ

め

た
６
月が

つ

５
日か

の
「
世せ

界か
い

環か
ん

境
き
ょ
う

デ
ー
」
に
合あ

わ
せ
、
毎ま

い

年と
し

６

月が
つ

第だ
い

１
週

し
ゅ
う

目め

に
環か

ん

境き
ょ
う

活か
つ

動ど
う

を

行お
こ

な
っ
て
い
る
。

　

教
き
ょ
う

団だ
ん

は
１
９
７
５
年ね

ん

に
サ

ン
パ
ウ
ロ
州し

ゅ
う

ア
チ
バ
イ
ア
市し

に

農の
う

地ち

を
購こ

う

入に
ゅ
うし
、
当と

う

地ち

初は
つ

の

自し

然ぜ
ん

農の
う

法ほ
う

生せ
い

産さ
ん

に
特と

っ

化か

し
た

農の
う

場じ
ょ
うを
開か

い

始し

。
９
０
年ね

ん

に
は

同ど
う

州し
ゅ
うイ
ペ
ウ
ナ
市し

に
も
農の

う

地ち

を
持も

ち
、
岡お

か

田だ

茂も

吉き
ち

研け
ん

究き
ゅ
う

所じ
ょ

と
コ
ー
リ
ン
農の

う

畜ち
く

産さ
ん

社し
ゃ（
９
４

年ね
ん

創そ
う

業ぎ
ょ
う）
を
設も

う

け
た
。

　

教
き
ょ
う

団だ
ん

の
畜ち

く

産さ
ん

方ほ
う

法ほ
う

は
、
Ｊ

Ｂ
Ｓ
社し

ゃ

や
Ｂ
Ｒ
Ｆ
社し

ゃ

と
い
っ
た

ブ
ラ
ジ
ル
を
代だ

い

表ひ
ょ
う

す
る
大お

お

手て

食し
ょ
く

品ひ
ん

メ
ー
カ
ー
が
模も

倣ほ
う

。
更さ

ら

に
世せ

界か
い

的て
き

な
大お

お

手て

企き

業ぎ
ょ
うの
米べ

い

タ
イ
ソ
ン
フ
ー
ズ
社し

ゃ

も
訪お

と
ず

れ
、

一い
ち

年ね
ん

後ご

に
コ
ー
リ
ン
方ほ

う

式し
き

の
抗こ

う

生せ
い

物ぶ
っ

質し
つ

を
一い

っ

切さ
い

使し

用よ
う

し
な
い

鶏と
り

肉に
く

の
発は

つ

売ば
い

を
行

お
こ
な

っ
た
。
こ
の

同ど
う

分ぶ
ん

野や

へ
の
取と

り
組く

み
は
１
０

を
超こ

え
る
国こ

く

際さ
い

会か
い

議ぎ

で
模も

範は
ん

の
一ひ

と

つ
と
し
て
紹

し
ょ
う

介か
い

さ
れ
、
国こ

く

際さ
い

的て
き

な
基き

準じ
ゅ
んと
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ボ
カ
シ
を
使つ

か

っ
た

無む

農の
う

薬や
く

農の
う

業ぎ
ょ
う

の
草く

さ

分わ

け
的て

き

存そ
ん

在ざ
い

と
し
て
活か

つ

動ど
う

し
、
そ
の

ひ
か
り
」
１
０
体た

い

と
、
教

き
ょ
う

祖そ

の
指し

示じ

で
同ど

う

国こ
く

初は
つ

の
御ご

神し
ん

体た
い

と
明め

い

主し
ゅ

の
御ご

尊そ
ん

影え
い

が
持も

ち
込こ

ま
れ
た
。

▼
　
年ね

ん

か
ら
本ほ

ん

格か
く

的て
き

布ふ

教き
ょ
う

開か
い

始し

　

５
５
年ね

ん

８
月が

つ

９
日か

に
は
、

小し
ょ
う

田だ

信の
ぶ

彦ひ
こ

さ
ん
（
２
６
）

と
中な

か

橋は
し

稔み
の
るさ
ん
（
１
９
）
が

サ
ン
ト
ス
港こ

う

に
到と

う

着ち
ゃ
くし
、
本ほ

ん

格か
く

的て
き

に
布ふ

教き
ょ
う

開か
い

拓た
く

を
開か

い

始し

。

同ど
う

年ね
ん

９
月が

つ

１
５
日に

ち

に
は
、
ブ

ラ
ジ
ル
初は

つ

の
お
ひ
か
り
拝は

い

受じ
ゅ

式し
き

が
ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス

州し
ゅ
うベ
ロ
オ
リ
ゾ
ン
テ
市し

で
行

お
こ
な

わ
れ
、
馬ば

場ば

乙お
つ

雄お

さ
ん
と
妻つ

ま

の
松ま

つ

さ
ん
が
受う

け
取と

っ
た
。

　

５
６
年ね

ん

１
０
月が

つ

２
５
日に

ち

に
は
、
初は

じ

め
て
パ
ラ
ナ

州し
ゅ
うク
リ
チ
バ
市し

の
ク
リ
チ

バ
布ふ

教き
ょ
う

所じ
ょ

が
法ほ

う

人じ
ん

登と
う

録ろ
く

し
た
。
初し

ょ

期き

の
布ふ

教き
ょ
う

活か
つ

動ど
う

は
言こ

と

葉ば

の
壁か

べ

か
ら
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
多お

お

い
サ
ン
パ
ウ
ロ

州し
ゅ
う
や
パ
ラ
ナ
州し

ゅ
う

に
集

し
ゅ
う

中
ち
ゅ
う

▼
第だ

い

一い
っ

歩ぽ

は
中な

か

村む
ら

嘉か

寿じ
ゅ
う

衆し
ゅ
う

議ぎ

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
地ち

を
踏ふ

ん
だ

最さ
い

初し
ょ

の
救

き
ゅ
う

世せ
い

教き
ょ
う

信し
ん

徒と

は
、
中な

か

村む
ら

嘉か

寿じ
ゅ
う

衆し
ゅ
う

議ぎ

院い
ん

議ぎ

員い
ん

だ
っ
た

と
い
う
記き

録ろ
く

が
あ
る
。
中な

か

村む
ら

衆し
ゅ
う

議ぎ

は
、
終

し
ゅ
う

戦せ
ん

後ご

に
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

を
再さ

い

開か
い

す
べ
く
、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

か
ら
伯は

っ

国こ
く

へ
派は

遣け
ん

さ
れ
た

内う
ち

の
一ひ

と

人り

だ
っ
た
。

　

ま
た
１
９
５
４
年ね

ん

に
は
、

全ぜ
ん

世せ

界か
い

へ
布ふ

教き
ょ
うの
準

じ
ゅ
ん

備び

を
進す

す

め
る
岡お

か

田だ

茂も

吉き
ち

師し

の
思お

も

い
に

感か
ん

化か

さ
れ
た
佐さ

藤と
う

晃て
る

子こ

さ
ん

（
１
８
）
が
、
布ふ

教き
ょ
う

開か
い

拓た
く

の

た
め
に
構こ

う

成せ
い

家か

族ぞ
く

の
一い

ち

員い
ん

と
し

て
ア
マ
ゾ
ン
に
入

に
ゅ
う

植し
ょ
くし
た
。
浄

じ
ょ
う

霊れ
い

を
望の

ぞ

む
人ひ

と

の
た
め
に
「
お

し
、
６
２
年ね

ん

に
は
浄

じ
ょ
う

霊れ
い

の

実じ
っ

践せ
ん

者し
ゃ

が
ブ
ラ
ジ
ル
で

１
３
１
５
人に

ん

に
上の

ぼ

っ
た
。

▼
布ふ

教き
ょ
う

活か
つ

動ど
う

の
拡か

く

大だ
い

と
宣せ

ん

教き
ょ
う

本ほ
ん

部ぶ

の
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

　

６
２
年ね

ん

７
月が

つ

１
０
日か

に

世
せ

界
かい

救
きゅう

世
せい

教
きょう

ブラジル宣
せん

教
きょう

本
ほん

部
ぶ

竣
しゅん

工
こう

50周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

ア
マ
ゾ
ン
、北ほ

く

東と
う

伯は
く

へ
も
発は

っ

展て
ん

１
９
日に

ち

式し
き

典て
ん

で
も
喜よ

ろ
こ

び
の
声こ

え

ブラジル豊
ゆた

かに、日
に

本
ほん

大
たい

切
せつ

に

は
日に

本ほ
ん

の
総そ

う

本ほ
ん

部ぶ

が
布ふ

教
き
ょ
う

活か
つ

動ど
う

の
支し

援え
ん

で
、
初は

じ

め
て
公こ

う

式し
き

派は

遣け
ん

し
た
青せ

い

年ね
ん

布ふ

教き
ょ
う

団だ
ん

の
神か

ん

戸べ

登の
ぼ
る（
２
８
）、
後ご

藤と
う

征ま
さ

生お

（
２
３
）、
渡わ

た

辺な
べ

哲て
つ

男お

（
２
２
）、
西に

し

川か
わ

儔ひ
と
し（
２
１
）、

大お
お

前ま
え

光み
つ

弘ひ
ろ

（
２
０
）、
横よ

こ

山や
ま

勇ひ
さ

雄お

（
２
０
）、
中な

か

橋は
し

満み
つ

男お

（
１
９
）、
浅あ

さ
み海
佐さ

用よ

彦ひ
こ

（
１
８
）
８
氏し

が
ブ
ラ
ジ
ル

に
到と

う

着ち
ゃ
くす
る
。
６
３
年ね

ん

に
は

渡わ
た

辺な
べ

哲て
つ

男お

先せ
ん

生せ
い

が
リ
オ
州し

ゅ
う
で

布ふ

教き
ょ
うを
開か

い

始し

し
、
ブ
ラ
ジ
ル

全ぜ
ん

土ど

へ
広ひ

ろ

が
り
を
見み

せ
る
転て

ん

換か
ん

期き

と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
６
７
年ね

ん

６
月が

つ

１
４

日か

に
は
、
青せ

い

年ね
ん

布ふ

教き
ょ
う

団だ
ん

第だ
い

二に

陣じ
ん

（
海か

い

外が
い

派は

遣け
ん

教き
ょ
う

師し

候こ
う

補ほ

生せ
い

）の
山や

ま

下し
た

貞さ
だ

夫お
（
２
４
）、

白し
ら

沢さ
わ

典の
り

夫お

（
２
４
）、
森も

り

山や
ま

活か
つ

行ゆ
き

（
２
３
）、
林

は
や
し

秀ひ
で

有な
り

（
２
２
）、斎さ

い

藤と
う

武た
け

雄お

（
２
１
）、

高た
か

瀬せ

幹み
き

男お

（
２
１
）、
大お

お

野の

正ま
さ

人ひ
と

（
２
１
）、
田た

中な
か

肇
は
じ
め

（
２
０
）
及お

よ

び
安や

す

江え

好よ
し

平へ
い

（
２
０
）
９
氏し

が
来ら

い

伯は
く

し
た
。

布ふ

教き
ょ
う

活か
つ

動ど
う

が
拡か

く

大だ
い

す
る

に
つ
れ
、
ブ
ラ
ジ
ル
宣せ

ん

教
き
ょ
う

本ほ
ん

部ぶ

建け
ん

設せ
つ

の
許き

ょ

可か

と
課か

題だ
い

が

与あ
た

え
ら
れ
る
。
６
３
年ね

ん

６
月が

つ

２
３
日に

ち

に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
世せ

界か
い

救き
ゅ
う

世せ
い

教き
ょ
う

初は
つ

の
仮か

り

本ほ
ん

部ぶ

が

パ
ラ
ナ
州し

ゅ
う
ロ
ン
ド
リ
ー
ナ
市し

に
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

。
６
４
年ね

ん

に
は
、
世せ

界か
い

救き
ゅ
う

世せ
い

教き
ょ
うブ
ラ
ジ
ル
宣せ

ん

教
き
ょ
う

本ほ
ん

部ぶ

が
法ほ

う

人じ
ん

登と
う

記き

さ
れ
た
。

　

６
５
年ね

ん

に
は
、
当と

う

時じ

の
世せ

界か
い

救き
ゅ
う

世せ
い

教き
ょ
う

管か
ん

長ち
ょ
うで
あ
る
藤ふ

じ

枝え
だ

真ま
さ

和か
ず

を
迎む

か

え
、
ブ
ラ
ジ
ル

世せ

界か
い

救き
ゅ
う

世せ
い

教き
ょ
う

宣せ
ん

教き
ょ
う

本ほ
ん

部ぶ

が

竣し
ゅ
ん

工こ
う

す
る
。
６
９
年ね

ん

５
月が

つ

１
５
日に

ち

に
は
、
今こ

年と
し

で
５
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
た
ブ
ラ
ジ
ル

宣せ
ん

教き
ょ
う

本ほ
ん

部ぶ

の
神し

ん

殿で
ん

が
完か

ん

成せ
い

し
た
。

　

こ
の
度た

び

、
そ
こ
か
ら
５
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
た
。

▼
聖せ

い

地ち

誕た
ん

生じ
ょ
うか
ら
現げ

ん

在ざ
い

ま
で

　

７
６
年ね

ん

、
渡わ

た

辺な
べ

哲て
つ

男お

先せ
ん

生せ
い

が
ブ
ラ
ジ
ル
世せ

界か
い

救き
ゅ
う

世せ
い

教
き
ょ
う

本ほ
ん

部ぶ

長ち
ょ
うに
就

し
ゅ
う

任に
ん

。
こ
こ
か
ら

食し
ょ
く

の
安あ

ん

心し
ん

届と
ど

け
る
コ
ー
リ
ン

　

ブ
ラ
ジ
ル
岡お

か

田だ

茂も

吉き
ち

財ざ
い

団だ
ん

は
、
環か

ん

境き
ょ
う

活か
つ

動ど
う

に
よ
っ
て
一い

っ

般ぱ
ん

市し

民み
ん

の
意い

識し
き

向こ
う

上じ
ょ
うを
図は

か

り
、

コ
ー
リ
ン
農の

う

畜ち
く

産さ
ん

社し
ゃ

は
安あ

ん

心し
ん

な
有ゆ

う

機き

生せ
い

産さ
ん

物ぶ
つ

を
消

し
ょ
う

費ひ

者し
ゃ

に
届と

ど

け
る
活か

つ

動ど
う

を
通と

お

し
て
、

ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く

民み
ん

に
本ほ

ん

当と
う

の
豊ゆ

た

か
さ
を
伝つ

た

え
る
こ
と
に
精

し
ょ
う

進じ
ん

し
て
い
る
。
日に

本ほ
ん

と
の
関か

ん

係け
い

は
長な

が

年ね
ん

重じ
ゅ
う

視し

さ
れ
て
お
り
、
聖せ

い

地ち

参さ
ん

拝ぱ
い

団だ
ん

の
参さ

ん

加か

者し
ゃ

数す
う

は
１
万ま

ん

人に
ん

を
越こ

え
た
。
専せ

ん

従じ
ゅ
う

資し

格か
く

者し
ゃ

の
養よ

う

成せ
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
約や

く

４
０
０
人に

ん

が
日に

本ほ
ん

で
研け

ん

修し
ゅ
うし
て
慶け

い

応お
う

大だ
い

学が
く

や

東と
う

京き
ょ
う

外が
い

語ご

大だ
い

な
ど
で
学ま

な

び
、
そ
の
優ゆ

う

秀し
ゅ
うな
日に

本ほ
ん

語ご

能の
う

力り
ょ
くを
も
っ
て
み
教お

し

え
を
深ふ

か

く
理り

解か
い

し
、
一い

っ

般ぱ
ん

市し

民み
ん

に
分わ

か
り
や
す
く
説と

く
こ
と
が
可か

能の
う

な
人じ

ん

材ざ
い

を
輩は

い

出し
ゅ
つし
て
い
る
。「
助た

す

け

合あ

い
運う

ん

動ど
う

」
で
支し

援え
ん

し
た
総そ

う

額が
く

は
現げ

ん

在ざ
い

ま
で
に
１
０
億お

く

円え
ん

近ち
か

い
。

ゾロイナ・ボル
ゲスさん

テルオ・カワムラさんと奥
おく

さん

ロベルト・オリ
ヴェイラさん

ツヤコ・アキバさん（中
ちゅう

央
おう

）と息
むす

子
こ

と友
ゆう

人
じん

ロゼニー・フェ
レイラさん

１
９
９
５
年ね

ん

１
１
月が

つ

に
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し
た
グ
ァ
ラ

ピ
ラ
ン
ガ
聖せ

い

地ち

教き
ょ
う

団だ
ん

は
驚

き
ょ
う

異い

的て
き

な
発は

っ

展て
ん

を

遂と

げ
る
。
教

き
ょ
う

祖そ

生せ
い

誕た
ん

１
０
０

年ね
ん

の
８
２
年ね

ん

に
は
、
ブ
ラ
ジ

ル
宣せ

ん

教き
ょ
う

本ほ
ん

部ぶ

内な
い

に
岡お

か

田だ

茂も

吉き
ち

ビ
ル
が
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し
た
他ほ

か

、
ブ

ラ
ジ
ル
人じ

ん

信し
ん

徒と

１
０
２
７
人に

ん

が
日に

本ほ
ん

の
聖せ

い

地ち

を
参さ

ん

拝ぱ
い

し
て

い
る
。

　

８
５
年ね

ん

、
ブ
ラ
ジ
ル
に
祖そ

霊れ
い

舎し
ゃ

の
建け

ん

設せ
つ

認に
ん

可か

を
日に

本ほ
ん

の

総そ
う

本ほ
ん

部ぶ

に
申し

ん

請せ
い

し
、
三さ

ん

代だ
い

教き
ょ
う

主し
ゅ

に
受じ

ゅ

理り

さ
れ
た
。
グ
ァ

ラ
ピ
ラ
ン
ガ
湖こ

畔は
ん

の
同ど

う

建け
ん

設せ
つ

用よ
う

地ち

に
訪お

と
ず
れ
、「
こ
こ
に
聖せ

い

地ち

を
つ
く
っ
た
ら
如い

か
が何
で
す
」
と

提て
い

案あ
ん

し
、
８
９
年ね

ん

９
月が

つ

１
７

日に
ち

に
グ
ァ
ラ
ピ
ラ
ン
ガ
聖せ

い

地ち

の
地じ

鎮ち
ん

祭さ
い

が
行お

こ
な
わ
れ
、
９
１

年ね
ん

に
建け

ん

設せ
つ

開か
い

始し

し
た
。

　

９
５
年ね

ん

１
１
月が

つ

に
は
、

グ
ァ
ラ
ピ
ラ
ン
ガ
聖せ

い

地ち

が
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し
、
十

じ
ゅ
う

数す
う

万ま
ん

人に
ん

が
式し

き

典て
ん

に

参さ
ん

加か

。
さ
ら
に
９
８
年ね

ん

１
０

月が
つ

１
０
、１
１
両

り
ょ
う

日じ
つ

、
三さ

ん

代だ
い

教き
ょ
う

主し
ゅ

臨り
ん

席せ
き

の
も
と
グ
ァ
ラ

ピ
ラ
ン
ガ
聖せ

い

地ち

竣し
ゅ
ん

工こ
う

大た
い

祭さ
い

が
執と

り
行お

こ
な
わ
れ
た
。

現げ
ん

在ざ
い

は
、
約や

く

１
８
０
万ま

ん

人に
ん

の
信し

ん

徒と

・
支し

持じ

者し
ゃ

が
お
り
、

そ
の
内う

ち

５
０
万ま

ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
うが
全ぜ

ん

国こ
く

に
お
よ
そ
５
０
０
あ
る
布ふ

教き
ょ
う

拠き
ょ

点て
ん

「
浄

じ
ょ
う

霊れ
い

セ
ン
タ
ー
」

で
浄

じ
ょ
う

霊れ
い

の
実じ

っ

践せ
ん

に
取と

り
組く

ん

で
い
る
。

サンパウロ州
しゅう

イペウナ市
し

の岡
おか

田
だ

茂
も

吉
きち

研
けん

究
きゅう

所
じょ

とコーリン農
のう

畜
ちく

産
さん

社
しゃ

て
く
れ
た
。
日ひ

頃ご
ろ

の
ご
奉ほ

う

仕し

を
頑が

ん

張ば

っ
て
い
る
か
ら
で
す
」。

　
　
　
　
　

☆

　
ロ
ゼ
ニ
ー
・
サ
ン
ト
ス
・
フェ

レ
イ
ラ
さ
ん（
６
１
）は
バ
イ
ー

ア
州し

ゅ
う

サ
ル
バ
ド
ー
ル
市し

在ざ
い

住じ
ゅ
う、

ピ
ト
ゥ
ー
バ
教

き
ょ
う

会か
い

を
建け

ん

設せ
つ

し
た

功こ
う

労ろ
う

者し
ゃ

。
理り

学が
く

療り
ょ
う

法ほ
う

士し

だ
が
、

息む
す

子こ

が
病

び
ょ
う

気き

に
な
って
も
薬く

す
り

を

飲の

ま
せ
ず
浄

じ
ょ
う

霊れ
い

で
治ち

癒ゆ

し
て

き
た
。
昔む

か
し

か
ら
日に

本ほ
ん

が
好す

き
で

神か
み

に
仕つ

か

え
た
い
と
考か

ん
が

え
た
時と

き

に

日に

本ほ
ん

の
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うを
探さ

が

し
た
。

　
８
５
年ね

ん

に
入

に
ゅ
う

信し
ん

し
、
８
８
年ね

ん

に
同ど

う

市し

か
ら
１
３
０
キ
ロ
離は

な

れ

た
ア
ラ
ゴ
イ
ー
ニ
ャ
と
い
う
町ま

ち

で
布ふ

教き
ょ
う

活か
つ

動ど
う

を
始は

じ

め
た
。
浄

じ
ょ
う

霊れ
い

の
勉べ

ん

強き
ょ
う

会か
い

を
行お

こ
な

う
う
ち
に

信し
ん

者じ
ゃ

が
増ふ

え
、
９
３
年ね

ん

に
は

教き
ょ
う

師し

に
。
使し

命め
い

感か
ん

か
ら
教

き
ょ
う

会か
い

建け
ん

設せ
つ

を
成な

し
遂と

げ
た
他ほ

か

、
信し

ん

者じ
ゃ

を
３
０
０
人に

ん

か
ら
５
０
０
人に

ん

に
増ふ

や
す
目も

く

標ひ
ょ
うを
達た

っ

成せ
い

し
た
。

　

玉た
ま

串ぐ
し

奉ほ
う

奠て
ん

に
選え

ら

ば
れ
た
こ

と
は
「
言こ

と

葉ば

が
出で

な
い
ほ
ど

嬉う
れ

し
い
」
と
声こ

え

を
詰つ

ま
ら
せ

涙な
み
だ
を
流な

が

し
た
。
先せ

ん

達だ
つ

か
ら
の

使し

命め
い

を
乗の

り
越こ

え
「
健け

ん

康こ
う

の

グ
ル
ー
プ
で
、
奉ほ

う

仕し

の
責せ

き

任に
ん

者し
ゃ

と
し
て
活か

つ

動ど
う

を
本ほ

ん

部ぶ

の
先せ

ん

生せ
い

に
指し

導ど
う

し
て
も
ら
う
」
と

う
夢ゆ

め

に
向む

け
、
挑

ち
ょ
う

戦せ
ん

を
続つ

づ

け

る
意い

志し

だ
。

を
通つ

う

じ
て
行お

こ
な

っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
寄き

付ふ

先さ
き

団だ
ん

体た
い

か
ら

の
要よ

う

望ぼ
う

を
受う

け
、
同ど

う

運う
ん

動ど
う

は
ブ
ラ
ジ
ル
世せ

界か
い

救き
ゅ
う

世せ
い

教き
ょ
う

の
布ふ

教き
ょ
う

拠き
ょ

点て
ん

で
常じ

ょ
う

時じ

実じ
っ

施し

し
、
０
７
年ね

ん

以い

降こ
う

に
名め

い

称し
ょ
う

を
「
歳さ

い

末ま
つ

助た
す

け
合あ

い
」
か
ら

「
助た

す

け
合あ

い
運う

ん

動ど
う

」
へ
と
変へ

ん

更こ
う

し
た
。

　

寄き

付ふ

先さ
き

数す
う

は
１
万ま

ん

３
８
２

団だ
ん

体た
い

、
寄き

付ふ

総そ
う

額が
く

は
米べ

い

ド
ル

で
８
９
３
万ま

ん

７
１
７
９・６
６

ド
ル
（
約や

く

９
億お

く

８
０
２
５
万ま

ん

円え
ん

）
に
上の

ぼ

る
。

1970 年
ねん

の日
に

本
ほん

聖
せい

地
ち

参
さん

拝
ぱい

団
だん

本
ほん

部
ぶ

竣
しゅん

工
こう

から50年
ねん

で180万
まん

人
にん

青
せい

年
ねん

布
ぎれ

教
きょう

団
だん

が拡
かく

大
だい

の転
てん

換
かん

点
てん

に
歴れ

き　
史し

1969 年
ねん

に竣
しゅん

工
こう

した宣
せん

教
きょう

本
ほん

部
ぶ

本
ほん

部
ぶ

竣
しゅん

工
こう

記
き

念
ねん

式
しき

典
てん

で講
こう

堂
どう

に集
あつ

まった信
しん

者
じゃ

ら

1967 年
ねん

に来
らい

伯
はく

した青
せい

年
ねん

布
ふ

教
きょう

団
だん

。瑞
ずい

雲
うん

郷
きょう

の
救
きゅう

世
せい

会
かい

館
かん

にて

1962 年
ねん

に来
らい

伯
はく

した青
せい

年
ねん

布
ふ

教
きょう

団
だん

。瑞
ずい

雲
うん

郷
きょう

の
救
きゅう

世
せい

会
かい

館
かん

にて
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